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　現
在
、観
光
振
興
財
源
と
し
て「
宿
泊
税
」が
着
目
さ
れ
、

各
地
で
検
討
と
導
入
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
よ
り
一
般

的
な
（
つ
ま
り
、
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
）
財
源

確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
導
入
し
た
財
源
の
実
効
性
の
あ
る
使
途
を
、
ど
の

よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決

定
し
て
い
く
か
、
す
な
わ
ち
、
観
光
振
興
財
源
の
活
用
に

関
す
る
観
光
地
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
フ
ェ

イ
ズ
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　前
述
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う
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景
を
踏
ま
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す
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プ
ロ
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理
し
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つ
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み
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の
現
状
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保
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た
め
の
法

的
な
技
術
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も
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な
が
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観
光
振
興
財
源
の
「
活

用
」
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
、
観
光
地
と
し
て
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



General statement:
In Austria, the tourism tax system, often referred to as“Ortstaxe”or local tax, operates as a contribution 
from visitors staying in accommodations. This tax varies across municipalities and is typically calculated 
based on the duration of the stay. Accommodation providers collect the tax on behalf of the local authori-
ties.

The funds generated from the tourism tax are primarily earmarked for local infrastructure, tourism-relat-
ed amenities, and cultural initiatives. Municipalities decide on the tax rate and utilization of the funds, 
ensuring that the revenue contributes to the improvement of the tourism experience and the overall 
well-being of the community.

Travelers are generally informed about the tourism tax upon check-in, and it is essential for them to be 
aware of this additional cost when planning their stay in Austria. The system not only helps finance local 
projects but also fosters sustainable tourism development by involving visitors in the support of the desti-
nations they enjoy.

Austria has 9 states and each state has its own tourism law. Lech is a community of Vorarlberg. The use 
of the funds is simply described with: “The money has to be used for measures to promote and to 
support tourism at the community”.

Benefit 1:
To promote the offers of the destination and to support the development of infrastructure, events and 
brand, you need a long-term budget due to the reason, that tourism promotion and infrastructure devel-
opment take time till results are visible.

A long-term budget holds paramount strategic significance in securing sustainable initiatives. It serves as 
a financial roadmap, fostering stability and ensuring resources are consistently allocated to sustain 
eco-friendly practices, innovation, and responsible resource management. This proactive approach not 
only safeguards the environment but also bolsters organizational resilience in the face of economic 
fluctuations, reinforcing a commitment to long-lasting positive impact.

Benefit 2:
Lodging tax compared to tourism tax is payed by the guests and so not a classic turnover tax like income 
tax.
International guests are used to pay lodging tax, which is especially in the US quite high.
In Austria, lodging taxes are from 2-5 Euros per night and person average. The lodging tax income of 
the community of Lech is about 3,5 ‒ 4,5 Mio. Euros p.a. and the tourism board Lech gets each year a 
share of 47% out of it (20/21 ‒ 1,641,155 Euro). The actual lodging tax is 4,80 Euros.

Benefit 3:
Lodging tax is a fair system. A win-win situation for the destination and the guests. As more investments 
and services are offered, as more positive feedback and the will to pay prices and taxes of customers. 
Further, guests are involved in local investments and the development of reputation of “their resort”.

Lodging tax is a fundamental tool for a tourism destination to ensure equitable treatment of all its stake-
holders. By levying lodging taxes, a community can generate the necessary revenue to fund public tour-
ism services and infrastructure, fostering an tourism environment where all individuals have access to 
essential resources and opportunities.

Furthermore, a fair lodging tax system ensures that each individual contributes according to their means, 
promoting economical justice. 

In essence, the imposition of lodging taxes by a community is a mechanism to uphold the principles of 
fairness, equality, and tourism relevant economical cohesion. It establishes a foundation for collective 
responsibility and shared benefits, reinforcing the idea that all hotels, restaurants, ski rental companies, 
skiing companies etc. have a stake in the well-being of the tourism society they are part of.

巻頭言

Perspective of austrian tourist destinations,
which operate on the premise of a lodging tax.

Best practice: Lech Zürs Arlberg Austria

Prefatory Note

Lech Zürs Tourism CEO

Hermann Fercher
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【概論】

　オーストリアでは、観光税はしばしば “Ortstaxe”（地

方税）と呼ばれ、宿泊施設に滞在する観光客の拠出金と

して運営されている。この税金は自治体によって様々で、

通常は滞在期間に基づいて計算される。宿泊サービスの

提供者が自治体に代わって税を徴収する。

　観光税で得た資金は、主に地域のインフラ、観光関連

施設、文化的取り組みに充てられる。市町村は税収が観

光体験の向上と地域社会全体の幸福に確実に貢献しうる

ようにその税率と使途を決定する。

　旅行者は通常、チェックインの際に観光税について知

らされるが、オーストリアでの滞在を計画する際には、

この追加費用を知っておくことが不可欠である。この制

度は、地域で実施される各種プロジェクトの資金調達に

役立つだけでなく、旅行者自身がそこで楽しみを享受す

る観光地への支援に参加することで、持続可能な観光開

発を促進する。

　オーストリアには9つの州があり、それぞれの州が独

自の観光法を有している。レッヒはフォアアールベルク

州に属する。集められた観光税の使途は「その共同体に

おける観光を促進し、支援するための方策に使用されね

ばならない」と条文中明確に記述されている。

【利点 ❶】

　観光地としてのサービス提供を推進し、インフラ、イ

ベント、ブランドの開発をサポートするには、それらの

成果が発現するには時間を要することから、長期的な予

算が必要である。

　長期予算は、持続可能なイニシアチブを確保する上で

最も重要な戦略的意義を持つ。これは財務的なロードマ

ップの役割を果たし、安定性を促進し、環境配慮型の取

り組みや革新、責任ある資源管理を維持するための財源

が一貫して配分されることを保証する。このような積極

的なアプローチは、環境を保全するだけでなく、経済的

な環境変化に直面した際の組織的なレジリエンスを強化

し、長期にわたるプラスの影響に対するコミットメント

を強化する。

ヘルマン フェルヒャー (レッヒ・ツュルス観光局 局長)

オーストリア北部のヴェルスでプロジェクトマネジメントを学んだ後、マネジメン
トセンター・インスブルック（MCI）で観光地マネジメントを専攻し、マーケティン
グの修士号を取得。キッツビュール観光局やキルヒベルク観光局等を経て現職。

宿泊税を前提に運営されている
オーストリアの観光地の視点
－ レッヒ・ツュルス・アールベルクの事例 －

【利点 ❷】

　観光税とも呼称される宿泊税は宿泊客が支払うもので、

売上税のような古典的な所得税ではない。

　外国人宿泊客は宿泊税を払うのが普通だが、特にアメ

リカではかなり高い。

　オーストリアでは、宿泊税は1泊1人平均2～ 5ユー

ロである。レッヒ市の宿泊税収入は年間約350～ 450万

ユーロで、レッヒ観光局は毎年その47％（2020年/2021

年 ‐ 約164万ユーロ）を得ている。実際の宿泊税は4.80

ユーロである。

【利点 ❸】

　宿泊税は公平な制度である。観光地と宿泊客にとって

Win ‐ Winの関係である。より多くの投資やサービスが

実施・提供されれば、より多くの好意的なフィードバッ

クが得られ、宿泊客の料金や税金に対する支払い意志が

高まる。さらに、宿泊客は地域で行われる投資や「自分

たち自身のリゾート」の評判の向上に関与しうることに

なる。

　宿泊税は、観光地がすべての利害関係者を公平に扱う

ための基本的な手段である。宿泊税を賦課することで、

地域社会は公的な観光サービスやインフラ整備に必要な

収入を得られ、すべての観光関係者が必要な資源や機会

に接することができる環境を育むことができる。

　さらに、公正な宿泊税制度は、各個人がその手段に応

じて拠出することを確実にすることで、経済的な公正さ

を促進する。 

　すなわち、コミュニティによる宿泊税の賦課は、公平性、

平等性、観光に関連した経済的結束の原則を守るための

メカニズムである。これは、すべてのホテル、レストラン、

スキーレンタル企業、スキー場運営企業などが、自分た

ちが属する観光社会の幸福に利害関係を持つという考え

を強化することで、集団責任と利益共有の基盤を確立す

るものである。　　　　　　　　

（編集担当訳）

巻頭言
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  宿泊税を前提に運営されている
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  －レッヒ・ツュルス・アールベルクの事例－
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図 1 市町村の財政構造と観光振興財源の位置づけ

財
政
規
模

時間経過

市町村税

交付金

支出金
基準財政
需要額

観光の振興に連動する財源

観光による地域
振興（サービス経
済化への対応）の
ための戦略的な
投資余力を生み
出すには、別枠の
財源確保が有効。

観光財源ガイドブック
－豊かな観光地の未来のために－（公益財団法人日本交通公社）

2024年3月発行
https://www.jtb.or.jp/book/destination-management-

funding-guidebook/tourism-finances/

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員
　

江
﨑
貴
昭

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

1

宿
泊
税

導
入
の
プロセ
ス

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

1
．な
ぜ
観
光
振
興
財
源

が
必
要
な
の
か

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」

ひ
っ
ぱ
く

ほ 

て
ん

4



図 1 市町村の財政構造と観光振興財源の位置づけ
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観
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研
究
部 

副
主
任
研
究
員
　

江
﨑
貴
昭

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

1

宿
泊
税

導
入
の
プロセ
ス

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

1
．な
ぜ
観
光
振
興
財
源

が
必
要
な
の
か

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」

ひ
っ
ぱ
く

ほ 

て
ん
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図 3
国内における
主な観光振興財源の
導入状況
（2024年4月時点）
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石川

茨城栃木

埼玉

東京山梨 千葉

神奈川

群馬

山形

秋田

三
重

奈
良

大
阪

佐
賀

長
崎

沖
縄

滋
賀

鳥取

入湯税
かさ上げ　　
2015年4月～

阿寒湖温泉
宿泊税（定率）　　
2019年11月～

俱知安町

宿泊税（定額）　　
2019年4月～

金沢市

宿泊税
（定額）　　
2018年10月～

京都市

入湯税
かさ上げ　　
2020年4月～

長門湯本温泉

環境協力税　　
2011年4月～

伊是名村
伊平屋村
渡嘉敷村

宿泊税（定額）　　
2023年4月～

長崎市

歴史と文化の
環境税
（駐車場税）　　
2003年5月～

太宰府市

宿泊税（定額）　　
2020年4月～

福岡県・福岡市・北九州市

別荘等所有税　　
1976年～

熱海市

入湯税かさ上げ　　
2019年4月～

別府市

宮島訪問税　　
2023年10月～

廿日市市

宿泊税（定額）　
2017年1月～

大阪府

富士山保全協力金　　
2014年～

山梨県・静岡県

宿泊税（定額）　　
2002年10月～

東京都

遊漁税
2001年7月～

富士河口湖町

図 2 日本で利用できる観光振興のための財源獲得手法

注：協力金と寄付金に関しては厳密な区別なく使われることが多いが、
協力金の場合は受益者負担の原則という考え方の使途を明確にする
傾向が高いため、図のような整理を行った

任意に集める

分担金
負担金

法定外税
（宿泊税など）

法定税
（入湯税など）

協力金
寄付金
ふるさと
納税

徴収に強制力がある

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い

受
益
者
負
担
の
原
則
が
弱
い

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

3
．観
光
振
興
財
源
の

導
入
及
び
検
討
状
況

2
．観
光
振
興
財
源

（
公
的
財
源
）の
種
類

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」

6



図 3
国内における
主な観光振興財源の
導入状況
（2024年4月時点）

北海道

青森

岩手

宮城

福島新潟
富山

長野

静岡愛知

岐阜

福井

京都兵庫
島根

岡山広島
山口

香川

徳島
愛媛

福岡

大分

宮崎
熊本

鹿児島

高知
和歌山

石川

茨城栃木

埼玉

東京山梨 千葉

神奈川

群馬

山形

秋田

三
重

奈
良

大
阪

佐
賀

長
崎

沖
縄

滋
賀

鳥取

入湯税
かさ上げ　　
2015年4月～

阿寒湖温泉
宿泊税（定率）　　
2019年11月～

俱知安町

宿泊税（定額）　　
2019年4月～

金沢市

宿泊税
（定額）　　
2018年10月～

京都市

入湯税
かさ上げ　　
2020年4月～

長門湯本温泉

環境協力税　　
2011年4月～

伊是名村
伊平屋村
渡嘉敷村

宿泊税（定額）　　
2023年4月～

長崎市

歴史と文化の
環境税
（駐車場税）　　
2003年5月～

太宰府市

宿泊税（定額）　　
2020年4月～

福岡県・福岡市・北九州市

別荘等所有税　　
1976年～

熱海市

入湯税かさ上げ　　
2019年4月～

別府市

宮島訪問税　　
2023年10月～

廿日市市

宿泊税（定額）　
2017年1月～

大阪府

富士山保全協力金　　
2014年～

山梨県・静岡県

宿泊税（定額）　　
2002年10月～

東京都

遊漁税
2001年7月～

富士河口湖町

図 2 日本で利用できる観光振興のための財源獲得手法

注：協力金と寄付金に関しては厳密な区別なく使われることが多いが、
協力金の場合は受益者負担の原則という考え方の使途を明確にする
傾向が高いため、図のような整理を行った

任意に集める

分担金
負担金

法定外税
（宿泊税など）

法定税
（入湯税など）

協力金
寄付金
ふるさと
納税

徴収に強制力がある

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い

受
益
者
負
担
の
原
則
が
弱
い

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

3
．観
光
振
興
財
源
の

導
入
及
び
検
討
状
況

2
．観
光
振
興
財
源

（
公
的
財
源
）の
種
類

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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財務大臣

図 9 地方自治体において税の新設等に必要なこと
●地方団体は、その地方税の税目、課税客体、課税標準、税率その他賦課徴収について
定をするには、当該地方団体の条例によらなければならない（地方税法3条1項）。
●次のいずれかが該当すると認める場合を除き、
総務大臣はこれに同意しなければならない（地方税法261、671、733条）。
1. 国税又は他の地方税と課税標準を同じくし、かつ、住民の負担が著しく過重となること
2. 地方団体間における物の流通に重大な障害を与えること
3. 1及び2のほか、国の経済施策に照らして適当でないこと

出典：総務省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
zeisei/czaisei/czaisei_seido/149767_24.html）

地方団体
総務大臣
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地方財政審議会

条例可決後協議

同意

意見の
聴取

意見の
聴取

意見
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審査の申出
（不服がある場合） 勧告

（関与が不当であると
認めるとき）

図 5 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する検討状況（都道府県）※1つ選択

図 6 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する検討状況（市町村）※1つ選択
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表 1 2023年度 観光政策に関する
調査実施概要

2023年7～8月
●都道府県…47都道府県
（うち、41都道府県から回答）
●市町村…政令指定都市
20都市を含む有名観光地を
有する180市町村（うち、
114市町村から回答）
調査対象の都道府県・市町
村にアンケート調査票を配
布し、メールおよびFAXにて
回収

調査時期

調査対象

調査方法

10 20 4030 50 60

2 4 86 10 12 14 16 18 20

図 7 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する認識（都道府県）※1つ選択

図 8 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する認識（市町村）※1つ選択

8（7.5％）

53（49.5％）

33（30.8％）

13（12.1％）

00

d. 自治体で実現可能な手法の選定、
調査事業の実施、関係団体や事業者への意見照会など、

導入に向けた積極的な検討や調整を行っている。

c. 追加的な財源確保の必要性を感じており、
各手法の実現可能性を勘案しつつ、

情報収集や部署間調整などを行っている。

b. 追加的な財源確保の必要性を感じているが、
知見や業務量のハードルが高く、

導入に係る検討は当面困難であると考えている。

a. 予算は必要十分であり、
追加的な財源確保の必要性は感じていない。

5（14.7％）

17（50.0％）

9（26.5％）

3（8.8％）

00

d. 自治体で実現可能な手法の選定、
調査事業の実施、関係団体や事業者への意見照会など、

導入に向けた積極的な検討や調整を行っている。

c. 追加的な財源確保の必要性を感じており、
各手法の実現可能性を勘案しつつ、

情報収集や部署間調整などを行っている。

b. 追加的な財源確保の必要性を感じているが、
知見や業務量のハードルが高く、

導入に係る検討は当面困難であると考えている。

a. 予算は必要十分であり、
追加的な財源確保の必要性は感じていない。

n=114

n=41

5 10 15 20 25図 4 観光施策・観光関連事業に
活用可能な独自財源（市町村）
※複数回答

22（44.9％）ふるさと納税
（ふるさと寄付金、ふるさと応援基金含む）

19（38.8％）入湯税（温泉使用料、給湯事業含む）

5（10.2％）宿泊税（福岡県宿泊税交付金含む）

5（10.2％）企業版ふるさと納税

2（4.1％）基金

1（2.0％）その他

00

n=49

※該当する財源がない場合と回
答した地方自治体はnから除外

※宿泊税は、実際は2024年4月
現在、市町村では6の自治体で
導入済み

※該当する財源がない場合と回
答した地方自治体はnから除外

※宿泊税は、実際は2024年4月
現在、市町村では6の自治体で
導入済み

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

4
．法
定
外
税（
宿
泊
税
）

の
導
入
手
順

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」

8
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財務大臣

図 9 地方自治体において税の新設等に必要なこと
●地方団体は、その地方税の税目、課税客体、課税標準、税率その他賦課徴収について
定をするには、当該地方団体の条例によらなければならない（地方税法3条1項）。
●次のいずれかが該当すると認める場合を除き、
総務大臣はこれに同意しなければならない（地方税法261、671、733条）。
1. 国税又は他の地方税と課税標準を同じくし、かつ、住民の負担が著しく過重となること
2. 地方団体間における物の流通に重大な障害を与えること
3. 1及び2のほか、国の経済施策に照らして適当でないこと

出典：総務省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
zeisei/czaisei/czaisei_seido/149767_24.html）

地方団体
総務大臣

議会

特定納税義務者

国地方係争処理委員会

地方財政審議会

条例可決後協議

同意

意見の
聴取

意見の
聴取

意見

通知

（異議）意見の
提出

審査の申出
（不服がある場合） 勧告
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認めるとき）

図 5 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する検討状況（都道府県）※1つ選択

図 6 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する検討状況（市町村）※1つ選択
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表 1 2023年度 観光政策に関する
調査実施概要

2023年7～8月
●都道府県…47都道府県
（うち、41都道府県から回答）
●市町村…政令指定都市
20都市を含む有名観光地を
有する180市町村（うち、
114市町村から回答）
調査対象の都道府県・市町
村にアンケート調査票を配
布し、メールおよびFAXにて
回収

調査時期

調査対象

調査方法

10 20 4030 50 60

2 4 86 10 12 14 16 18 20

図 7 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する認識（都道府県）※1つ選択

図 8 観光施策・観光関連事業に活用可能な独自財源の確保に関する認識（市町村）※1つ選択
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d. 自治体で実現可能な手法の選定、
調査事業の実施、関係団体や事業者への意見照会など、

導入に向けた積極的な検討や調整を行っている。

c. 追加的な財源確保の必要性を感じており、
各手法の実現可能性を勘案しつつ、

情報収集や部署間調整などを行っている。

b. 追加的な財源確保の必要性を感じているが、
知見や業務量のハードルが高く、

導入に係る検討は当面困難であると考えている。

a. 予算は必要十分であり、
追加的な財源確保の必要性は感じていない。
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導入に係る検討は当面困難であると考えている。

a. 予算は必要十分であり、
追加的な財源確保の必要性は感じていない。

n=114

n=41

5 10 15 20 25図 4 観光施策・観光関連事業に
活用可能な独自財源（市町村）
※複数回答

22（44.9％）ふるさと納税
（ふるさと寄付金、ふるさと応援基金含む）

19（38.8％）入湯税（温泉使用料、給湯事業含む）

5（10.2％）宿泊税（福岡県宿泊税交付金含む）

5（10.2％）企業版ふるさと納税

2（4.1％）基金

1（2.0％）その他

00

n=49

※該当する財源がない場合と回
答した地方自治体はnから除外

※宿泊税は、実際は2024年4月
現在、市町村では6の自治体で
導入済み

※該当する財源がない場合と回
答した地方自治体はnから除外

※宿泊税は、実際は2024年4月
現在、市町村では6の自治体で
導入済み

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

4
．法
定
外
税（
宿
泊
税
）

の
導
入
手
順

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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福岡市のケース

図10 宿泊税導入までの一般的なプロセス（一例）

図11 倶知安町／福岡市における宿泊税導入までのプロセス

倶知安町法定外税に係る有識者会議
●第1回・2017/11/28
１．宿泊税導入に係る検討について
２．宿泊税導入に係る期待、課題について
●第2回・2018/2/14
１．冬季観光客アンケートの実施結果について
２．倶知安町の宿泊税の制度設計について
　 （特に税率と免税範囲について）
●第3回・2018/4/11
１．前回委員会の議論整理
２．取組み課題について
３．倶知安町宿泊税制度について
●第4回・2018/7/19
１．前回委員会の議論整理
２．倶知安町宿泊税条例（案）について
３．その他
●第5回・2018/11/7
「倶知安町宿泊税徴収の手引」
素案について説明
１．現状報告とパブリックコメントの結果報告
２．倶知安町宿泊税徴収の手引き
　 （未定稿 施行前説明用）について

福岡市宿泊税に関する調査検討委員会
●第1回・2018/10/3 
１．福岡市宿泊税に関する調査検討委員会の
　 概要説明及び会議の公開について
２．福岡市観光振興条例及び検討経緯について
３．福岡市の観光振興の現状について
４．福岡市の民泊の現状について
５．宿泊税の課税要件について
●第2回・2018/10/24
１．宿泊事業所へのアンケート結果のまとめ
２．福岡市の今後の観光振興について
３．福岡市における宿泊税の課税要件について
　 （福岡市の宿泊税の考え方）
●第3回・2018/11/27
１．「宿泊税の考え方について（案）」に係る
　 意見募集の結果について
２．福岡市宿泊税に関する調査検討委員会
　 報告書（案）

□ 観光産業に課される税金である以
上、 （観光客の代理人としての）
観光関連事業者の納得が重要

□ 事業者から行政に検討要望する
流れがスムーズ

□ 検討内容例
√ 観光財源の仕組みと種類
√ 他地域の導入・使途事例
√ 観光客、観光事業者の意識把握
√ 観光財源導入に向けた合意形成方法

□ 問題の明確化
□ 条例の必要性の検討
□ 検討体制の整備

●首長提案の場合
√ 所管部局が事務局となって、
　「○○条例案検討委員会」等を立ち上げ　
　検討することが多い。
√ 理論的検討が中心となる場合は
　学識者中心型が多く、
　地域内の利害調整が中心となる場合が
　関係団体中心型が多い。 

●議員提案の場合
√ 議員間で検討組織を
　設置することが多い。

●住民・事業者提案の場合
√ 既存の団体が中心となるか、
　特定の課題を抱える住民・事業者が
　「○○を考える会」等の
　グループを立ち上げ、
　条例の提案を検討する場合が多い。

√ 導入の目的と使途
√ 来訪者、観光事業者の意識把握
√ 既存の財源や県の導入予定などの確認
√ 最適な観光財源の種類
√ 制度設計（税率、課税免税、段階設定など）
√ 観光財源の運用の仕組みづくりとガバナンス
√ 条例案の検討※パブコメもあわせて実施

倶知安町のケース

立法法務の一般的プロセス

議会に宿泊税条例案提出（2018.9）
総務大臣同意（2019.4）

施行（2019.11）

議会に宿泊税条例案提出（2019.6）
総務大臣同意（2019.11）

施行（2020.4）

課
題
設
定

課題や反対派が多く
議論が進みそうにない場合、
さらに深く勉強or断念

観光財源検討の流れ

審議決定

住民参加

条例設計

観光財源導入に向けた検討会
（年4～5回）

※いずれも、検討会や有識者会議の前に、何度も勉強会等が行われている。

観光財源導入の必要性の検討
（事業者勉強会等）

表 2 宿泊税導入自治体（国内）の制度概要（2024年4月時点）

出典：各自治体HPより筆者作成

・特別徴収（特別徴収義務者（宿泊事業者等）が宿泊者から宿泊税を徴収し、納入する）

北九州市内に所
在する次の宿泊施
設への宿泊行為
旅館業法に規定す
る旅館業（旅館・ホ
テル営業・簡易宿
所営業）を営む施
設
国家戦略特別区
域法に規定する認
定事業（特区民
泊）を営む施設
住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業（新法民
泊）を営む施設

なし

旅館業法に規定す
る旅館業（旅館・ホ
テル営業・簡易宿
所営業）を営む施
設／国家戦略特
別区域法に規定す
る認定事業（特区
民泊）を営む施設
／住宅宿泊事業
法に規定する住宅
宿泊事業（新法民
泊）を営む施設

なし

宿泊者1人1泊に
つき150円
（北九州市内に所
在する宿泊施設に
おける宿泊に係る
福岡県の宿泊税
の税率1人1泊に
つき50円）

北九州市
2020年

福岡市内に所在す
る旅館業法（下宿
営業は除く）また
は住宅宿泊事業
法に係る宿泊施設
に宿泊する宿泊者

なし

旅館業（下宿営業
を除く）又は住宅
宿泊事業の経営
者等

なし

宿泊者１人１泊に
つき、
①宿泊料金2万円
未満200円（うち
県税50円）
②宿泊料金2万円
以上500円（うち
県税50円）

福岡市
2020年

福岡県内に所在す
る次の事業に係る
施設への宿泊者
・旅館業法に規定
する旅館業（旅館・
ホテル営業・簡易
宿所営業）
・国家戦略特別区
域法に規定する認
定事業（特区民泊）
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業（新法民泊）

なし

旅館業、認定事業
（特区民泊）、住宅
宿泊事業（新法民
泊）の経営者

なし

宿泊者１人１泊に
つき
２００円
※福岡市、北九州
市での県税・市税
については右記参
照
※市町村が宿泊税
を新たに課す場合、
県税の税率は、宿
泊者１人１泊につ
き１００円となる

福岡県
2020年

倶知安町内に所
在する次の宿泊施
設への宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業または住
宅宿泊事業を営む
者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

①幼稚園、小学校、
中学校、高校の修
学旅行生、研修旅
行生及び引率する
教員
②倶知安町で職場
体験又はインター
ンシップのために
宿泊料金を支払っ
て宿泊する中学生、
高校生、専門学校
生及び大学生
※各学校からの届
出が必要

1人1泊または、１
部屋１泊の
宿泊料金の２％

倶知安町
2019年

金沢市内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・住宅宿泊事業法
第１項の届け出を
した者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①２万円未満：
200円
②２万円以上：
500円

金沢市
2019年

京都市内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業または住
宅宿泊事業を営む
者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
ると認める者

学校教育法第1条
に規定する学校
（大学を除く）の児
童、生徒又は学生
で、当該学校が主
催する修学旅行そ
の他学校行事に
参加しているもの
及びその引率者

1人1泊について、
宿泊料金が
①２万円未満：
200円
②２万円～５万円
未満：500円
③５万円以上：
1000円

京都市
2018年

大阪府内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・国家戦略特別区
域法に規定する規
定事業に係る施設
（特区民泊）
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

上記施設への宿泊数

上記施設への宿泊者

７千円未満

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・国家戦略特別区
域法第13条第4
項に規定する規定
事業者
・住宅宿泊事業法
第１項の届け出を
した者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①７千円未満：課
さない
②７千円～１万５
千円未満：
100円
③１万５千円～２
万円未満：
200円
④２万円以上：
300円

大阪府
2017年

東京都内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所

１万円未満

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①１万円未満：
課さない
②１万円～１万５
千円未満：
100円
③１万５千円～：
200円

東京都
2012年

長崎市内に所在す
る宿泊施設（民泊
含む）において、宿
泊料金を受けて行
われる宿泊者

なし

旅館業、住宅宿泊
事業を営む者又は
宿泊税の徴収につ
いて便宜を有する
と認める者

①修学旅行その
他学校行事に参
加・引率する者
②その他市長が認
める者

1人1泊について、
宿泊料金が
①1万円未満のも
の100 円
②1万円以上2万
円未満のもの　
200 円
③2万円以上のも
の500 円

長崎市
2023年

課税
客体

課税
標準

納税
義務者

税率

免税点

課税
免除

特別
徴収

義務者

徴収
方法

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

5
．宿
泊
税
導
入
時
の

主
な
検
討
事
項

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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福岡市のケース

図10 宿泊税導入までの一般的なプロセス（一例）

図11 倶知安町／福岡市における宿泊税導入までのプロセス

倶知安町法定外税に係る有識者会議
●第1回・2017/11/28
１．宿泊税導入に係る検討について
２．宿泊税導入に係る期待、課題について
●第2回・2018/2/14
１．冬季観光客アンケートの実施結果について
２．倶知安町の宿泊税の制度設計について
　 （特に税率と免税範囲について）
●第3回・2018/4/11
１．前回委員会の議論整理
２．取組み課題について
３．倶知安町宿泊税制度について
●第4回・2018/7/19
１．前回委員会の議論整理
２．倶知安町宿泊税条例（案）について
３．その他
●第5回・2018/11/7
「倶知安町宿泊税徴収の手引」
素案について説明
１．現状報告とパブリックコメントの結果報告
２．倶知安町宿泊税徴収の手引き
　 （未定稿 施行前説明用）について

福岡市宿泊税に関する調査検討委員会
●第1回・2018/10/3 
１．福岡市宿泊税に関する調査検討委員会の
　 概要説明及び会議の公開について
２．福岡市観光振興条例及び検討経緯について
３．福岡市の観光振興の現状について
４．福岡市の民泊の現状について
５．宿泊税の課税要件について
●第2回・2018/10/24
１．宿泊事業所へのアンケート結果のまとめ
２．福岡市の今後の観光振興について
３．福岡市における宿泊税の課税要件について
　 （福岡市の宿泊税の考え方）
●第3回・2018/11/27
１．「宿泊税の考え方について（案）」に係る
　 意見募集の結果について
２．福岡市宿泊税に関する調査検討委員会
　 報告書（案）

□ 観光産業に課される税金である以
上、 （観光客の代理人としての）
観光関連事業者の納得が重要

□ 事業者から行政に検討要望する
流れがスムーズ

□ 検討内容例
√ 観光財源の仕組みと種類
√ 他地域の導入・使途事例
√ 観光客、観光事業者の意識把握
√ 観光財源導入に向けた合意形成方法

□ 問題の明確化
□ 条例の必要性の検討
□ 検討体制の整備

●首長提案の場合
√ 所管部局が事務局となって、
　「○○条例案検討委員会」等を立ち上げ　
　検討することが多い。
√ 理論的検討が中心となる場合は
　学識者中心型が多く、
　地域内の利害調整が中心となる場合が
　関係団体中心型が多い。 

●議員提案の場合
√ 議員間で検討組織を
　設置することが多い。

●住民・事業者提案の場合
√ 既存の団体が中心となるか、
　特定の課題を抱える住民・事業者が
　「○○を考える会」等の
　グループを立ち上げ、
　条例の提案を検討する場合が多い。

√ 導入の目的と使途
√ 来訪者、観光事業者の意識把握
√ 既存の財源や県の導入予定などの確認
√ 最適な観光財源の種類
√ 制度設計（税率、課税免税、段階設定など）
√ 観光財源の運用の仕組みづくりとガバナンス
√ 条例案の検討※パブコメもあわせて実施

倶知安町のケース

立法法務の一般的プロセス

議会に宿泊税条例案提出（2018.9）
総務大臣同意（2019.4）

施行（2019.11）

議会に宿泊税条例案提出（2019.6）
総務大臣同意（2019.11）

施行（2020.4）

課
題
設
定

課題や反対派が多く
議論が進みそうにない場合、
さらに深く勉強or断念

観光財源検討の流れ

審議決定

住民参加

条例設計

観光財源導入に向けた検討会
（年4～5回）

※いずれも、検討会や有識者会議の前に、何度も勉強会等が行われている。

観光財源導入の必要性の検討
（事業者勉強会等）

表 2 宿泊税導入自治体（国内）の制度概要（2024年4月時点）

出典：各自治体HPより筆者作成

・特別徴収（特別徴収義務者（宿泊事業者等）が宿泊者から宿泊税を徴収し、納入する）

北九州市内に所
在する次の宿泊施
設への宿泊行為
旅館業法に規定す
る旅館業（旅館・ホ
テル営業・簡易宿
所営業）を営む施
設
国家戦略特別区
域法に規定する認
定事業（特区民
泊）を営む施設
住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業（新法民
泊）を営む施設

なし

旅館業法に規定す
る旅館業（旅館・ホ
テル営業・簡易宿
所営業）を営む施
設／国家戦略特
別区域法に規定す
る認定事業（特区
民泊）を営む施設
／住宅宿泊事業
法に規定する住宅
宿泊事業（新法民
泊）を営む施設

なし

宿泊者1人1泊に
つき150円
（北九州市内に所
在する宿泊施設に
おける宿泊に係る
福岡県の宿泊税
の税率1人1泊に
つき50円）

北九州市
2020年

福岡市内に所在す
る旅館業法（下宿
営業は除く）また
は住宅宿泊事業
法に係る宿泊施設
に宿泊する宿泊者

なし

旅館業（下宿営業
を除く）又は住宅
宿泊事業の経営
者等

なし

宿泊者１人１泊に
つき、
①宿泊料金2万円
未満200円（うち
県税50円）
②宿泊料金2万円
以上500円（うち
県税50円）

福岡市
2020年

福岡県内に所在す
る次の事業に係る
施設への宿泊者
・旅館業法に規定
する旅館業（旅館・
ホテル営業・簡易
宿所営業）
・国家戦略特別区
域法に規定する認
定事業（特区民泊）
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業（新法民泊）

なし

旅館業、認定事業
（特区民泊）、住宅
宿泊事業（新法民
泊）の経営者

なし

宿泊者１人１泊に
つき
２００円
※福岡市、北九州
市での県税・市税
については右記参
照
※市町村が宿泊税
を新たに課す場合、
県税の税率は、宿
泊者１人１泊につ
き１００円となる

福岡県
2020年

倶知安町内に所
在する次の宿泊施
設への宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業または住
宅宿泊事業を営む
者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

①幼稚園、小学校、
中学校、高校の修
学旅行生、研修旅
行生及び引率する
教員
②倶知安町で職場
体験又はインター
ンシップのために
宿泊料金を支払っ
て宿泊する中学生、
高校生、専門学校
生及び大学生
※各学校からの届
出が必要

1人1泊または、１
部屋１泊の
宿泊料金の２％

倶知安町
2019年

金沢市内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・住宅宿泊事業法
第１項の届け出を
した者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①２万円未満：
200円
②２万円以上：
500円

金沢市
2019年

京都市内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

なし

・旅館業または住
宅宿泊事業を営む
者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
ると認める者

学校教育法第1条
に規定する学校
（大学を除く）の児
童、生徒又は学生
で、当該学校が主
催する修学旅行そ
の他学校行事に
参加しているもの
及びその引率者

1人1泊について、
宿泊料金が
①２万円未満：
200円
②２万円～５万円
未満：500円
③５万円以上：
1000円

京都市
2018年

大阪府内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所
・国家戦略特別区
域法に規定する規
定事業に係る施設
（特区民泊）
・住宅宿泊事業法
に規定する住宅宿
泊事業に係る施設
（民泊）

上記施設への宿泊数

上記施設への宿泊者

７千円未満

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・国家戦略特別区
域法第13条第4
項に規定する規定
事業者
・住宅宿泊事業法
第１項の届け出を
した者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①７千円未満：課
さない
②７千円～１万５
千円未満：
100円
③１万５千円～２
万円未満：
200円
④２万円以上：
300円

大阪府
2017年

東京都内に所在す
る次の宿泊施設へ
の宿泊行為
・旅館業法の許可
を受けたホテル、
旅館、簡易宿所

１万円未満

・旅館業法第３条
第１項の許可を受
けた者
・宿泊税の徴収に
ついて便宜を有す
る者

なし

1人1泊について、
宿泊料金が
①１万円未満：
課さない
②１万円～１万５
千円未満：
100円
③１万５千円～：
200円

東京都
2012年

長崎市内に所在す
る宿泊施設（民泊
含む）において、宿
泊料金を受けて行
われる宿泊者

なし

旅館業、住宅宿泊
事業を営む者又は
宿泊税の徴収につ
いて便宜を有する
と認める者

①修学旅行その
他学校行事に参
加・引率する者
②その他市長が認
める者

1人1泊について、
宿泊料金が
①1万円未満のも
の100 円
②1万円以上2万
円未満のもの　
200 円
③2万円以上のも
の500 円

長崎市
2023年

課税
客体

課税
標準

納税
義務者

税率

免税点

課税
免除

特別
徴収

義務者

徴収
方法

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

5
．宿
泊
税
導
入
時
の

主
な
検
討
事
項

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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表 3 定額制と定率制の特徴比較

△
安価な宿泊費に対しては負担が大きい

質（単価、季節性）が変わっても支払額は同じ

△
インフレやデフレなどに対応できない

△
単価の向上はあまり税収に影響しない

△
決済時でもチェックアウト時でも徴収可能

○
徴収額が一律でわかりやすい

△
価格調整による需給バランスの確立を阻害する

○
国内事例は多い

社会・経済状況
への対応

先行事例との
親和性

オフ期の
負担軽減

算出

徴収の
タイミング

観光客の負担

税収額

定額制

○
観光客の単価に対応した税額

質（単価、季節性）に応じた支払額

○
経済状況に適応

○
宿泊客数と単価が向上すれば税収も増える

△
決済時のみ徴収

△
税額が一律ではないため算出が必要

（食事代が含まれている場合の宿泊費の算出）

○
価格調整による需給バランスの確立を

阻害しない

△
国内事例は少ないが海外は一般的
（インバウンドに説明しやすい）

定率制

事
業
者
の
負
担

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

我が国では、
「公平・中立・簡素」を
3原則とした税の制度をとっている。
「公平の原則」は、
経済力が同等の人に等しい負担を求める「水平的公平」と、
経済力のある人により大きな負担を求める
「垂直的公平」を考慮するということ。
「中立の原則」は、
税制が個人や企業の経済活動における選択を
歪めないようにするということ。
「簡素の原則」は、税制の仕組みをできるだけ簡素にし、
理解しやすいものにするということ。

6
．宿
泊
税
の
導
入
で

重
要
な

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

7
．お
わ
り
に

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 
定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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表 3 定額制と定率制の特徴比較

△
安価な宿泊費に対しては負担が大きい

質（単価、季節性）が変わっても支払額は同じ

△
インフレやデフレなどに対応できない

△
単価の向上はあまり税収に影響しない

△
決済時でもチェックアウト時でも徴収可能

○
徴収額が一律でわかりやすい

△
価格調整による需給バランスの確立を阻害する

○
国内事例は多い

社会・経済状況
への対応

先行事例との
親和性

オフ期の
負担軽減

算出

徴収の
タイミング

観光客の負担

税収額

定額制

○
観光客の単価に対応した税額

質（単価、季節性）に応じた支払額

○
経済状況に適応

○
宿泊客数と単価が向上すれば税収も増える

△
決済時のみ徴収

△
税額が一律ではないため算出が必要

（食事代が含まれている場合の宿泊費の算出）

○
価格調整による需給バランスの確立を

阻害しない

△
国内事例は少ないが海外は一般的
（インバウンドに説明しやすい）

定率制

事
業
者
の
負
担

に
充
て
る
た
め
に
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益

の
程
度
に
応
じ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る

（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、

分
担
金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受

益
者
の
範
囲
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
受
益
の

程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
は「
税
」で
あ
る
た
め
、

そ
の
使
途
の
決
定
に
は
議
会
決
議
を
経
る
必

要
が
あ
る
一
方
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ
め

使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議
会
は

絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
、
民
主
導
で
の
取

り
組
み
を
可
能
と
す
る
。
加
え
て
、
法
定
外

税
は
行
政
単
位
で
の
導
入
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
分
担
金
は
行
政
界
に
か
か
わ
ら
ず

地
域
範
囲
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、「
北
谷
町
美
浜
駐
車
場
管
理

運
営
事
業
受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例

（
2
0
0
0
年
）」
に
お
け
る
、
駐
車
場
の
維

持
管
理
費
へ
の
充
当
を
目
的
と
し
た
駐
車
場

に
関
す
る
分
担
金
等
、
い
く
つ
か
の
事
例
が

存
在
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
分
担
金
制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
展
開
し
た
B
I
D
（B

u
sin
ess 

Im
p
ro
vem
en
t D
istrict

）
制
度
が
観
光

の
分
野
で
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本

国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
「
地
域
再
生
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」
が

2
0
1
8
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
本
制
度
の

適
用
事
例
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

任
意
で
集
め
る
財
源

協
力
金
・
寄
付
金

　
お
金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象

者
の
任
意
に
よ
る
財
源
獲
得
手
法
と
し
て

は
、
富
士
山
の
入
山
料
等
の
協
力
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
強
制

力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
収
入
の
安
定
性

に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も

総
務
大
臣
の
同
意
も
必
要
な
い
こ
と
か
ら
比

較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
美
ら
海
協
力

金
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
：
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
施

者
か
ら
集
金
）
や
世
界
遺
産
集
落
保
全
協
力

金
（
岐
阜
県
白
川
村
：
村
営
駐
車
場
利
用
者

か
ら
集
金
）
等
、
全
国
で
多
種
多
様
な
仕
組

み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
、
観
光
振
興
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て
、
そ

の
主
な
も
の
に
お
け
る
国
内
で
の
導
入
状
況

を
図
3
に
整
理
し
た
。
特
に
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
で
導
入
さ
れ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
阪
府

（
2
0
1
7
年
）、
京
都
市
（
2
0
1
8
年
）、

金
沢
市
（
2
0
1
9
年
）
な
ど
が
導
入
し
、

　
こ
こ
ま
で
、
有
効
な
D
M
を
実
施
し
て
い
く

た
め
に
は
既
存
税
で
の
対
応
で
は
難
し
い
こ
と

や
、
観
光
振
興
財
源
と
し
て
、
法
定
外
税（
特

に
宿
泊
税
）が
有
力
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
既
存
税
と
は
別
の
か
た

ち
で
観
光
振
興
の
た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き

る
財
源
獲
得
手
法
を
図
2
の
通
り
整
理
し
た
。

観
光
振
興
財
源
は
大
き
く
4
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
、
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め

る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
か
ど
う
か
で
区
分
さ
れ
る
。

  

強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
財
源

法
定
外
税
（
宿
泊
税
等
）、

入
湯
税

法
定
外
税
|
宿
泊
税
|

　
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
、

観
光
振
興
財
源
の
国
際
的
な
標
準
形
と
も
言

え
る
存
在
で
あ
り
、
日
本
の
自
治
体
で
は
法

定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
宿
泊
税
は
、
以
下
の
理
由

か
ら
、
各
地
域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
海
外
に
お
い
て
「
一
般
的
」
で
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
理
解
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と

②
数
千
円
か
ら
数
万
円
の
消
費
と
な
る

宿
泊
行
為
が
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な

る
行
為
）
と
な
り
、
一
定
の
担
税
力
が
あ

り
、
税
収
が
見
込
め
る
こ
と

③
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が

現
実
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と

④
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、

基
本
的
な
観
光
振
興
の
目
標
（
宿
泊
額
の

増
加
等
）
と
連
動
し
て
い
る
こ
と

⑤
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が
見
込

め
る
こ
と

法
定
外
税
|
そ
の
他
の
税
|

　
宿
泊
施
設
の
少
な
い
離
島
な
ど
で
は
、
船

や
飛
行
機
で
の
出
入
り
に
限
定
さ
れ
、
納
税

義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖
縄
県
伊

是
名
村
の「
環
境
協
力
税（
法
定
外
目
的
税
）」

を
は
じ
め
と
し
た
入
域
税
が
適
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

入
湯
税

　
入
湯
税
は
、
温
泉
利
用
時
に
必
ず
支
払
う

税
金
で
あ
る
。
1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興
が
加
え
ら
れ

た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や

消
防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性

格
が
強
く
染
み
付
い
て
お
り
、
現
実
的
に
は

税
収
が
大
幅
に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興

の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
一

方
、
標
準
で
あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税

率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ
と
で
、
超
過
課

税
分
を
観
光
振
興
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
既
に

定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光
関
連
へ
と
用

途
を
変
更
す
る
よ
り
も
、
超
過
課
税
に
よ
っ

て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
振
興
に
割
り
当
て

る
ほ
う
が
難
易
度
は
低
く
な
る
。
実
際
、
北

海
道
釧
路
市
や
大
分
県
別
府
市
、
山
口
県
長

門
市
で
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光

振
興
の
事
業
に
充
て
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
観
光
振
興

財
源
を
獲
得
す
る
と
い
う
手
法
は
、
既
に
あ

る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的
導
入
が

容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
豊
富
で

あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
な
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
民
泊
等
の
宿
泊
施
設
が
多
い
地
域

で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
と
な
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
法
定
外
税
や
入
湯
税
と
同
様
に

強
制
力
を
も
っ
て
徴
収
す
る
仕
組
み
だ
が
、

受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
と
い
う
点
で
そ

れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
端
的

に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費

プ
ロ
セ
ス
面
：
勉
強
会
や
検
討
会
を

経
て
、
制
度
設
計
へ

　
宿
泊
税
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
の
一
例
に
つ
い

て
、
図
10
に
て
示
し
た
。
通
常
の
立
法
法
務

の
一
般
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
概
ね
同
様
で
、
課

題
設
定⇒

条
例
設
計⇒

住
民
参
加⇒

審
議
決

定
と
い
う
流
れ
と
な
り
、
特
に
「
課
題
設
定
」

の
場
面
が
、
そ
の
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
で

き
る
か
の
重
要
な
分
岐
点
と
な
る
。
宿
泊
税

の
導
入
の
提
案
者
は
行
政
、
政
治
、
住
民
・

事
業
者
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
が
、
例
え
ば
行
政
側
が
導
入
前
提
で

議
論
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
事
業
者
の
納
得

が
得
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
事

業
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
行
い
、「
宿
泊
税

と
か
は
何
か
」「
普
通
の
増
税
と
は
何
が
違

う
の
か
」「
な
ぜ
宿
泊
税
な
の
か
」
と
い
っ
た

話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
通
じ
て
事
業

者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
、
事
業
者
側
か
ら

行
政
に
対
し
、
宿
泊
税
の
検
討
を
要
望
し
、

保
」
の
手
法
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、

2
0
1
7
年
度
に
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を

設
置
し
、
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
係
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
『
観
光
文
化
』

2
3
8
号
に
お
い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
会
に
参
加
し
た

自
治
体
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、

既
に
観
光
財
源
の
導
入
や
検
討
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
当
財
団

で
は
2
0
2
3
年
度
よ
り
本
研
究
会
を
再
開

し
、
全
国
各
地
の
自
治
体
・
D
M
O
等
に
お

け
る
宿
泊
税
等
の
導
入
検
討
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
般
、
本
研
究
会
に
お
い
て
、
当
財
団
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
係
る
財
源
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
、
種
類
な
ど

を
網
羅
的
に
整
理
し
た
『
観
光
財
源
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
。

　
現
状
、
観
光
振
興
財
源
の
確
保
手
段
と
し

我が国では、
「公平・中立・簡素」を
3原則とした税の制度をとっている。
「公平の原則」は、
経済力が同等の人に等しい負担を求める「水平的公平」と、
経済力のある人により大きな負担を求める
「垂直的公平」を考慮するということ。
「中立の原則」は、
税制が個人や企業の経済活動における選択を
歪めないようにするということ。
「簡素の原則」は、税制の仕組みをできるだけ簡素にし、
理解しやすいものにするということ。

6
．宿
泊
税
の
導
入
で

重
要
な

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

7
．お
わ
り
に

宿泊税導入のプロセス1

で
あ
り
、
導
入
す
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に

観
光
地
と
し
て
の
持
続
力
を
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宿
泊
税
の
検
討

は
、
導
入
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
何

に
使
う
か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
い
っ

た
「
活
用
」
の
設
計
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
事
例
や
今
後
考
え
ら
れ
る
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
特
集
2
以
降
で
整
理
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
行
政
側
で
、
地
域
内
の
事
業
者
等

を
交
え
た
「
観
光
財
源
導
入
に
向
け
た
検
討

会
」
と
い
っ
た
会
を
開
催
し
、
導
入
の
目
的

や
使
途
、
制
度
設
計
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
等

の
内
容
面
を
議
論
し
、
条
例
設
計
に
進
む
流

れ
が
望
ま
し
い
。
参
考
ま
で
に
、
特
集
2
で

事
例
と
し
て
登
場
す
る
倶
知
安
町
や
福
岡
市

に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
議

論
内
容
を
時
系
列
で
整
理
し
た
（
図
11
）。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
宿
泊

税
の
導
入
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
1
年
半
〜
2
年
程

度
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
宿
泊
税
の
内
容
の

検
討
に
半
年
か
ら
１
年
、
総
務
省
の
同
意
取

り
付
け
か
ら
実
際
の
施
行
ま
で
に
１
年
程
度

（
周
知
期
間
含
む
）
が
標
準
的
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
元
（
住
民
・
宿
泊
事

業
者
）
へ
の
丁
寧
な
説
明
に
数
年
間
か
け
な

が
ら
検
討
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
宿
泊
税
を
「
徴
収
」
す
る
に
あ
た
っ
て
の

制
度
設
計
の
場
面
に
お
い
て
、
主
に
検
討

事
項
と
な
る
の
は
❶
定
額
or
定
率
、❷
税

率
、❸
課
税
免
除
・
免
税
点
の
3
点
で
あ
る
。

❶ 

定
額
or
定
率

　
宿
泊
税
の
徴
収
方
法
と
し
て
、
一
般
的
に

定
額
制
と
定
率
制
が
あ
る
。
定
額
制
は
、
基

本
的
に
は
、
宿
泊
客
1
人
に
対
し
『
2
0
0

円
』
等
と
い
っ
た
定
額
で
税
額
が
設
定
さ
れ

る
た
め
、
宿
泊
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
税
収

が
増
え
て
い
く
。
一
方
、
定
率
制
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
宿
泊
料
金
の
2
％
（
宿
泊
料

金
2
万
円
で
あ
れ
ば『
4
0
0
円
』）」と
い
っ

た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
に
準
じ
て
税
額
が
設

定
さ
れ
る
た
め
、
宿
泊
単
価
を
上
げ
れ
ば
税

収
が
増
え
て
い
く
。
日
本
で
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
定
額
制
で
あ
り
、
唯

一
、
北
海
道
倶
知
安
町
の
み
、
2
％
の
定
率

制
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）。
そ
の
他
、
定

額
制
と
定
率
制
の
特
徴
の
比
較
を
表
3
に
て

示
し
た
が
、
宿
泊
費
に
比
例
し
て
税
収
が
上

が
る
定
率
制
は
、
昨
今
の
観
光
政
策
に
お
い

て
各
所
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
観
光
は
量
か
ら

質
へ
」
と
い
う
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

❷ 

税
率

　
定
率
制
で
言
え
ば
「
〇
％
」
に
す
る
か
、

定
額
制
で
言
え
ば
、「
実
質
的
に
〇
％
に
相

当
」
す
る
額
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、宿
泊
税
導
入
時
の
手
続
き
に
お
け
る「
総

務
大
臣
の
同
意
」
の
要
件
の
1
つ
に
「
著
し

く
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
納
税
者
が
そ
れ
を

税
金
と
し
て
負
担
を
感
じ
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
精
査
さ
れ
る
。
現
在
の
国
内
の
導
入
例

で
は
、
定
率
制
で
は
「
2
%
」、
定
額
制
で

は「
2
0
0
円（
宿
泊
料
金
１
万
円
程
度
時
）」

が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
程
度
の
税
率

で
あ
れ
ば
、
著
し
く
過
重
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
い
。
例
え
ば
税
率
5
%
や
10
%
相
当
で

条
例
案
を
提
出
し
た
場
合
、
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
る
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
標
準
に
合
わ
せ
て
い
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

❸ 

課
税
免
除
・
免
税
点

　
一
定
の
条
件
な
ら
課
税
し
な
い
の
が
「
課

税
免
除
」、
一
定
金
額
に
満
た
な
け
れ
ば
課

税
し
な
い
の
が
「
免
税
点
」
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
租
税
の
原
則
の
1
つ
で
あ
る「
公
平
性
」

と
対
立
す
る
が
、
地
方
自
治
体
に
は
あ
る
程

度
の
裁
量
権
が
あ
り
、
一
定
の
必
要
性
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
課
税
免
除
の
例
と
し
て
、
京
都
市
は
修
学

旅
行
生
に
宿
泊
税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
基

本
的
に
教
育
関
連
は
認
め
ら
れ
や
す
い
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
免
税
点
の
例
と
し
て
、

東
京
都
は
1
万
円
未
満
の
宿
泊
費
に
は
宿
泊

税
を
課
税
し
て
い
な
い
。
租
税
に
は
経
済
的

と
な
ら
な
い
限
り
は
、
問
題
な
く
導
入
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
宿
泊
税
で
は
な
く
、
入
湯
税
の
超

過
課
税
を
導
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
条

例
の
制
定
は
必
要
と
な
る
が
、
総
務
大
臣
の

同
意
は
不
要
と
な
る
。

り
、
具
体
的
な
動
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
観
光
振
興
財
源
や
宿
泊
税
の

概
要
と
国
内
の
関
連
す
る
動
き
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
地

域
が
導
入
す
べ
き
観
光
振
興
財

源
と
し
て
最
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
宿
泊
税
に
着
目
し
、

実
際
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
続
き
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

手
続
き
面
：
条
例
の
制
定
／

総
務
大
臣
の
同
意

　
地
方
自
治
体
で
宿
泊
税
等
の

法
定
外
税
の
新
設
を
す
る
場

合
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
「
条

例
の
制
定
」
及
び
「
総
務
大
臣

の
同
意
」
が
必
要
と
な
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
に

つ
い
て
、①
国
税
又
は
他
の
地

方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著

し
く
過
重
と
な
る
こ
と
、②
地

方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通

に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
こ
と
、③
①
及
び

②
の
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策
に
照
ら
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ

に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
図
9
）。
と
は
い
え
既
に
多
く
の
地
域

に
お
い
て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
先

行
す
る
自
治
体
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
設
計

2
0
2
4
年
4
月
現
在
で
は
、
3
都
府
県
、

6
市
町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
各
地
で
宿
泊
税
を
は

じ
め
と
し
た
観
光
振
興
財
源
の
導
入
を
検
討

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
財
団
で
は
、

地
方
自
治
体
を
対
象
と
す
る
観
光
政
策
に
関

す
る
独
自
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
。
2
0
2
3
年
度
の
同
調
査
（
表
１
）
に
お

い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
観
光
財
源
の

導
入
・
検
討
動
向
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税
を
観
光
振
興
財
源

に
活
用
し
て
い
る
市
町
村
が
多
い

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
と
は
別

に
、
観
光
施
策
・
観
光
関
連
事
業
に
現
在
活
用

し
て
い
る
財
源
に
つ
い
て
は
図
4
の
通
り
で
、

回
答
が
得
ら
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
回
答

を
得
た
中
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
入
湯
税

を
観
光
振
興
財
源
に
活
用
し
て
い
る
市
町
村

が
多
い
状
況
が
見
て
と
れ
る
。

観
光
振
興
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
都
道
府
県
・
市
町
村

は
一
定
数
存
在

　
一
般
財
源
か
ら
配
分
さ
れ
る

予
算
と
は
別
に
、
観
光
振
興
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
図
5
、

図
6
の
通
り
で
、
都
道
府
県
に

お
い
て
は
回
答
し
た
う
ち
の

22
・
5
%
、
市
町
村
に
お
い
て

は
回
答
し
た
う
ち
の
38
・
8
%

と
、
一
定
数
の
自
治
体
が
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

財
源
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
も
、
検
討
に
向
け
て
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る

　
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
も
の

が
図
7
、
図
8
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
追
加
的
な
財
源
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
自

治
体
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
都
道
府
県
、
市
町

村
と
も
に
、
財
源
確
保
の
導
入

に
向
け
た
知
見
や
業
務
量
の
面

で
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
感
じ
て
お

し
て
い
る
と
鑑
み
れ
ば
、
資
金
が
最
も
重
要
、

か
つ
、
ベ
ー
ス
と
な
る
経
営
資
源
と
な
る
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
実
現
す
る
た
め
の
D
M
の
財
源

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
多
く
の
市

町
村
に
と
っ
て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む
ほ

ど
、
財
政
を
圧
迫
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
観
光
振
興
に
取
り
組
み
成
功
し

た
と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
を
市
町
村
の
収

入
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
市
町

村
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　
独
自
財
源
と
な
る
市
町
村
税
は
、
主
に
固

定
資
産
税
と
住
民
税
の
2
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
地
域
で
投
資
が
進
み
、
宿
泊
施
設
等
の

建
物
の
ス
ト
ッ
ク
が
で
き
れ
ば
固
定
資
産
税

収
入
額
が
上
が
り
、
ま
た
、
住
民
の
数
と
所

得
が
増
え
る
こ
と
で
住
民
税
収
入
額
が
上
が

る
。
こ
れ
は
地
域
が
振
興
さ
れ
れ
ば
、
税
収

が
増
え
て
市
町
村
財
政
も
豊
か
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
は
、
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
は
自
身
の
税
収
だ
け
で
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
歳
入
を
確
保
で
き
ず
、

赤
字
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
て
い
る
理

由
は
、
赤
字
分
を
国
（
総
務
省
）
が
補
塡
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
国
は
、
市
町
村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
必
要
な
金
額
（
基
準
財
政
需
要
額
）
と
想

定
さ
れ
る
税
収
（
基
準
財
政
収
入
額
）
を
算

出
し
、
そ
の
差
額
を
交
付
税
と
し
て
支
出
し

て
い
る
。
基
準
財
政
需
要
額
は
、
市
町
村
の

面
積
や
開
発
度
合
い
な
ど
様
々
な
変
数
か
ら

算
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
口
規
模
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の

市
町
村
も
自
身
の
税
収
に
関
係
な
く
人
口
規

模
に
応
じ
た
歳
入
を
確
保
で
き
る
わ
け
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
の
た
め

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
で
あ
る
。
一
般
的

な
産
業
振
興
、
交
通
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ

る
が
、
観
光
客
と
い
う
「
非
住
民
」
を
対
象

と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
含
ま
れ

ず
、
D
M
O
の
運
営
に
か
か
る
費
用
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
、
交
付
税
は
固
定
額
で
は
な

く
、
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額

の
差
額
と
な
る
た
め
、基
準
財
政
収
入
額（
す

な
わ
ち
観
光
振
興
に
成
功
し
て
自
身
の
税

収
）
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
交
付
税
は
減
額
さ
れ
、
結
局
市
町
村
の
財

政
規
模
は
変
わ
ら
ず
、
基
準
財
政
需
要
額
に

固
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
市
町
村
が

人
口
減
少
に
突
入
し
て
い
る
た
め
、
基
準
財

政
需
要
額
は
中
長
期
的
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
が

減
少
し
て
も
既
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
維

持
費
用
や
起
債
の
償
還
費
、
市
町
村
職
員
の

人
件
費
な
ど
は
直
線
的
に
減
少
す
る
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
財
政
は
逼
迫
状
態
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
た
め
、
D
M
の

成
功
に
よ
っ
て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
基
準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
な
ら
な
い
限
り
、
財
政
規
模
は
拡
大

せ
ず
、
D
M
の
財
源
確
保
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
の
財
政
構
造
に
お
い

て
、
D
M
の
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る

に
は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
か
た
ち
で
財

源
確
保
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
有
力
な
方
法
の
1
つ
が
、
法

定
外
税
の
導
入
で
あ
る
。
2
0
0
4
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
っ
て
地
方
税
の
課
税
自
主
権

が
拡
大
さ
れ
、
市
町
村
自
身
で
、
独
自
の
法

定
外
税
を
導
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
法
定
外

税
か
ら
の
税
収
は
基
準
財
政
収
入
額
に
組
み

入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
税
収
が
増
え
た
と
し

て
も
、交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い
た

め
、
法
定
外
税
収
入
は
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

財
政
規
模
拡
大
に
直
結
す
る
（
図
1
）。
つ

ま
り
、
市
町
村
と
し
て
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
税
収
を
D
M

活
動
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
う
ち
、
特
に
宿
泊
税

に
つ
い
て
は
、
D
M
活
動
の
成
果
と
連
動
す
る

た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観
光
の
活
動
量
が

増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額
も
増
大
し
て
い

く
性
質
を
持
つ
。
国
際
化
し
た
現
在
の
競
争

環
境
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
多
様
で

広
範
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
原

資
と
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た

財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
導

入
」
に
係
る
行
政
手
続
き
等
の
技
術
的
な
問

題
点
は
既
に
ク
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
導
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、『
観
光
財
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
内
で
整
理
し
た
「
宿
泊
税
導
入

の
プ
ロ
セ
ス
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
地

域
の
今
後
の
宿
泊
税
導
入
の
参
考
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
観
光
産
業
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
戦
略
の
優

劣
が
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
戦
略
的
に
観
光
振

興
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
可
能
と
す
る
経
営
資
源
で
あ
る
、

「
人
材
」「
設
備
（
観
光
資
源
等
）」「
資
金
」
を

集
め
、
適
切
に
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。
特
に
、

D
M
や
、
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
D
M
O
で

考
え
れ
ば
、「
人
材
」
と
「
資
金
」
の
確
保
が
よ

り
重
要
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
人
材
の
確
保

は
そ
の
原
資
と
な
る
人
件
費
の
確
保
と
連
動

　
我
が
国
の
観
光
地
の
振
興
や
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、

D
M
）＆
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
動
費
の
多
く
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
に
依
存
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
は
財
政
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
D
M
O
）
も
自
由
で
戦
略
的
な
事
業
展

開
を
し
に
く
い
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宿
泊

税
を
は
じ
め
観
光
振
興
に
必
要
な
「
財
源
確

に
余
裕
の
あ
る
人
に
重
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
「
垂
直
的
公
平
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
公
平
性
を
害
し
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。

　
当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、
観
光
振
興
に

係
る
財
源
に
つ
い
て
も
、
各
地
域
で
様
々
な

検
討
・
導
入
支
援
や
国
内
外
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
も
と
に
、

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス

面
も
踏
ま
え
、
宿
泊
税
の
導
入
で
重
要
な
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
整
理
し
て
お
く
。

P
O
I
N
T
… 

❶

　

現
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
、
行
政
側
が

最
初
に
提
案
す
る
と
何
か
と
摩
擦
が
起
き
や

す
く
、
初
め
に
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
え
る
と
導

入
が
難
し
く
な
る
。
ま
ず
は
特
別
徴
収
義
務

者
と
な
る
現
場
の
宿
泊
事
業
者
等
か
ら
声
を

あ
げ
る
の
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
際
、
単
に
「
宿
泊
税
等

を
導
入
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
旅
館
組
合
等
の
民
間
団
体

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
宿
泊
税
等
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
答
申
書
を
首
長
に

上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
か
た
ち
で
あ
る
。
答

申
書
を
上
げ
る
前
に
宿
泊
事
業
者
を
集
め
た

勉
強
会
等
を
行
い
、
現
場
の
意
識
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
作
業
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❷

一
般
財
源
に
し
な
い

　
宿
泊
税
導
入
の
先
進
事
例
と
言
わ
れ
て
い

る
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
競
争

力
を
上
げ
る
目
的
で
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税

が
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
宿
泊
税
は

一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

昨
年
一
部
の
区
間
が
開
通
し
た
鉄
道
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
、
州
政
府
は
「
広
い
意
味

で
は
観
光
の
た
め
」と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
は
D
M
O
へ
の
予
算
が
削
減
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
宿
泊
税
が
土
木
や
道
路
工
事

に
使
わ
れ
る
な
ど
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
使

途
が
拡
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
既
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」

が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
宿
泊
税
が
当
初
の
意
図

と
違
う
か
た
ち
で
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
一
般
財
源
に
し
な
い
策
を
あ
ら
か
じ

め
講
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

P
O
I
N
T
… 

❸

　

最
初
に
使
い
道
を
明
確
に
す
る

　
P
O
I
N
T
❷
に
関
連
す
る
が
、
観
光
は

カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
広
く
、「
観
光
振
興
に

使
う
」
と
言
う
と
、
結
局
、
何
に
で
も
使
え

て
し
ま
う
。
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
志
を

同
じ
に
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

行
政
を
引
っ
張
る
立
場
に
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
判
断
す
る
の
は
そ
の
時
の
議
員
や
首
長

な
の
で
、
時
間
が
経
つ
と
判
断
基
準
が
変

わ
っ
て
く
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、
使
途
を
あ
ら
か

じ
め
規
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
宿
泊
税

を
使
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
D
M
O

等
の
主
体
が
、
自
ら
使
い
道
を
明
確
に
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
詳
細
な
記
載

や
、
条
例
な
ど
で
規
定
す
る
等
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る（
詳
細
は
特
集
3
、
4
に
て
後
述
）。

　
本
特
集
で
は
、
観
光
振
興
財
源
の
必
要
性

と
全
国
的
な
導
入
・
検
討
状
況
に
つ
い
て
整

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
最
も
有
力
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
て
手
続

き
や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
一
方

で
、
宿
泊
税
の
導
入
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
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表 1 倶知安町の宿泊税の概要 表 2 福岡県および福岡市、北九州市の宿泊税の概要

●旅館業法に定める旅館業を営む施設への宿泊者 
●住宅宿泊事業法に基づく住宅宿泊事業を営む施
設への宿泊者

１人当たりごとに宿泊料金を計算する場合：１人の
宿泊料金 
１部屋当たりごとに宿泊料金を計算する場合： １部
屋の宿泊料金 
１棟当たりごとに宿泊料金を計算する場合 ：１棟の
宿泊料金 
※宿泊料金は食事代、消費税、入湯税等を除く素泊
まり料金

100分の2（2パーセント） 　※課税標準×2パーセ
ント = 宿泊税

①幼稚園、小学校、中学校、高校の修学旅行や研修
旅行に参加する幼児、児童、生徒及び教員
②倶知安町で職場体験又はインターンシップのた
めに宿泊料金を支払って宿泊する中学生、高校生、
専門学生及び大学生

特別徴収
※宿泊施設の経営者が、宿泊者から税金を預かり、
１ヶ月分をまとめて翌月末日までに倶知安町に申告
して納める

納税義務者

課税標準

税率

課税免除

徴収方法

（福岡県）
福岡県内に所在する次の事業に係
る施設への宿泊者
●旅館業法に規定する旅館業
（旅館・ホテル営業・簡易宿所営業）
●国家戦略特別区域法に規定す
る認定事業（特区民泊）
●住宅宿泊事業法に規定する住
宅宿泊事業（新法民泊）

（福岡市）
福岡市内に所在する旅館業法
（下宿営業は除く）又は住宅宿泊事
業法に係る宿泊施設に宿泊する宿
泊者

納税義務者

宿泊施設の所在地  

福岡県（北九州市・福岡市以外） 

北九州市  

福岡市　宿泊料金　
2万円以上

　　　　　　　　　2万円未満

合計
（納める額）市税率

税率

県税率

200円

200円

500円

200円

-　 

150円

450円

150円

200円

50円

50円

50円
※市町村が宿泊税を新たに課す場合、

県税の税率は、宿泊者1人1泊につき100円となる。

2

宿
泊
税

導
入
地
域
に
お
け
る

使
途
決
定
の

ガバナンス

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

倶
知
安
町
宿
泊
税
を
も
と
に
し
た

官
民
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹

　沼
田
尚
也

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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表 1 倶知安町の宿泊税の概要 表 2 福岡県および福岡市、北九州市の宿泊税の概要

●旅館業法に定める旅館業を営む施設への宿泊者 
●住宅宿泊事業法に基づく住宅宿泊事業を営む施
設への宿泊者

１人当たりごとに宿泊料金を計算する場合：１人の
宿泊料金 
１部屋当たりごとに宿泊料金を計算する場合： １部
屋の宿泊料金 
１棟当たりごとに宿泊料金を計算する場合 ：１棟の
宿泊料金 
※宿泊料金は食事代、消費税、入湯税等を除く素泊
まり料金

100分の2（2パーセント） 　※課税標準×2パーセ
ント = 宿泊税

①幼稚園、小学校、中学校、高校の修学旅行や研修
旅行に参加する幼児、児童、生徒及び教員
②倶知安町で職場体験又はインターンシップのた
めに宿泊料金を支払って宿泊する中学生、高校生、
専門学生及び大学生

特別徴収
※宿泊施設の経営者が、宿泊者から税金を預かり、
１ヶ月分をまとめて翌月末日までに倶知安町に申告
して納める

納税義務者

課税標準

税率

課税免除

徴収方法

（福岡県）
福岡県内に所在する次の事業に係
る施設への宿泊者
●旅館業法に規定する旅館業
（旅館・ホテル営業・簡易宿所営業）
●国家戦略特別区域法に規定す
る認定事業（特区民泊）
●住宅宿泊事業法に規定する住
宅宿泊事業（新法民泊）

（福岡市）
福岡市内に所在する旅館業法
（下宿営業は除く）又は住宅宿泊事
業法に係る宿泊施設に宿泊する宿
泊者

納税義務者

宿泊施設の所在地  

福岡県（北九州市・福岡市以外） 

北九州市  

福岡市　宿泊料金　
2万円以上

　　　　　　　　　2万円未満

合計
（納める額）市税率

税率

県税率

200円

200円

500円

200円

-　 

150円

450円

150円

200円

50円

50円

50円
※市町村が宿泊税を新たに課す場合、

県税の税率は、宿泊者1人1泊につき100円となる。

2

宿
泊
税

導
入
地
域
に
お
け
る

使
途
決
定
の

ガバナンス

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

倶
知
安
町
宿
泊
税
を
も
と
に
し
た

官
民
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹

　沼
田
尚
也

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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広報くっちゃん（令和６年４月号）における宿泊税の特集
https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/file/contents/
1330/34236/3-7.pdf

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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新しい財源確保に係るＷＧの設置

倶知安町長が宿泊税導入に向けた
検討開始について議会報告

宿泊税導入検討ＷＧの設置

倶知安町法定外税に係る
有識者会議を設置

倶知安町宿泊税制度
パブリックコメントの実施

町議会に倶知安町宿泊税条例案
を上程し、可決・成立

総務大臣の同意を得て、関係条例・
規則を公布

倶知安町宿泊税条例　施行

2015年8月

2017年6月

2017年6月

2017年11月

2018年10月

2018年12月

2019年5月

2019年11月

〇ニセコアンヌプリ地区なだれ事故
防止対策協議会負担金
（なだれ・山岳事故防止対策事業）

〇ニセコひらふ安全センター事業
（臨時交番の運営）

〇地域ＤＭＯ支援事業
・人件費（地域DMO事務担当者人件費）
・事務費（事務経費、計画管理経費）
・案内費（案内所運営等）
・DMO実施事業（着地型連携事業、
サスティナブル事業、サマーコンテンツ事業、
MICE事業、戦略的広報プロモーション事
業、エデュケーション事業、維持管理業務、
夏季二次交通広域化エンターテイメントお
よび夏のナイト号運行事業、冬季二次交通
事業、観光DX事業）

〇ニセコエリア観光客受入体制整備事業

〇観光パンフレット作成事業

〇ひらふ坂案内マップ更新 

〇ひらふスキー場第1駐車場安全管理事業

〇ひらふ地域防犯カメラ等設置補助金

〇ニセコHANAZONOリゾート
連絡交通補助金

〇ひらふ地区ロードヒーティング事業

〇路線バスキャッシュレス決済機導入事業

〇町民向けタクシー確保事業

〇タクシー不足解決に向けた
ニセコモデル実証事業

〇ニセコひらふエリアマネジメント交付金

〇宿泊税徴収事務事業

〇宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金

合計 

リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
質
の
向
上

リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
魅
力
の
向
上

税の啓発徴収に
係る経費等

ニセコ・
羊蹄山の
環境保全

安心・安全
なリゾート
の形成

観光
インフラ
の整備

持続可能
な観光地
づくり

4,066 3,700

4,066 3,700

196,179
（219,378）

159,802

8,369
（15,900）

929

100

10,681

550

15,240

25,418

7,085

8,190

7,844

5,770

880

12,500

306,035

7,700

800

100

9,800

500

14,000

25,418

6,500

3,800

7,200

5,300

880

12,500

260,000

施策
2024年度予算額

（単位：千円）

個別施策 主な事業内容

出所）倶知安町ウェブサイトより（公財）日本交通公社作成
※カッコ内の金額は各組織における自主財源等を合算した実際の事業費 

出所）倶知安町ウェブサイトより（公財）日本交通公社作成

②使途

倶知安町における宿泊税の導入経緯とその使途内訳
①導入経緯

事業費
事業費 うち宿泊税

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

福
岡
県
・福
岡
市

県
と
市
が
二
段
階
で

課
税・策
定
す
る
指
針（
県
）／

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
市
）で
、よ
り
詳
細
な

使
途
を
規
定

福
岡
県
商
工
部
観
光
局
観
光
政
策
課
企
画
管
理
係
長

　古
澤 

輔

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

福
岡
県

2
0
0
8
年
度
倶

知
安
町
役
場
入
庁
、

都
市
計
画・景
観・財
政
な
ど
の
担
当
を
経
て
2
0
1
6

〜
2
0
1
7
年
度
に
経
済
産
業
省
に
研
修
派
遣
。

2
0
1
8
年
度
以
降
倶
知
安
町
で
観
光
担
当
を
務
め
て
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
。

沼
田
尚
也（
ぬ
ま
た
・
な
お
や
）

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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新しい財源確保に係るＷＧの設置

倶知安町長が宿泊税導入に向けた
検討開始について議会報告

宿泊税導入検討ＷＧの設置

倶知安町法定外税に係る
有識者会議を設置

倶知安町宿泊税制度
パブリックコメントの実施

町議会に倶知安町宿泊税条例案
を上程し、可決・成立

総務大臣の同意を得て、関係条例・
規則を公布

倶知安町宿泊税条例　施行

2015年8月

2017年6月

2017年6月

2017年11月

2018年10月

2018年12月

2019年5月

2019年11月

〇ニセコアンヌプリ地区なだれ事故
防止対策協議会負担金
（なだれ・山岳事故防止対策事業）

〇ニセコひらふ安全センター事業
（臨時交番の運営）

〇地域ＤＭＯ支援事業
・人件費（地域DMO事務担当者人件費）
・事務費（事務経費、計画管理経費）
・案内費（案内所運営等）
・DMO実施事業（着地型連携事業、
サスティナブル事業、サマーコンテンツ事業、
MICE事業、戦略的広報プロモーション事
業、エデュケーション事業、維持管理業務、
夏季二次交通広域化エンターテイメントお
よび夏のナイト号運行事業、冬季二次交通
事業、観光DX事業）

〇ニセコエリア観光客受入体制整備事業

〇観光パンフレット作成事業

〇ひらふ坂案内マップ更新 

〇ひらふスキー場第1駐車場安全管理事業

〇ひらふ地域防犯カメラ等設置補助金

〇ニセコHANAZONOリゾート
連絡交通補助金

〇ひらふ地区ロードヒーティング事業

〇路線バスキャッシュレス決済機導入事業

〇町民向けタクシー確保事業

〇タクシー不足解決に向けた
ニセコモデル実証事業

〇ニセコひらふエリアマネジメント交付金

〇宿泊税徴収事務事業

〇宿泊税特別徴収義務者徴収奨励金

合計 

リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
質
の
向
上

リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
魅
力
の
向
上

税の啓発徴収に
係る経費等

ニセコ・
羊蹄山の
環境保全

安心・安全
なリゾート
の形成

観光
インフラ
の整備

持続可能
な観光地
づくり

4,066 3,700

4,066 3,700

196,179
（219,378）

159,802

8,369
（15,900）

929

100

10,681

550

15,240

25,418

7,085

8,190

7,844

5,770

880

12,500

306,035

7,700

800

100

9,800

500

14,000

25,418

6,500

3,800

7,200

5,300

880

12,500

260,000

施策
2024年度予算額

（単位：千円）

個別施策 主な事業内容

出所）倶知安町ウェブサイトより（公財）日本交通公社作成
※カッコ内の金額は各組織における自主財源等を合算した実際の事業費 

出所）倶知安町ウェブサイトより（公財）日本交通公社作成

②使途

倶知安町における宿泊税の導入経緯とその使途内訳
①導入経緯

事業費
事業費 うち宿泊税

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

福
岡
県
・福
岡
市

県
と
市
が
二
段
階
で

課
税・策
定
す
る
指
針（
県
）／

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
市
）で
、よ
り
詳
細
な

使
途
を
規
定

福
岡
県
商
工
部
観
光
局
観
光
政
策
課
企
画
管
理
係
長

　古
澤 

輔

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

福
岡
県

2
0
0
8
年
度
倶

知
安
町
役
場
入
庁
、

都
市
計
画・景
観・財
政
な
ど
の
担
当
を
経
て
2
0
1
6

〜
2
0
1
7
年
度
に
経
済
産
業
省
に
研
修
派
遣
。

2
0
1
8
年
度
以
降
倶
知
安
町
で
観
光
担
当
を
務
め
て
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
。

沼
田
尚
也（
ぬ
ま
た
・
な
お
や
）

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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（単位：千円）

※決算見込額

観光振興施策を安定的かつ
継続的に実施するため、新た
な税制を含めた財源の確保
に取り組むことが明記された
「観光王国九州とともに輝く
福岡県観光振興条例」が成立

さらなる観光需要の増加に向
けて、福岡県が果たすべき役
割、取り組むべき施策、施策
を推進するために必要な財源
確保策を検討する「福岡県観
光振興財源検討会議」を設置

同会議より報告書提出

（福岡市と協議）

県議会に宿泊税関係条例案
を上程し、可決・成立

（北九州市と協議）

県議会に改正条例案を上程
し、可決・成立

総務大臣の同意を得て、関係
条例・規則を公布

福岡県宿泊税条例　施行

2016年10月

2018年7月

2018年11月

2019年6月

2019年9月

2019年11月

2020年4月

（1）受入環境
の充実

（2）観光資源
の魅力向上

（3）効果的な
情報発信

（4）観光振興
の体制強化

（5）市町村へ
の財政的支援

合計

○宿泊事業者が行う受入対応強化を支援
○宿泊事業者が行う生産性向上の取組みを支援

○統一的なテーマ設定による資源開発と商品造成を支援
○サイクルツーリズムを推進

○福岡・大分デスティネーションキャンペーンに向けた取組を推進
○インバウンド回復に向けたデジタルプロモーションを実施

○県内各地域の観光を支える人材を育成
○観光団体のDMO化を加速

○福岡県宿泊税交付金を県内市町村に交付

63,479

227,569

302,156

85,055

235,260

913,519

63,479

175,144

236,636

85,055

235,260

795,574
出所）福岡県宿泊税検討委員会　報告書（2023年9月）より（公財）日本交通公社作成

出所）福岡県ウェブサイトより
（公財）日本交通公社作成

②使途

福岡県における宿泊税の導入経緯と
その使途
①導入経緯

2022年度※
事業費 うち宿泊税

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  
宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

2
0
0
9
年
度
に
福

岡
県
庁
に
入
庁
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
同
職
に
就
き
、
県
観
光
局
の
戦
略
策

定
や
宿
泊
税
の
執
行
管
理
、
デ
ー
タ
分
析
等
を
担
当
。

2
0
2
3
年
度
に
は
宿
泊
税
検
討
委
員
会
の
運
営
や
第
三

次
福
岡
県
観
光
振
興
指
針
の
策
定
に
携
わ
る
。

古
澤 

輔（
ふ
る
さ
わ
・
た
す
く
）

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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（単位：千円）

※決算見込額

観光振興施策を安定的かつ
継続的に実施するため、新た
な税制を含めた財源の確保
に取り組むことが明記された
「観光王国九州とともに輝く
福岡県観光振興条例」が成立

さらなる観光需要の増加に向
けて、福岡県が果たすべき役
割、取り組むべき施策、施策
を推進するために必要な財源
確保策を検討する「福岡県観
光振興財源検討会議」を設置

同会議より報告書提出

（福岡市と協議）

県議会に宿泊税関係条例案
を上程し、可決・成立

（北九州市と協議）

県議会に改正条例案を上程
し、可決・成立

総務大臣の同意を得て、関係
条例・規則を公布

福岡県宿泊税条例　施行

2016年10月

2018年7月

2018年11月

2019年6月

2019年9月

2019年11月

2020年4月

（1）受入環境
の充実

（2）観光資源
の魅力向上

（3）効果的な
情報発信

（4）観光振興
の体制強化

（5）市町村へ
の財政的支援

合計

○宿泊事業者が行う受入対応強化を支援
○宿泊事業者が行う生産性向上の取組みを支援

○統一的なテーマ設定による資源開発と商品造成を支援
○サイクルツーリズムを推進

○福岡・大分デスティネーションキャンペーンに向けた取組を推進
○インバウンド回復に向けたデジタルプロモーションを実施

○県内各地域の観光を支える人材を育成
○観光団体のDMO化を加速

○福岡県宿泊税交付金を県内市町村に交付

63,479

227,569

302,156

85,055

235,260

913,519

63,479

175,144

236,636

85,055

235,260

795,574
出所）福岡県宿泊税検討委員会　報告書（2023年9月）より（公財）日本交通公社作成

出所）福岡県ウェブサイトより
（公財）日本交通公社作成

②使途

福岡県における宿泊税の導入経緯と
その使途
①導入経緯

2022年度※
事業費 うち宿泊税

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

2
0
0
9
年
度
に
福

岡
県
庁
に
入
庁
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
同
職
に
就
き
、
県
観
光
局
の
戦
略
策

定
や
宿
泊
税
の
執
行
管
理
、
デ
ー
タ
分
析
等
を
担
当
。

2
0
2
3
年
度
に
は
宿
泊
税
検
討
委
員
会
の
運
営
や
第
三

次
福
岡
県
観
光
振
興
指
針
の
策
定
に
携
わ
る
。

古
澤 

輔（
ふ
る
さ
わ
・
た
す
く
）

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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宿泊税の使途を報告する資料
https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/90374/1/
R4syukuhakuzei_houkoku.pdf?20240327112207
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済
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文
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岡
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光
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観
光
産
業
課
宿
泊
税
活
用
係
長（
取
材
当
時
） 

中
野
裕
也

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

福
岡
市

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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宿泊税の使途を報告する資料
https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/90374/1/
R4syukuhakuzei_houkoku.pdf?20240327112207
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岡
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岡
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光
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材
当
時
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中
野
裕
也

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

福
岡
市

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2
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福岡市が講ずべき観光・MICE施策とともに、
その財源として「宿泊税を課する」と規定された
「福岡市観光振興条例」が議員提案され可決・成立

宿泊税の使途と課税要件について議論する
「福岡市宿泊税に関する調査検討委員会」を設置

同委員会より報告書提出

（福岡県と協議）

市議会に宿泊税条例案を提出し、可決・成立

総務大臣の同意を得て、関係条例・規則を公布

福岡市宿泊税条例　施行

2018年9月

2018年10月

2018年11月

2019年6月

2019年11月

2020年4月

（1）九州のゲートウェイ都市機能強化

（2）大型MICE等の集客拡大への対応

（3）地域や市民生活と調和した
持続可能な観光振興の推進

（4）宿泊税の賦課徴収に要する経費

合計

903,501 881,469

321,684 294,707

382,681 172,282

72,731 32,575

1,680,596 1,381,032
※各項目で千円未満を四捨五入しているため、 合計と合わない場合がある。   
※◆印は、経済文化観光局以外が所管（または一部所管） する事業を示す。   
※一部の事業については、翌年度に繰越しを行っている。 （繰越事業費: 230,697千円 うち充当額: 109,073千円）
出所）福岡県宿泊税検討委員会　報告書（2023年9月）より（公財）日本交通公社作成   

出所）福岡市ウェブサイトより（公財）日本交通公社作成

国内を代表するMICE拠点の形成
デジタルサイネージを活用した情報発信の強化
観光案内機能の強化事業
FukuokaCityWi-Fiの拡充（地下鉄駅等）◆
九州広域連携誘客事業
修学旅行・バスツアー等による周遊観光の推進

ポストコロナMICE誘致強化事業
国際スポーツ大会にあわせた受入環境の充実
災害時の観光客対応強化事業
博多旧市街プロジェクト
生の松原元寇防塁集客促進事業
魅力あるナイトコンテンツの創出
文化財を活用した魅力ある観光資源の創出事業
博物館リニューアル推進事業
文化観光推進事業

宿泊事業者受入環境充実の支援
海辺を活かした観光振興事業
海辺を活かした観光振興に向けた道づくり◆
海づり公園を活用した北崎地区活性化事業◆
持続可能な観光振興の検討
公衆トイレ環境の向上◆
観光客等の移動円滑化施策の推進◆

福岡市における宿泊税の導入経緯とその使途
①導入経緯

②使途
2022年度

事業費 うち宿泊税 （単位：千円）

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
頃
は
、
安
定
財
源
が

確
保
で
き
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

は
導
入
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
な
ど
、
宿

泊
税
が
必
ず
し
も
安
定
財
源
と
は
言
え
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
が
、
導
入
後
の
最

初
の
課
題
で
し
た
。
現
在
は
宿
泊
税
収
が
伸

び
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
右
肩
上

が
り
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
季
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
上
限
に
近
い
状

態
な
の
で
、
こ
れ
以
上
観
光
客
を
増
や
す
方

向
性
は
望
ま
し
く
な
く
、
宿
泊
税
収
を
増
や

す
な
ら
ば
、
根
源
的
課
題
で
あ
る
繁
閑
差
を

解
消
し
、
夏
場
を
底
上
げ
し
な
い
と
宿
泊
税

収
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
対

応
に
迫
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
今
後
は
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
が

求
め
ら
れ
、
議
会
か
ら
も
新
し
い
財
源
確
保

の
議
論
を
進
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
観
光
地
に
発
生
す
る
諸
課
題
に
対

し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
の
は
宿

泊
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
資
産
を
持
っ
て

い
る
人
等
、
別
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
存
在
し
ま

す
。
そ
う
い
う
方
々
か
ら
も
あ
る
程
度
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
協
力
を
い
た
だ
く
ス

キ
ー
ム
と
い
う
の
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
と
、
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

|
宿
泊
税
を
導
入
し
た
先
行
的
な
自
治
体
と

し
て
、
今
日
の
全
国
的
な
宿
泊
税
導
入
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

＊

　

倶
知
安
町
は
、
全
国
で
初
め
て
、
か
つ
、

現
時
点
で
は
唯
一
の
定
率
制
で
宿
泊
税
を
導

入
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
見
る
と
、
定
率
で
の
徴
収
は
極
め
て
普

通
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
も
相
ま
っ
て
宿
泊
料
金

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
額
性
で

は
税
収
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
イ

ン
フ
レ
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
、
様
々
な
事

|
宿
泊
税
と
い
う
の
は
課
税
さ
れ
る
の
は
宿

泊
客
で
す
け
れ
ど
も
、
払
っ
た
人
に
対
し
て

こ
う
い
う
使
い
道
で
使
っ
て
い
ま
す
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
宿
泊
客
か
ら
集
め
た
お

金
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
使
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
を
地
域
内
に
向
け
て
周
知
し
て

い
る
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

＊

　ま
さ
に
そ
う
で
す
。
宿
泊
客
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
気
に
す
る
こ
と

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
倶

知
安
町
に
お
い
て
は
、
外
国
人
の

宿
泊
者
が
多
く
、
欧
米
で
は
宿
泊

税
の
徴
収
は
一
般
的
な
の
で
、
あ

ま
り
細
か
い
関
心
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
興
味

関
心
が
強
い
の
は
、
D
M
O
を
構

成
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
観
光

事
業
者
の
ほ
う
で
す
ね
。

　ま
た
、
事
業
者
側
の
認
識
の
変

化
と
し
て
は
、
以
前
は
「
倶
知
安

町
は
固
定
資
産
税
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
払
っ
て
い

る
の
は
観
光
地
エ
リ
ア
な
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
観
光
の
こ
と
に
お
金

が
使
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
の
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
実
際
は
地
方
交
付
税
と
相
殺
さ
れ
る
関

係
で
、
あ
ま
り
観
光
分
野
に
お
金
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
観

光
振
興
の
特
定
財
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
も
、
観
光

関
係
の
事
業
者
か
ら
す
る
と
、
使
途
に
関
し

て
興
味
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
印
象
で
す
。
最
近
は
、「
固
定
資
産

税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
光
地
に

色
々
な
取
組
み
が
で
き
る
よ
ね
」
と
い
っ
た

声
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
印
象
が
あ

り
、
税
の
活
用
の
関
心
が
宿
泊
税
に
向
い
た

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

 

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
町

の
観
光
振
興
計
画
の
改
定
時
期
で
も
あ
り
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
た
「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
倶
知
安
観
光
協
会
を
D
M
O
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
財
源
と
計

画
と
組
織
の
3
つ
の
ピ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
導
で
の
観
光
振

興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
宿
泊

税
導
入
の
一
番
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
で
す
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
不
足
や

労
働
者
不
足
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
顕

在
化
し
て
き
た
課
題
に
対
し
、
D
M
O
が
中

心
に
な
る
こ
と
で
、
即
時
・
即
応
的
に
様
々

な
対
応
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
、

行
政
中
心
の
観
光
振
興
だ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
施
策
の
企
画

発
案
を
D
M
O
側
で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
直
近
の
状
況
で
す
。

　ま
た
、
行
政
の
職
員
の
数
は
実
質
、
天
井

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
宿
泊
税
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
観
光
担
当
の
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
、

D
M
O
に
補
助
金
を
出
し
、
D
M
O
側
の
組

織
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
に
向
け

た
様
々
な
施
策
を
遂
行
で
き
る
人
材
を
民
間

サ
イ
ド
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
が
、
宿
泊
税
を
導
入
し
、

か
つ
、
D
M
O
を
形
成
す
る
こ
と
で
作
ら
れ

た
か
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　町
の
担
当
は
、
何
年
か
携
わ
っ
た
と
し
て

も
、
観
光
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
の
で
、
民

間
主
導
の
取
組
み
を
下
支
え
し
て
い
く
感
覚

で
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。と
は
い
え
、

国
の
補
助
金
の
使
い
方
等
、
行
政
側
の
人
間

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
感
覚
的
な
部
分
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
D
M
O
の

方
々
と
う
ま
く
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
て
き

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宿
泊
税
を
も
と
に
、

宿
泊
税
導
入
前
の
地
域
内
で
の
様
々
な
議
論

を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
民
と
官
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　観
光
振
興
に
資
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
税

を
充
当
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
、

通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ
く
、
庁
内
で
の
議

論
を
経
て
、
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

　観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充

当
可
否
に
つ
い
て
、
観
光
振
興
を
目
的
と
す

る
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
指

針
の
内
容
が
あ
る
程
度
幅
を
持
っ
て
、
数
年

の
ス
パ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
宿
泊
税
を
充

て
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　講
じ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

に
よ
る
観
光
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
い
た
だ
く
意
見
は
あ

く
ま
で
施
策
の
必
要
性
と
そ
の
内
容
に
つ
い

て
で
あ
り
、
宿
泊
税
を
充
当
す
べ
き
か
ど
う

か
と
い
う
点
は
全
く
別
の
問
題
に
な
り
ま

す
。

　宿
泊
税
を
充
当
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
と

判
断
さ
れ
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

伝
統
工
芸
品
は
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
人

を
呼
び
込
み
得
る
と
い
う
点
で
観
光
振
興
に

役
立
つ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

分
野
と
し
て
は
産
業
政
策
、
地
域
の
中
小
企

業
振
興
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
宿
泊
税
の

充
当
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　2
0
2
4
年
度
の
県
の
歳
出
予
算
が
2
兆

円
を
超
え
る
中
で
、
宿
泊
税
の
税
収
は
10
〜

20
億
円
と
い
う
世
界
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
れ

も
こ
れ
も
と
い
う
の
は
難
し
い
た
め
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
度
合
い
や
意
義
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
は
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
2
0
2
0
年
度
以
降
の

事
業
に
し
か
充
当
で
き
な
い
と
い
う
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
源
検
討
会
議
で

の
意
見
と
し
て
「
新
た
な
財
源
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
は
、
そ
の
財
源
は
新

た
な
施
策
、
ま
た
は
既
存
施
策
の
拡
充
に
充

て
る
べ
き
で
あ
り
、
既
存
事
業
の
単
な
る
財

源
の
振
り
替
え
と
な
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
の
運

用
で
す
。

|
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。

＊

　県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て
宿
泊

税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を
早
期

に
発
揮
す
る
観
点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
宿
泊
税
収
と
必

要
な
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度

大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
と
き

に
、
基
金
に
積
み
立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以

内
に
使
え
ば
よ
い
と
い
う
運
用
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
あ
る
程
度
先
を
見
据
え
て

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
計
画
的

に
基
金
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
、
受
入
環

境
整
備
が
メ
イ
ン
の
自
治
体
な
ど
、
使
途
は

千
差
万
別
で
、
各
自
治
体
の
事
情
に
合
わ
せ

て
県
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
主
眼
に
あ
り
ま
す
。

　定
量
的
な
評
価
は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る

住
民
や
旅
行
者
の
声
な
ど
は
事
業
発
現
効
果

と
し
て
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
付
金
活
用
の
優
良
事
例
は
市
町
村
の
担
当

者
が
集
ま
る
会
議
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
の
活
動
財
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

＊

　広
域
D
M
O
で
あ
る
（
公
社
）
福
岡
県
観

光
連
盟
へ
の
補
助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充

当
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
連
盟
に

委
託
な
り
補
助
を
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
然
観
光
振
興
に
資
す
る

事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
可
能
と
い
う
判

断
で
す
。
予
算
要
求
す
る
の
は
県
の
職
員
に

な
り
ま
す
の
で
、
観
光
連
盟
と
も
事
業
と
し

て
の
必
要
性
を
協
議
し
た
上
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま

で
は
財
源
が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実

施
で
き
る
の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き

て
い
る
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
福
岡
県
、

大
分
県
、
J
R
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共
同
で
実

施
す
る
「
福
岡
・
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
大
型
の

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
県
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

県
が
策
定
し
て
い
る
観
光
振
興
指
針
と
関
連

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
6
年
10
月
に
「
観
光
王
国
九
州
と

と
も
に
輝
く
福
岡
県
観
光
振
興
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
関
係
部
局
が

連
携
し
て
県
の
観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
旨
が
う

た
わ
れ
て
お
り
、
指
針
策
定
の
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
条
例
の
中
で
は
観
光

振
興
に
関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た

財
源
に
関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

指
針
は
必
ず
し
も
宿
泊
税
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
福
岡
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　2
0
1
8
年
9
月
に
市
議
会
議
員
有
志
に

よ
り
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
た「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
5
分
野
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
福
岡
市
は
、
第
三
次
産
業
が
9

割
を
占
め
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
が
市
の
経
済
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
5
分
野
は
、
今
後
の
観
光
振

興
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ

れ
て
い
る
5
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
も
と

に
、
市
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
策
定
し
た
の
が
「
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　観
光
振
興
条
例
に
も
M
I
C
E
の
振
興
と
い

う
項
目
が
あ
り
、福
岡
市
は
観
光
と
両
輪
で

宿
泊
税
を
財
源
と
す
る
ほ
か
、
国
庫
補
助
や

市
債
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
宿
泊
税
を
充
当
す
る
条
件
と
し

て
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合
致
す
る
か
と

い
う
点
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
新
し
い
課
題
に
対
応
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
単
な
る
既
存
事
業
の
付
け

替
え
で
は
な
く
て
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業

に
お
け
る
拡
充
部
分
な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税

を
充
て
る
か
た
ち
に
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に

照
会
を
行
い
ま
す
。
照
会
に
対
し
て
回
答
が

あ
っ
た
事
業
に
対
し
て
、
観
光
振
興
条
例
や

観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え

方
に
合
う
か
を
、
所
管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
精
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
編
成
の
過
程
で
宿
泊
税
充
当

事
業
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
M
I
C
E
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
周
辺
の
道
路
や

歩
道
の
補
修
へ
の
予
算
要
求
が
挙
が
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
新
規
拡
充
性
が
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

|
例
え
ば
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
地
元
負

担
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　現
時
点
で
は
、
宿
泊
税
を
財
源
と
し
て
国

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
税
を
導
入
し
て
か
ら
、
宿
泊

事
業
者
向
け
の
受
入
環
境
の
た
め
の
補
助
金

を
創
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
か

た
ち
で
は
宿
泊
税
を
活
用
し
て
し
っ
か
り
対

応
で
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

|
民
間
事
業
者
に
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　＊

　特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
面
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
町
村
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特

に
財
政
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
か
ら
は
、
例

え
ば
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
て
も
財
源
が

な
い
た
め
に
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の

中
で
宿
泊
税
交
付
金
が
そ
の
一
助
に
な
っ

た
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
新
た
な
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　県
内
市
町
村
に
と
っ
て
も
、
多
少
申
請
時

の
や
り
と
り
と
い
っ
た
手
間
は
あ
る
も
の

の
、
活
用
で
き
る
財
源
と
し
て
は
前
向
き
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　現
在
の
使
途
決
定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　た
だ
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事

業
者
の
方
々
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
宿
泊
税
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
宿
泊
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
、

非
課
税
の
地
域
に
立
地
す
る
施
設
と
の
間
で

そ
の
分
の
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

事
業
者
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
宿
泊
税
が
ど
の
よ
う
な
使
途
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
は
引
き
続
き
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　使
途
に
つ
い
て
は
観
光
審
議
会
の
資
料
等

で
公
表
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
情

報
が
行
き
届
か
な
い
部
分
が
あ
り
、
宿
泊
税

検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
で
も
そ
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
よ
り
広
く
周
知
を
行
う
べ
き
、
と

い
う
指
摘
は
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　例
え
ば
市
町
村
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

し
た
施
設
や
設
備
に
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し

て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
管
轄

す
る
区
域
が
広
域
に
わ
た
る
県
の
立
場
で
は
、

周
知
す
る
範
囲
が
市
町
村
と
は
か
な
り
違
う

の
で
、
な
か
な
か
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

す
る
の
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。
税
務

部
局
な
ど
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
負
担
な
く
確
実
に
お
知
ら
せ
で
き
る
か
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
15
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

中
で
、
そ
う
い
っ
た
局
面
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
と
作
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　ま
た
、
福
岡
空
港
か
ら
博
多
駅
に
移
動
す

る
際
の
地
下
鉄
の
切
符
売
り
場
で
、
目
に
つ

き
や
す
そ
う
な
と
こ
ろ
に
宿
泊
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
説
明
す
る
広
告
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
税
を
徴
収
す
る
財
政
局
が

行
う
広
報
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
よ
く
目
に
つ
く
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　事
業
自
体
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
含
め
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
い
う
か
た
ち
で
見
え
る
化
し
て
い
く
の

が
良
い
か
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
か
た
ち
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
福
岡
市
ホ
テ

ル
旅
館
協
会
と
い
っ
た
業
界
団
体
と
も
意
見

交
換
を
行
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

|「
観
光
振
興
条
例
の
施
行
状
況
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
何
か
方
向
性
が
変
わ
る
な
ど
の
動
き
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。＊

　検
討
委
員
会
で
は
宿
泊
税
制
度
そ
の
も
の

の
妥
当
性
に
つ
い
て
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が
適
当

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　ま

た
、
宿
泊
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

6
割
を
超
え
る
事
業
者
が
評
価
で
き
る
と
回

答
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
宿
泊

税
を
活
用
し
た
事
業
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
事
業
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
、

観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
に
さ
ら
な
る
周
知
を

図
り
、
認
知
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
事
業
の
検
討
を
行
う
べ
き
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

宿
泊
税
導
入
後
に
お
け
る

  

効
果
や
課
題

|
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
で
す
か
。

＊

　宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
宿
泊
税
が
な
い
と
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
都
市
と
し
て
の
機
能
強

化
、
M
I
C
E
都
市
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
、
地
域
や
市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
振
興
の
推
進
と
い
う
3
つ
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
多
様
な
国
・
地
域
か
ら
の

誘
客
、
食
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
、
受
入
環

境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
0
年
か
ら
の
施
行
で
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
始
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
の
で
、
当
然
な
が
ら
当
初
は
税
収
が
非
常

に
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。
現
在
は
よ
う
や

く
税
収
も
回
復
し
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
短
期
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定

さ
れ
た
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
た
か
た
ち
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
ま
す
。

|
そ
の
一
方
で
見
え
て
き
た
課
題
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
活
用
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、観
光
客
や
、

宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
観
光
関
連
事
業
者
の
理
解

と
認
知
を
得
て
い
く
と
い
う

点
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。　来

年
度
事
業
で
、
観
光
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
目
的

で
、宿
泊
税
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
・
M
I
C
E
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
済
効
果
等
も
定

量
化
し
た
上
で
広
報
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　特
に
「
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
は
「
見
え
る

化
資
料
」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、そ
の
内
容
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
全
て

の
特
別
徴
収
義
務
者
に
郵
送
で
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
徴
収
事
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る

ほ
か
、
フ
ロ
ン
ト
等
で
宿
泊
客
の
方
々
に
「
な

ぜ
宿
泊
税
を
払
わ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

＊

　割
合
と
い
う
よ
り
は
、
金
額
の
規
模
感
で

捉
え
て
い
ま
す
。
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
は
、

前
年
度
に
入
っ
て
き
た
宿
泊
税
収
を
次
年
度

以
降
に
使
う
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た
こ
と
も

あ
り
、
完
全
な
安
定
財
源
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
、
例
え
ば
、
令
和
6
年
度
の
宿

泊
税
を
も
と
に
し
た
予
算
は
、
令
和
5
年
度

ま
で
の
税
収
を
基
金
に
積
ん
だ
も
の
の
う
ち

か
ら
費
消
し
、
そ
れ
を
令
和
6
年
度
に
使
う

と
い
う
立
て
付
け
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

年
度
の
宿
泊
税
収
は
5
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
お
り
、
令
和
6
年
度
事
業
で
は
そ
の
約
半

分
の
2
・
6
億
円
程
度
を
費
消
し
、
事
業
費

に
充
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
2
・

6
億
円
の
う
ち
、
観
光
協
会
の
補
助
金
に
対

し
て
、
令
和
6
年
度
は
1
・
6
億
円
程
度
の

宿
泊
税
を
充
て
て
、
全
体
で
2
億
円
弱
程
度

の
D
M
O
へ
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
令
和
6
年
度
の
予
算
を
要
求
す
る
と

き
に
は
、
町
と
し
て
は
、
全
体
の
事
業
と
し
て

2
億
円
弱
ぐ
ら
い
が
予
算
査
定
で
調
整
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
予
算
要
求
を
行
い
、

実
際
、
同
程
度
の
金
額
で
着
地
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
こ
に
ど
れ
だ
け
の
割
合
で
宿
泊
税

が
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
財
政
担
当

主
導
で
宿
泊
税
や
一
般
財
源
、
そ
の
他
特
定

財
源
等
を
調
整
し
て
い
く
中
で
、
最
終
的
に

は
2
億
円
弱
の
D
M
O
向
け
の
補
助
の
う
ち

1
・
6
億
円
分
は
宿
泊
税
を
充
て
る
、
と
い
っ

た
決
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

|
D
M
O
と
し
て
も
、
ま
ず
は
必
要
な
事
業

を
積
み
上
げ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

＊

　そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
特
に
ピ
ー
ク

期
で
あ
る
冬
季
の
二
次
交
通
等
、
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
事
業
の
か
た
ち
で
積
み
上
げ
て
い
く

と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
金
額
規
模
に

な
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
一
方
、
繁

閑
差
の
解
消
の
観
点
で
言
う
と
、
閑
散
期
で

あ
る
夏
季
の
呼
び
込
み
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
や
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
あ
る
ス
カ
イ
バ
ス
ニ
セ
コ
の
運
行

等
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
導
入
す
る
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
は
す
で
に

多
く
来
て
い
る
観
光
客
の
滞
在
環
境
に
関
す

る
課
題
へ
の
対
応
、
夏
季
は
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
実
施
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
決
定
す
る
際

は
、
役
場
の
外
側
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
関

与
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
し
た
令
和
元
年
度
や
、
翌

年
度
の
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
町
の
予
算
査
定
の
み

で
の
調
整
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
の
議
論
に
あ
っ
た
よ

う
な
、「
観
光
振
興
を
前
向
き
に
進
め
る
」

以
外
の
、
例
え
ば
、
既
存
施
設
の
ト
イ
レ
な

ど
の
清
掃
・
修
繕
費
の
よ
う
な
管
理
費
ま
で

も
含
め
て
宿
泊
税
を
充
て
る
等
、
幅
広
に

様
々
な
事
業
に
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
連
携

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
ニ
セ
コ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
（
以
下
、
N
P
B
）
や
倶
知

安
観
光
協
会
の
2
つ
の
D
M
O
よ
り
、「
使

い
道
に
つ
い
て
、
宿
泊
税
導
入
の
際
の
説
明

と
話
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和

4
年
度
の
予
算
編
成
か
ら
、
我
々
町
の
観
光

担
当
で
、「
庁
内
各
課
か
ら
宿
泊
税
充
当
事

業
の
案
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
が
挙
が
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
D
M
O
と
し
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
意
見
照
会
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
照
会
結
果
を
、

先
ほ
ど
述
べ
た
庁
内
の
決
定
機
関
で
あ
る
庁

議
の
際
に
、
D
M
O
、
い
わ
ゆ
る
民
間
側
か

ら
の
意
見
と
し
て
提
供
し
、
使
途
決
定
の
検

討
材
料
に
し
て
も
ら
う
か
た
ち
と
し
、
民
間

側
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
組
み
入
れ
る
立
て

付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　D
M
O
を
構
成
し
て
い
る
会
員
に
は
多
く

の
宿
泊
事
業
者
が
お
り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収

義
務
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
理
解

を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
を
う
ま
く
徴
収
し
て

回
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
宿
泊
事
業
者
と
し
て
は
実
際
に
徴

収
時
の
作
業
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、前
向
き
な
観
光
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
ご
意
見
も
一
定
程
度
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

|
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
を
見
え
る
化
す

る
、
と
い
っ
た
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
充
当
し
た
事
業
の
予
算
一
覧
や

決
算
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
見
え
る
化
に
つ
い
て
は
各

所
か
ら
要
望
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ス
に
は
「
宿
泊
税
を

使
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

な
る
べ
く
貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
で
宿
泊
税
に
関
す

る
特
集
を
組
ん
で
、
宿
泊
税
の
税
収
額
や
使

途
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

|
倶
知
安
町
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
の
目
的
を
「
倶

知
安
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
を

図
る
施
策
に
充
当
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
税
導
入
時
に
お
い
て
、「
第
6
次
倶
知

安
町
総
合
計
画
」
の
個
別
施
策
と
連
動
す
る

か
た
ち
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
質
の
向

上
に
資
す
る
「
域
内
交
通
網
の
整
備
」「
ニ
セ

コ
・
羊
蹄
山
の
環
境
保
全
」「
安
心
・
安
全

な
リ
ゾ
ー
ト
の
形
成
」、
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
「
観
光
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」「
新
幹
線
を
意
識
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の
使
途
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
現
在
は
、「
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
」
を
加
え
た
6
つ
の
使
途
の
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
事
業
に
つ

い
て
、
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　倶
知
安
町
に
お
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
急
増
す
る
中
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

諸
課
題
へ
の
対
応
や
前
向
き
な
観
光
振
興
を

す
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
、
町
内
の
民
間
事
業
者
も
交
え
て
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
の
中
心
で
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
冬

場
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
代
表
例

で
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
の
枠
の
中

で
現
在
、
宿
泊
税
を
充
て
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

た
事
業
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
施
設
管
理
系
の
経

費
や
、
従
前
か
ら
発
行
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
、
各
近
隣
の
地
域
と
形
成
し
て
い
る

協
議
会
関
係
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
税

導
入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
ま

す
。一
方
、
宿
泊
税
を
充
当
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
に
述
べ
た
使
途
の
方
針
に
当
て
は
ま

る
も
の
を
充
当
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

宿
泊
税
の
使
途
決
定
の

  

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

|
年
度
ご
と
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
は
、

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　毎
年
、
翌
年
度
の
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
、

ど
の
事
業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
、
と

い
っ
た
各
担
当
課
向
け
の
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。そ
の
上
で
、挙
が
っ
て
き
た
事
業
に
対
し
、

課
長
級
が
集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税

の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
算
要
求

時
に
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
て
も
、
宿
泊
税
の
目
的
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
宿
泊
税
充
当
事
業

と
し
て
決
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　宿
泊
税
充
当
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
に
挙
げ
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
は
建
設
課
、「
新
幹
線

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係
で
は
ま

ち
づ
く
り
新
幹
線
課
、「
域
内
交
通
網
の
整

備
」
の
関
係
で
は
、
総
合
政
策
課
の
交
通
政

策
係
、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
関
係
で
は

防
災
担
当
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部

局
に
ま
た
が
り
ま
す
。

|
倶
知
安
町
の
宿
泊
税
の
使
途
の
特
徴
と
し

て
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を
「
地
域
D
M
O
支
援

事
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
地
域
D
M
O
で

あ
る（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に
補
助
し
て

い
ま
す
ね
。
D
M
O
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、

宿
泊
税
の
充
当
の
考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　庁
内
の
予
算
要
求
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
12
月

な
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
我
々
町
の
観
光
担
当

と
D
M
O
で
11
月
頃
か
ら
協
議
を
始
め
て
い

き
ま
す
。
協
議
の
中
で
D
M
O
が
次
年
度
や
り

た
い
こ
と
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
町
の
観
光
担
当

か
ら
財
政
担
当
へ
の
予
算
要
求
に
乗
せ
て
い

く
、
と
い
う
流
れ
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の
観
光
担
当
と
D
M
O
と
が
密
に

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
予
算
を
作
り
上
げ

て
い
く
、
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
D
M
O
が
提

示
し
た
事
業
に
対
し
て
町
観
光
担
当
の
ほ
う

で
切
る
、
と
い
う
こ
と
は
極
力
せ
ず
、
事
業
の

統
合
や
見
せ
方
の
調
整
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

|
直
近
で
は
、
宿
泊
税
収
の
お
よ
そ
半
分
程

度
を
D
M
O
へ
の
補
助
に
充
て
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、「
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
は

D
M
O
向
け
の
補
助
」
と
い
う
形
で
、
割
合

が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　特
集
1
で
整
理
し
た
通
り
、
全
国
の
自
治

体
で
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導

入
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　本
稿
で
は
、
宿
泊
税
導
入
済
み
の
地
域
か

ら
、
倶
知
安
町
と
福
岡
県
・
福
岡
市
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
宿
泊
税
の
使
途
内
容
や

そ
の
決
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
元
に
整
理
す
る
。

　倶
知
安
町
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
客

に
人
気
が
高
く
、
町
内
に
あ
る
ニ
セ
コ
ひ
ら

ふ
地
区
は
、ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
メ
イ
ン
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
2
0
1
9
年
よ
り
宿

泊
税
を
導
入
し
て
お
り
、
定
額
制
に
よ
る
宿

泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
現
時

点
で
は
全
国
で
唯
一
定
率
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
税
収
の
一
定
割
合
を
地
域

D
M
O
で
あ
る
（
一
社
）
倶
知
安
観
光
協
会
に

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
お
り
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
と

宿
泊
税
の
使
途
や
税
収
が
連
動
し
て
い
る
。

　ま
た
、
宿
泊
税
は
、
市
町
村
だ
け
で
な
く

都
道
府
県
が
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
そ
の
場
合
、
宿
泊
税
を
導
入
し
た
都
道

府
県
に
含
ま
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
も
宿
泊

税
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
現

在
、
全
国
で
こ
の
よ
う
に
都
道
府
県
と
市
町

村
が
同
時
に
課
税
し
て
い
る
例
と
し
て
は
福

岡
県
と
福
岡
市
、北
九
州
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
右
記
の
う
ち
福
岡
県
と
福
岡
市
を

対
象
と
し
た
。

業
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
な

税
収
が
目
減
り
し
て
い
く
と
も
捉
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
料
金

の
価
格
帯
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
っ
た

ら
、
そ
の
都
度
、
条
例
改
正
も
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
定
額
制
は
、
物
価
の
変
動
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
、
失
わ
れ
た
30
年
の
ま
ま

の
頭
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
や
り
方
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
全
国
的
に
、
宿
泊
税
を
導
入
す

る
際
に
は
、
定
率
制
の
検
討
を
積
極
的
に
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
定
率
制
は
徴

収
す
る
際
の
手
間
と
い
う
面
で
否
定
さ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
導
入
を
し
た
こ
と
が
な
い
地
域

で
の
感
覚
的
な
議
論
で
、
煩
雑
な
作
業
に
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
と
も
感

じ
ま
す
。
確
か
に
、
一
律
の
定
額
制
に
比
べ

る
と
、
定
率
制
は
煩
雑
に
な
る
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
段
階
的
な
定
額
制
を
採
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
結
局
定
率
制
と
あ
ま
り
負
担
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

（
取
材
日
…
2
0
2
4
年
3
月
19
日

　聞
き

手
：
観
光
研
究
部

　菅
野
正
洋
、
江
﨑
貴
昭
）

＊

　「福
岡
県
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観
光

振
興
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
途

行
っ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
条
例
施
行
後
3
年
（
以
降

は
5
年
ご
と
）を
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再

検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

2
0
2
3
年
5
月
に
外
部
有
識
者
に
よ
る「
福

岡
県
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
様
々

な
点
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
税
制
度
と
し
て
の
あ
り
方
や
、
今
後

の
使
途
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
税
収
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
一
定
の
効

果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

動
し
た
場
合
は
、
施
行
後
5
年
が
経
過
し
た

段
階
で
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
変
更

が
な
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
急
に
制
度
が
変
わ
る
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
な
ど
の
必

要
も
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

税
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
定
的
で
継

続
的
で
あ
る
ほ
う
が
、
負
担
す
る
側
や
代
理

徴
収
す
る
側
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
も
思
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
と
し
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
使
途
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税

を
活
用
す
る
事
業
の
大
き
な
違
い
は
、「
観

光
振
興
の
た
め
な
の
か
そ
う
で
な
い
か
」
と

い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

　宿
泊
税
を
原
資
と
し
て
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、「
福
岡
県
宿
泊
税
基
金
条
例
」
に

よ
り
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
や
、
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
の
充
実
な
ど
観
光
の
振
興

の
た
め
に
県
が
行
う
施
策
と
、
市
町
村
が
実

施
す
る
観
光
振
興
事
業
へ
の
交
付
金
に
限
り

基
金
を
取
り
崩
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
策
定
中
の「
第
三
次
福
岡
県
観
光
振
興

指
針
」で
も
施
策
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
中
で
、
新
た
な
使
途
や
税
収
の
再
配

分
に
関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

M
I
C
E
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、こ
う
い
っ

た
か
た
ち
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
2
0
2
0
年
か
ら

3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
1
期
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
え
、
新
た
に
2
0
2
3
年
度
か

ら
3
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
の
具

体
化
や
課
税
要
件
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

「
福
岡
市
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」
で
有
識
者
と
し
て
招
聘
し
た
地
元
宿
泊

施
設
の
業
界
団
体
で
あ
る
福
岡
市
ホ
テ
ル
旅

館
協
会
や（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
の
意
見
、
宿
泊
事
業
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
作
成
し
ま
し
た
。
第
2
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
、
同
じ
よ
う
に
外
部
有
識
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

|
一
般
財
源
を
活
用
す
る
事
業
と
宿
泊
税
を

活
用
す
る
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

＊

　例
え
ば
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

2
0
0
9
年
福

岡
市
役
所
入
庁
。

国
際
経
済
課
、M
I
C
E
推
進
課
、観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
課
を
経
て
2
0
2
3
年
よ
り
現
職
。

原
口
智
雄（
は
ら
ぐ
ち
・
と
し
お
）

2
0
1
1
年
福

岡
市
役
所
入
庁
。

南
区
役
所
保
険
年
金
課
、M
I
C
E
推
進
課
、財
政
調
整

課
を
経
て
2
0
2
1
年
よ
り
現
職（
取
材
当
時
）。

中
野
裕
也（
な
か
の
・
や
す
な
り
）
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宿泊税
の

使途の一例

DMOが提供する従業員特典カード
「Team card」
（オーストリア・レッヒ）

①
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、②
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
、③
レ
ス
ト
ラ
ン
、④
交
通
機

関
、⑤
ス
パ
／
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
5
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。本
カ
ー
ド
は
、

指
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
氏
名
や
会

社
名
、会
社
サ
イ
ン
等
を
書
き
込
み
、

証
明
写
真
と
と
も
に
提
出
す
る
こ
と

で
、
観
光
局
か
ら
発
行
さ
れ
る
。

 

　

 
T
eam

 card

の
ね
ら
い

　個
々
の
事
業
者
で
は
な
く
、
観
光

局
が
主
体
と
な
り
、
従
業
員
を
歓
迎

す
る
よ
う
な
本
取
組
を
行
う
意
義

は
、
以
下
の
3
点
で
あ
る
。

① 

人
材
の
確
保
・
維
持

　

T
eam
 card

の
導
入
の
第
一
の
目

的
は
、
従
業
員
の
定
着
と
満
足
度
を

高
め
る
と
い
う
重
要
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
も
の
で
あ
る
。
季
節
変
動
や
熟

練
労
働
者
の
獲
得
競
争
が
激
し
い
こ

の
業
界
で
は
、
こ
う
し
た
カ
ー
ド
を

通
じ
て
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
提

供
す
る
こ
と
が
、
人
材
を
惹
き
つ
け
、

維
持
す
る
た
め
の
強
力
な
手
段
と
な

る
。
地
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
や
娯
楽
、

文
化
的
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
割
引
な

ど
の
特
典
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地

元
事
業
者
は
よ
り
魅
力
的
な
職
場
環

境
を
作
り
出
し
、
従
業
員
の
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

② 

生
活
の
質
の
向
上

　

T
eam
 card

は
、
レ
ッ
ヒ
村
の
観

光
関
連
業
界
で
働
く
従
業
員
の
生
活

の
質
全
体
に
も
貢
献
し
て
い
る
。様
々

な
人
々
が
リ
ゾ
ー
ト
内
で
く
つ
ろ
ぎ
、

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
働
く
従
業
員
は
、

し
ば
し
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
両

立
と
い
う
課
題
に
直
面
す
る
。

T
eam
 card

の
特
典
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や

ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
の
利
用
、
限
定
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
が
し
や
す
く
な
り
、
従

業
員
は
レ
ッ
ヒ
を
訪
れ
る
人
々
を
魅

了
す
る
よ
う
な

体
験
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、

満
足
度
の
向
上

に
貢
献
す
る
。

　従
業
員
の
満

足
度
の
向
上
は
、
生
産
性
と
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
満
足

度
の
高
い
従
業
員
は
、
意
欲
的
に
仕

事
に
取
り
組
み
、
観
光
客
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
体
験
を
提
供
す
る
可
能
性

が
高
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
観
光
客

や
従
業
員
に
よ
る
良
い
口
コ
ミ
が
展

開
さ
れ
や
す
く
な
り
、
レ
ッ
ヒ
と
い

う
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従
業

員
を
歓
迎
し
、
従
業
員
に
優
し
い
、

と
い
う
評
判
に
つ
な
が
る
、
と
い
っ

た
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
取
組

　結
論
と
し
て
、
レ
ッ
ヒ
の
よ
う
な

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

T
eam
 card

の
導
入
は
、
単
な
る
慈

善
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
観
光

局
と
し
て
戦
略
的
に
必
要
不
可
欠
な

取
組
と
な
る
。
本
取
組
は
、
従
業
員

の
多
面
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
高
め
、

従
業
員
の
満
足
と
観
光
客
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
体
験
と
い
う
好
循
環
を
生

み
出
す
。
人
的
要
素
が
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
競
争
の
激
し
い
観

光
業
界
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
取

組
を
通
じ
て
従
業
員
の
満
足
度
に
投

資
す
る
こ
と
は
、
単
に
有
意
義
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
長
期
的
な
成
功
と
持
続
可
能
性

に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

Team cardの主な特典

※レッヒ・ツュルス観光局HPより筆者作成
※2024年3月末時点での確認結果

出所：https://www.lechzuers.com/de/jobs

レッヒ・ツュルス観光局が提供する
「Team card」

○スキー場のリフト券の割引
○スキースクールの無料受講
（混雑時以外、最大4日間）
○夏季・冬季のすべてのアクティビティ
15%割引 等

○スキー／ボード及びブーツレンタル半額
○特定小売店での購入品10%割引 等

○地域内の25店舗程度のレストランにお
いて、一定割合（10～20%等）の割引 等

○夜行バス乗車券や地域内共通パスの購
入権利

○ホテルでのスパやマッサージの割引
○美容院の割引 等

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
村
の
D
M
O
で
あ

る
レ
ッ
ヒ
・
ツ
ュ
ル
ス
観
光
局

（L
e
c
h
-Z
ü
rs
T
o
u
ris
m
u
s
 

G
m
b
H

）
で
は
、
地
域
内
の
観
光
関

連
業
界
の
人
材
確
保
策
の
一
環
と
し

て
、
従
業
員
特
典
カ
ー
ド
「T

eam
 

card

」
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
の

財
源
の
一
部
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て

い
る
。
本
コ
ラ
ム
は
、
本
号
の
巻
頭

言
を
い
た
だ
い
た
レ
ッ
ヒ
・
ツ
ュ
ル
ス

観
光
局
長
のH

erm
an
n
 F
erch

er
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、

同
カ
ー
ド
の
意
義
や
ね
ら
い
に
つ
い

て
整
理
し
た
。

T
eam

 card

の
概
要

　

T
eam
 card

は
、
地
域
の
観
光

関
連
業
界
で
働
く
人
々
が
、
地
域
内

の
様
々
な
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
で
の
割

引
や
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

従
業
員
特
典
カ
ー
ド
で
あ
り
、
観
光

局
が
提
供
し
て
い
る
。特
典
内
容
は
、

アクティビティ

ショッピング

レストラン

交通機関

スパ／ウェルネス

公益財団法人日本交通公社 観光研究部副主任研究員

江﨑貴昭

③ 

従
業
員

満
足
度
が

顧
客
満
足
度
に

つ
な
が
る

宿泊税導入地域における使途決定のガバナンス2

第261号 May 202425



表 1 通常の観光計画と財源を得た地域の観光計画

通常地域の観光計画
国などから補助金や交付金を得るための計画書
●資金が得られるかわからないため、単年度事業
となる
●補助金対策のため、総花的な計画とすることが
求められ、実効性が低い
●人のカネでの事業となるため、実施することが
目的化しやすい
●観光統計や人材確保のように継続して外部資
金を得難い事業はおざなりになる
●国などの資金を利用するため、他地域と異なる
独自の取り組みは展開し難い

財源を得た地域の「観光計画（マスタープラン）」
限られた原資をどこに投資し、どのように地域を育てていくのかという戦略
●数年先の資金量も推定できるため、中長期的な
戦略／計画が設定可能
●自分たちの資金であるため、筋肉質な計画とす
ることができ、実効性が高まる
●計画内容、事業成果とKPIとの関係を検証でき
るため、計画の改善が進む
●観光統計や人材確保などを継続して、持続的
に対応できる
●独自の資金を利用するため、自身の競争力を
高める独自事業を展開できる

3

宿
泊
税

「
活
用
」の
プロセス
論

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員

　

江
﨑
貴
昭

宿
泊
税
等
の
財
源
を
前
提
と
し
た

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

観
光
振
興
の
た
め
に
用
い
る

宿泊税「活用」のプロセス論3

1
．「
何
に
」使
う
べ
き
か
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表 1 通常の観光計画と財源を得た地域の観光計画

通常地域の観光計画
国などから補助金や交付金を得るための計画書
●資金が得られるかわからないため、単年度事業
となる
●補助金対策のため、総花的な計画とすることが
求められ、実効性が低い
●人のカネでの事業となるため、実施することが
目的化しやすい
●観光統計や人材確保のように継続して外部資
金を得難い事業はおざなりになる
●国などの資金を利用するため、他地域と異なる
独自の取り組みは展開し難い

財源を得た地域の「観光計画（マスタープラン）」
限られた原資をどこに投資し、どのように地域を育てていくのかという戦略
●数年先の資金量も推定できるため、中長期的な
戦略／計画が設定可能
●自分たちの資金であるため、筋肉質な計画とす
ることができ、実効性が高まる
●計画内容、事業成果とKPIとの関係を検証でき
るため、計画の改善が進む
●観光統計や人材確保などを継続して、持続的
に対応できる
●独自の資金を利用するため、自身の競争力を
高める独自事業を展開できる

3

宿
泊
税

「
活
用
」の
プロセス
論

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員

　

江
﨑
貴
昭

宿
泊
税
等
の
財
源
を
前
提
と
し
た

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

観
光
振
興
の
た
め
に
用
い
る

宿泊税「活用」のプロセス論3

1
．「
何
に
」使
う
べ
き
か
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表 2 宿泊税導入自治体における使途一覧

出典：各自治体HPより（公財）日本交通公社作成※自治体名の下の年号は、宿泊税の導入年を表す

戦略①都市イメー
ジ戦略
戦略②観光資源
の発掘・磨き上げ
戦略③セールスプ
ロモーション
戦略④受け入れ態
勢の整備
戦略⑤MICE戦略
（都市型集客）
戦略⑥インバウン
ド戦略（海外から
の誘客）

福岡市観光振興
条例に基づく施策
として、
「観光・MICE推進
プログラム」に記載
されている等の費
用に充てる
○九州のゲートウェ
イ都市機能強化
○ＭＩＣＥ都市として
のプレゼンス向上
○地域や市民生活
と調和した持続可
能な観光振興の推
進
○宿泊税の賦課徴
収に要する経費

以下の観光振興施
策に活用
（１）県が主体的に
行う施策
広域的な観点から
の観光振興施策と
して次の事業を実
施
○宿泊施設の多言
語案内・情報発信、
バリアフリー化等
に対する支援
○インバウンド向け
体験プログラムを
含む旅行商品造成
支援など
（２）市町村に対す
る施策（交付金事
業）
○市町村が創意工
夫を凝らして実施
する観光振興施策
への財政的支援
（宿泊税を課す市
町村を除く）
○市町村の事業イ
メージ
地域資源を活用し
た新たな観光資源
開発、観光スポッ
トの受入環境整備
など

観光客満足度の底
上げと再び「倶知
安」を訪れていただ 
くため、本町が抱
える課題の解決に
使用
○リゾート地として
の質の向上
→域内交通網の整
備、ニセコ・羊蹄
山の環境保全・安
心・安全なリゾー
トの形成
○リゾート地として
の魅力の向上
→観光インフラの
整備、新幹線を意
識したまちづくり、
持続可能な観光地
づくり

金沢の歴史、伝統、
文化など固有の魅
力を高めるととも
に、市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興を図る
施策に要する費用
に充てる
○まちの個性に磨
きをかける歴史・
伝統・文化の振興
○観光客の受入れ
環境の充実
○市民生活と調和
した持続可能な観
光の振興
※新規または拡充
するものに限る

○住む人にも訪れ
る人にも京都の品
格や魅力を実感で
きる取組の推進
○入洛客の増加な
ど、観光を取り巻
く情勢の変化に対
応する受入環境の
整備
※そのほかにも、「京
町家の保存・継承」、
「道路の渋滞や公
共交通機関の混雑
対策」、「違法民泊
の適正化」などにつ
いて、宿泊税を財
源として取組を推進

●観光客と地域住
民相互の目線に立
った受入環境整備
の推進
○旅行者への観光
案内、情報提供の
充実・強化
○大阪での滞在時
間を快適に過ごす
ための取組み
○旅行者の安全・
安心の確保
●魅力づくり及び
戦略的なプロモー
ションの推進
○魅力溢れる観光
資源づくり
○効果的な誘客促
進

国際都市東京の
魅力を高めるとと
もに、観光の振興
を図る施策に要す
る費用に充てる

宿泊税は、「訪問
客への還元」を方
針とし、「利便性」
「満足度」「再訪意
欲」の向上につな
がる事業に活用
使途の分類である
「5つの柱」に基づ
き、1.→5.の順位
で活用
1.サービス向上・
消費拡大
2.情報提供
3.受入環境整備
4.資源磨き
5.緊急時の対応等

主な
使途

北九州市
2020年

福岡市
2020年

福岡県
2020年

倶知安町
2019年

金沢市
2019年

京都市
2018年

大阪府
2017年

東京都
2012年

長崎市
2023年

C a s e
S t u d y

倶知安町観光地マスタープラン
特集2で紹介した倶知安町（ニセコ）では、宿泊税が

導入されることを見据え、既存の観光振興計画をバージョンア
ップする形で、行政、DMO、事業者にて議論し、「倶知安町観光
地マスタープラン（2020-2031）」を策定した。本マスタープラ
ンは、倶知安町として目指すべき将来像を示すとともに、それを
実現するために必要な方策を「国際競争力を持つリゾートの要
件」として整理されている5つの要件に照らして、まとめられてい
る。この中で、例えば二次交通や人手不足等といった課題を列
挙し、各対応策について示しているが、この裏側に宿泊税があ
り、現在では、本マスタープランで示した方策を宿泊税を用いな
がら実践している。
　また、倶知安町が位置するニセコエリアは、観光を取り巻く環
境の変化が激しいため、本マスタープランの継続的なローリング
や各事業の推進について、観光地経営会議を組成し、年間3回程
度、継続的な議論を行っている。なお、観光地経営会議は、地域
DMOが事務局となり、民間事業者が中心メンバーとなっている。

倶知安町観光地マスタープラン（2020-2031）
出典：https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town_administration/
seisaku_keikaku_jigyou/kutchan-tourism-promotionplan/　

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

●地域の事業者や住民に
利益や良い影響をもたらすもの（正の外部性）

●どのような人も自由に利用できる
施設やサービス（公共財）

正の外部性（例）：大洲城
天守が復元され、大洲の町の象徴として、
地域全体のブランド向上に大きく貢献している。

公共財（例）：レッヒ（オーストリア）の循環バス
エリア内は夜間以外無料
（他のリゾートへの接続バスは有料）。
レンタカー等による移動を減らし、
体験価値向上に大きく貢献している。

2
．「
誰
が
」使
う
べ
き
か

宿泊税「活用」のプロセス論3
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表 2 宿泊税導入自治体における使途一覧

出典：各自治体HPより（公財）日本交通公社作成※自治体名の下の年号は、宿泊税の導入年を表す

戦略①都市イメー
ジ戦略
戦略②観光資源
の発掘・磨き上げ
戦略③セールスプ
ロモーション
戦略④受け入れ態
勢の整備
戦略⑤MICE戦略
（都市型集客）
戦略⑥インバウン
ド戦略（海外から
の誘客）

福岡市観光振興
条例に基づく施策
として、
「観光・MICE推進
プログラム」に記載
されている等の費
用に充てる
○九州のゲートウェ
イ都市機能強化
○ＭＩＣＥ都市として
のプレゼンス向上
○地域や市民生活
と調和した持続可
能な観光振興の推
進
○宿泊税の賦課徴
収に要する経費

以下の観光振興施
策に活用
（１）県が主体的に
行う施策
広域的な観点から
の観光振興施策と
して次の事業を実
施
○宿泊施設の多言
語案内・情報発信、
バリアフリー化等
に対する支援
○インバウンド向け
体験プログラムを
含む旅行商品造成
支援など
（２）市町村に対す
る施策（交付金事
業）
○市町村が創意工
夫を凝らして実施
する観光振興施策
への財政的支援
（宿泊税を課す市
町村を除く）
○市町村の事業イ
メージ
地域資源を活用し
た新たな観光資源
開発、観光スポッ
トの受入環境整備
など

観光客満足度の底
上げと再び「倶知
安」を訪れていただ 
くため、本町が抱
える課題の解決に
使用
○リゾート地として
の質の向上
→域内交通網の整
備、ニセコ・羊蹄
山の環境保全・安
心・安全なリゾー
トの形成
○リゾート地として
の魅力の向上
→観光インフラの
整備、新幹線を意
識したまちづくり、
持続可能な観光地
づくり

金沢の歴史、伝統、
文化など固有の魅
力を高めるととも
に、市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興を図る
施策に要する費用
に充てる
○まちの個性に磨
きをかける歴史・
伝統・文化の振興
○観光客の受入れ
環境の充実
○市民生活と調和
した持続可能な観
光の振興
※新規または拡充
するものに限る

○住む人にも訪れ
る人にも京都の品
格や魅力を実感で
きる取組の推進
○入洛客の増加な
ど、観光を取り巻
く情勢の変化に対
応する受入環境の
整備
※そのほかにも、「京
町家の保存・継承」、
「道路の渋滞や公
共交通機関の混雑
対策」、「違法民泊
の適正化」などにつ
いて、宿泊税を財
源として取組を推進

●観光客と地域住
民相互の目線に立
った受入環境整備
の推進
○旅行者への観光
案内、情報提供の
充実・強化
○大阪での滞在時
間を快適に過ごす
ための取組み
○旅行者の安全・
安心の確保
●魅力づくり及び
戦略的なプロモー
ションの推進
○魅力溢れる観光
資源づくり
○効果的な誘客促
進

国際都市東京の
魅力を高めるとと
もに、観光の振興
を図る施策に要す
る費用に充てる

宿泊税は、「訪問
客への還元」を方
針とし、「利便性」
「満足度」「再訪意
欲」の向上につな
がる事業に活用
使途の分類である
「5つの柱」に基づ
き、1.→5.の順位
で活用
1.サービス向上・
消費拡大
2.情報提供
3.受入環境整備
4.資源磨き
5.緊急時の対応等

主な
使途

北九州市
2020年

福岡市
2020年

福岡県
2020年

倶知安町
2019年

金沢市
2019年

京都市
2018年

大阪府
2017年

東京都
2012年

長崎市
2023年

C a s e
S t u d y

倶知安町観光地マスタープラン
特集2で紹介した倶知安町（ニセコ）では、宿泊税が

導入されることを見据え、既存の観光振興計画をバージョンア
ップする形で、行政、DMO、事業者にて議論し、「倶知安町観光
地マスタープラン（2020-2031）」を策定した。本マスタープラ
ンは、倶知安町として目指すべき将来像を示すとともに、それを
実現するために必要な方策を「国際競争力を持つリゾートの要
件」として整理されている5つの要件に照らして、まとめられてい
る。この中で、例えば二次交通や人手不足等といった課題を列
挙し、各対応策について示しているが、この裏側に宿泊税があ
り、現在では、本マスタープランで示した方策を宿泊税を用いな
がら実践している。
　また、倶知安町が位置するニセコエリアは、観光を取り巻く環
境の変化が激しいため、本マスタープランの継続的なローリング
や各事業の推進について、観光地経営会議を組成し、年間3回程
度、継続的な議論を行っている。なお、観光地経営会議は、地域
DMOが事務局となり、民間事業者が中心メンバーとなっている。

倶知安町観光地マスタープラン（2020-2031）
出典：https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/town_administration/
seisaku_keikaku_jigyou/kutchan-tourism-promotionplan/　

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

●地域の事業者や住民に
利益や良い影響をもたらすもの（正の外部性）

●どのような人も自由に利用できる
施設やサービス（公共財）

正の外部性（例）：大洲城
天守が復元され、大洲の町の象徴として、
地域全体のブランド向上に大きく貢献している。

公共財（例）：レッヒ（オーストリア）の循環バス
エリア内は夜間以外無料
（他のリゾートへの接続バスは有料）。
レンタカー等による移動を減らし、
体験価値向上に大きく貢献している。

2
．「
誰
が
」使
う
べ
き
か

宿泊税「活用」のプロセス論3
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図 3 自律的ガバナンス体制

透明性・客観性を確保する体制構築が必要

成果指標の明確化やわかりやすい成果の公表が必要

専門家等によるモニタリング
○株式会社における社外取締役や

公益財団法人における評議員を参考に、
制度構築を検討

事業者・住民によるモニタリング
○プロセスに関する情報公開の徹底化

指標の作成
○既存指標の活用（UNWTO、GSTC、EC）
○観光庁「指標・測定手法活用マニュアル」

○データサイエンスの活用

わかりやすい成果の公表
○株式会社における非財務情報の開示を

参考に、成果公表の方法を検討

自律的ガバナンス体制の強化

明確なオーナーなし 
→監視する強い動機を有する
ステークホルダーがいない

明確な指標なし 
→監視しにくい

公的な観光財源

使
途
の
成
果
指
標

財
源
の
オ
ー
ナ
ー

図 2 公的な観光財源を使用する組織のガバナンス的弱点

成
果
指
標

オ
ー
ナ
ー

なし
→監視する強い動機を有する
 ステークホルダーがいない

明確な指標なし 
→監視しにくい

公的な観光財源を
使用する組織

2パターンの管理方法
①行政による管理の強化
②自律的ガバナンス体制

株主 
→監視する強い動機あり

利益等
 →監視しやすい

株式会社

ガバナンスについては、
株主の存在を基礎に構築される 図 1 DMO・マスタープラン・宿泊税収のサイクル

自治体

DMO等国の
補助金等

文化 二次交通 景観整備 平準化 ・・・

宿泊
施設宿泊客

観光振興基金

マスタープラン等の計画に記載され  ている事業

宿泊税等 宿泊税等

複数年度にわたる事業が多く、
さらに弾力的な支出が必要で
あるため、基金化して対応

機動的・自律的な取組のため、
必要な人件費分を
DMOに補助

体験価値向上による
観光需要（数・額）の増大

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

3
．ど
の
よ
う
に

管
理
さ
れ
る
べ
き
か

内
在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

効
き
に
く
い
、

公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る
組
織

宿泊税「活用」のプロセス論3
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図 3 自律的ガバナンス体制

透明性・客観性を確保する体制構築が必要

成果指標の明確化やわかりやすい成果の公表が必要

専門家等によるモニタリング
○株式会社における社外取締役や

公益財団法人における評議員を参考に、
制度構築を検討

事業者・住民によるモニタリング
○プロセスに関する情報公開の徹底化

指標の作成
○既存指標の活用（UNWTO、GSTC、EC）
○観光庁「指標・測定手法活用マニュアル」

○データサイエンスの活用

わかりやすい成果の公表
○株式会社における非財務情報の開示を

参考に、成果公表の方法を検討

自律的ガバナンス体制の強化

明確なオーナーなし 
→監視する強い動機を有する
ステークホルダーがいない

明確な指標なし 
→監視しにくい

公的な観光財源

使
途
の
成
果
指
標

財
源
の
オ
ー
ナ
ー

図 2 公的な観光財源を使用する組織のガバナンス的弱点

成
果
指
標

オ
ー
ナ
ー

なし
→監視する強い動機を有する
 ステークホルダーがいない

明確な指標なし 
→監視しにくい

公的な観光財源を
使用する組織

2パターンの管理方法
①行政による管理の強化
②自律的ガバナンス体制

株主 
→監視する強い動機あり

利益等
 →監視しやすい

株式会社

ガバナンスについては、
株主の存在を基礎に構築される 図 1 DMO・マスタープラン・宿泊税収のサイクル

自治体

DMO等国の
補助金等

文化 二次交通 景観整備 平準化 ・・・

宿泊
施設宿泊客

観光振興基金

マスタープラン等の計画に記載され  ている事業

宿泊税等 宿泊税等

複数年度にわたる事業が多く、
さらに弾力的な支出が必要で
あるため、基金化して対応

機動的・自律的な取組のため、
必要な人件費分を
DMOに補助

体験価値向上による
観光需要（数・額）の増大

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

3
．ど
の
よ
う
に

管
理
さ
れ
る
べ
き
か

内
在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

効
き
に
く
い
、

公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る
組
織

宿泊税「活用」のプロセス論3
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図 4 自律的ガバナンスをデザインする「徴収条例」と「使途条例」

策定に 参加／意見出し

観光地マスタープラン

観光委員会・審議会

推進組織A
（DMO）

推進組織B
（その他）

策定

※繰り越しも可能とする

監理

答申

観光振興基金 行政 議会

①徴収条例

②使途条例

宿泊客

宿泊施設

行政

組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
の
成
果
指
標
が

明
確
で
は
な
く
、様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
公
的
な
観
光
財
源
を
使
用
す
る

組
織
は
、
通
常
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
内

在
的
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
き
に
く
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
考
慮
を
せ
ず
に
観
光
財
源
を
導
入
し

た
場
合
、
行
政
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
化

さ
れ
る
と
、
単
年
度
主
義
が
前
提
と
な
る
こ

と
や
、
補
助
金
と
い
う
形
で
使
途
が
限
定
さ

れ
た
分
配
の
立
て
付
け
と
な
り
、
ま
た
、
そ

の
使
い
方
も
行
政
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
競
争
力
の
高
い

観
光
地
を
つ
く
る
た
め
の
原
資
と
し
て
は
、

な
か
な
か
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

　で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
の
解
と
し
て
、

「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築
を
提

案
し
た
い
。
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
お
ら
ず
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
主
体
が
い
な
い
こ
と
、
明

確
な
指
標
が
な
い
と
い
っ
た
観
光
財
源
運
営

の
弱
点
を
補
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
自

律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
以

降
、
図
3
を
も
と
に
詳
述
し
て
い
く
。

① 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

　ま
ず
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
の
不
在
へ
の

対
応
と
し
て
、
透
明
性
・
客
観
性
を
確
保
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。
大
き
く
分
け
て
「
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業
者
・
住
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」の
2
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
で
は
社
外
取
締

役
制
度
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
公
益
財
団
法

人
で
は
株
主
が
い
な
い
代
わ
り
に
、
評
議
員

が
公
益
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
機
能
は
、
明
確
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
な
い
よ

う
な
観
光
財
源
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も

同
様
に
必
要
で
あ
る
。
専
門
家
等
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
目
的
は
、
透

明
性
・
客
観
性
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
正
当
性
」
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。
手
続
き

上
必
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
税

金
を
預
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
実

際
に
徴
収
事
務
を
担
う
宿
泊
事
業
者
の
納
得

感
の
た
め
に
、
こ
う
い
っ
た
形
で
正
当
性
を

保
つ
こ
と
は
、
当
然
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
委
員
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
だ
。
委

員
会
設
置
の
目
的
は
「
専
門
知
の
導
入
」
と

「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」
の
2
つ
で
、

ど
の
地
域
で
も
共
通
す
る
事
項
だ
ろ
う
。
特

に
後
者
に
つ
い
て

は
、「
多
様
な
利
害

の
調
整
や
反
映
」
と

い
う
目
的
に
沿
っ
た

内
部
委
員
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
が
恣
意

的
に
委
員
を
選
ば
な

い
（
選
ん
で
い
る
と

批
判
さ
れ
な
い
）
た

め
に
、
条
例
や
規
則

で
そ
の
構
成
員
の
属

性
を
規
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　「事
業
者
・
住
民

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
の
観
点
か

ら
重
要
で
あ
る
。
行

政
計
画
の
策
定
や
そ

の
運
営
は
、
そ
の
内

近
で
は
宿
泊
税
収
の
半
分
程
度
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
い
う
形
で
渡
し
て
お
り
、
残
り

の
税
収
は
、
町
の
各
部
署
に
お
い
て
宿
泊
税

の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実
施
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
D
M
O
へ
の
補
助
は
、
事

業
費
の
他
、
運
営
費
（
人
件
費
、
事

務
費
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基
金
化
の
す
す
め

　地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
後
述
す

る
「
予
算
単
年
度
主
義
」
が
原
則
の

た
め
、
入
っ
て
き
た
税
収
は
年
度
内

に
使
い
切
る
こ
と
が
通
常
と
な
る
。

一
方
、
多
く
の
場
面
で
継
続
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
、
単
年
度
主
義
で
は
限
界

が
あ
る
。ま
た
、昨
今
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
自
然
災
害
等
と
い
っ
た
緊
急
事

態
へ
の
対
応
を
想
定
す
る
と
、
年
度

の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金

化
」
は
必
要
だ
ろ
う
。
宿
泊
税
導
入

後
、
毎
年
、
宿
泊
税
収
の
一
部
を「
観

光
振
興
基
金
」
と
し
て
積
み
上
げ
て

い
く
形
が
望
ま
し
い
。

　観
光
振
興
基
金
を
ベ
ー
ス
に
、

D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
紐
づ
い
た
事
業
を
展
開

し
、観
光
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
き
、

宿
泊
税
収
の
増
大
に
つ
な
げ
、
こ
れ
を
も
と

に
さ
ら
に
戦
略
的
な
展
開
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
図
1
）。

観
光
振
興
財
源
は
地
方
財
政
の
例
外

　地
方
財
政
に
お
い
て
伝
統
的
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
原
則
と
し
て
、
そ
の
年
の
予
算
は
そ

の
年
に
得
ら
れ
た
収
入
で
賄
う
「
単
一
予
算

の
原
則
」、
会
計
年
度
は
各
年
度
で
独
立
す

る
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
の
2
つ
が
存

在
す
る
。
基
本
的
に
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
地
方
税
は
年
度
ご
と
に
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
原
則

に
反
す
る
取
り
組
み
は
特
に
厳
し
い
目
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　一
方
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
（
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
使
途

の
限
定
）
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
な
経
理

が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
地
経
営
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
基
金
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

使
途
の
限
定
や
基
金
化
と
い
っ
た
特
徴
を
有

す
る
公
的
な
観
光
財
源
を
用
い
る
際
は
、
地

方
財
政
の
例
外
に
あ
た
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
定
の
推
進
力
に
よ
り
、
目

的
税
の
新
設
や
基
金
化
を
実
現
で
き
て
も
、

後
々
「
な
ぜ
観
光
だ
け
が
特
別
な
財
源
を
勝

手
に
使
え
る
の
か
」
と
い
っ
た
話
が
出
て
き

か
ね
な
い
。
地
方
財
政
の
例
外
で
あ
る
公
的

な
観
光
財
源
を
得
る
に
は
、「
必
要
性
」
と
、

必
要
性
に
比
例
し
た
手
段
の
「
相
当
性
」
を

満
た
す
合
理
的
理
由
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
設
計
す
る
こ
と
は
常
に
重
要

で
あ
る
。

　株
式
会
社
と
比
較
す
る
と
、
公
的
な
観
光

財
源
を
使
う
組
織
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

側
面
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
（
図
2
）。

株
式
会
社
は
株
主
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
中
心
に

構
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
利
益
と
い
う
わ

か
り
や
す
い
成
果
指
標
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
経
営
陣
の
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
概

ね
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る

と
言
え
る
。
一
方
で
、
公
的
な
観
光
財
源
は

税
金
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に

く
く
、成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
。

D
M
O
は
自
身
が
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
の
組
織

で
は
な
く
、
地
域
の
全
体
最
適
に
寄
与
す
る

容
の
専
門
性
の
高
さ
か
ら
、
行
政
に
よ
っ
て

密
室
で
作
成
さ
れ
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
）
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
透

明
性
の
確
保
や
、
地
域
内
に
向
け
て
の
発
信

活
動
は
、
コ
ス
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
事
業
者
・
住
民

か
ら
の
信
頼
性
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
支

え
る
最
重
要
項
目
で
あ
り
、
手
続
き
の
透
明

性
を
確
保
し
、地
域
内
で
発
信
す
る
こ
と
が
、

事
業
者
・
住
民
か
ら
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、

観
光
地
経
営
の
円
滑
な
実
践
や
長
期
的
な
存

続
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

② 

成
果
指
標
の
明
確
化
と
成
果
の
公
表

　こ
れ
ま
で
は
補
助
金
の
獲
得
や
D
M
O
の

登
録
等
の
た
め
に
指
標
を
設
定
し
て
い
る
側

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宿
泊
税
収

に
よ
る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ

そ
、地
域
に
対
し
て
、自
分
た
ち
が
何
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
成
果
は
何
か
を
わ
か
り
や

す
く
示
し
て
い
く
と
い
っ
た
性
質
を
持
た
せ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
基
礎
と
な
る
指
標
は
既
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ

の
よ
う
に
測
定
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
話
に

つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

す
べ
て
定
量
的
な
指
標
に
す
る
必
要
は
な

い
。
昨
今
は
株
式
会
社
に
も
利
益
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
的
に
意
義
あ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
非
財
務
指
標
を
活
用
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
社
会
に
発
信
し
て
い
る
企

業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
示
方
法
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
D
M
O
と
し
て
地
域
内

で
の
発
信
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
律
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
と
な
ろ
う
。

　本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
等
の
観
光
財
源
を

導
入
し
た
先
の
、
財
源
を
ど
の
よ
う
に
「
何

に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か

に
関
す
る
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
論
に
つ
い

て
展
開
し
た
。

　「戦
略
的
」
な
観
光
振
興
に
は
中
長
期
的

な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
支

え
る
大
き
な
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
10
年
間

ぐ
ら
い
は
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
望

ま
し
い
。
行
政
の
観
光
担
当
者
は
数
年
単
位

で
交
代
し
、
首
長
も
代
わ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
原
理
原
則
の
変
え
て
は

い
け
な
い
大
き
な
枠
組
み
は
、
行
政
担
当
者

等
が
代
わ
っ
て
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
宿
泊
税
導
入

の
時
点
で
議
論
し
、
自
分
た
ち
用
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
競
争
に

打
ち
勝
つ
強
い
観
光
地
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　今
回
、宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
つ
つ
も
、

使
途
が
発
散
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
使
途
を

持
続
的
に
管
理
す
る
仕
組
み
の
構
築
の
必
要

性
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
担
保

す
る
に
は
、
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
か
の
「
徴
収
条
例
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
「
使
途
条
例
」
を

並
行
さ
せ
て
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
図
4
）。
こ
の
使
途
条
例
の
作
り
方
や
考
え

方
は
、
続
く
特
集
4
の
中
で
整
理
し
て
い
る

た
め
、
本
特
集
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

主
語
は
D
M
O
で
あ
る
べ
き

　「誰
が
」
使
う
べ
き
か
で
あ
る
が
、
や
は
り

D
M
O
や
こ
れ
に
類
す
る
観
光
推
進
組
織
の

財
源
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
取

組
事
項
（
使
途
）
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
「
人
」
が

い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
安
定
し
た
観
光
自

主
財
源
に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組

織
（
D
M
O
等
）の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を

行
う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的

な
対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ

れ
な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
D
M
O
が
中
立
的
存

在
と
し
て
、
行
政
で
も
民
間
で
も
で
き
な
い

こ
と
を
行
う
に
は
専
門
的
な
プ
ロ
人
材
が
必

要
と
な
る
が
、
行
政
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
以
下

の
報
酬
と
な
っ
て
い
た
り
、
期
間
限
定
で
の

契
約
職
員
と
い
っ
た
形
で
の
採
用
と
な
る
と
、

優
秀
な
プ
ロ
の
人
材
は
望
め
な
い
。
宿
泊
税

と
い
う
観
光
需
要
に
連
動
し
た
安
定
財
源
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
う
い
っ

た
人
件
費
に
積
極
的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　特
集
2
で
紹
介
し
た
倶
知
安
町
に
お
い
て

は
、
同
特
集
内
で
整
理
し
て
い
る
通
り
、
直

材
が
育
ち
事
業
を
力
強
く
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
あ
る
。「
出
来
る
こ
と
」
は
保
有
す
る

資
源
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
源

を
適
切
に
傾
斜
配
分
さ
せ
れ
ば
、
時
間
経
過

と
と
も
に
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
適
切
な

投
資
を
す
れ
ば
、
複
利
も
発
生
し
て
大
き
な

資
産
と
な
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
有
限
の
資
源
を
、
目
的
達
成

の
た
め
に
傾
斜
配
分
し
つ
つ
、
同
時
に
資
源

そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
出
来
る
こ

と
を
広
げ
て
い
く
施
策
体
系
が
「
戦
略
」
で

あ
る
。一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
像
を
持
ち
、

現
状
か
ら
目
標
像
に
い
た
る
シ
ナ
リ
オ
を
有

す
る
と
い
う
点
で
戦
略
と
計
画
は
近
い
も
の

で
あ
る
が
、
戦
略
に
は
、
持
っ
て
い
る
資
源

の
配
分
を
時
間
軸
を
持
っ
て
考
え
て
い
く
と

い
う
概
念
が
加
わ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て

も
、
計
画
レ
ベ
ル
で
多
種
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
も
、
そ
れ
が
戦
略
と
し
て
の
時
間
軸

を
持
た
な
け
れ
ば
成
長
し
得
な
い
。
先
に
述

べ
た
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

は
、「
手
続
的
正
当
性
」
と
「
財
源
」
を
も
と

に
し
た
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
戦
略
的
発
想
に
基
づ
く
展
開
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

公
的
財
源
を
使
う
べ
き
内
容

　「観
光
振
興
に
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
当
然
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
妥
当
性
の
あ
る
公
的
な
財
源
の
使
い
道

と
し
て
2
点
述
べ
た
い
。

　1
点
目
は
「
正
の
外
部
性
」
が
発
生
す
る

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
活

動
や
施
策
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、
他
の
経

済
主
体
や
住
民
に
対
し
て
利
益
や
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
の
こ
と
を
指
す
。例
え
ば
、

城
の
天
守
閣
の
維
持
・
復
元
等
に
よ
り
、
町

の
象
徴
と
し
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に

貢
献
す
る
、
と
い
っ
た
形
だ
。

　2
点
目
は
「
公
共
財
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

多
く
の
人
が
同
時
に
利
用
で
き
（
非
競
合

性
）、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
（
非
排

除
性
）
と
い
う
特
徴
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
指
す
。
例
え
ば
、
域
内
の
循
環
バ
ス
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
海
外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
に
宿
泊
税

を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
訪
問
客

の
利
便
性
向
上
と
い
っ
た
目
的
も
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
加
え
て
、
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、

来
訪
者
や
従
業
員
の
車
で
の
移
動
を
減
ら

し
、
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な
く
す
る
こ
と
や
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
と
い
っ
た

狙
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
バ
ス
単
体
で
は
採

算
が
上
が
ら
な
く
て
も
、
走
ら
せ
る
こ
と
で

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
発
想
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
税
金
を
使
う
の
か
と

い
う
問
い
の
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
参
考
ま
で
に
、
国
内
の
先
行
自
治

体
に
お
け
る
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
、
表 

2
の
通
り
整
理
し
た
。
い
ず
れ
の
地
域
も
共

通
し
て
、
正
の
外
部
性
が
発
生
す
る
よ
う
な

「
魅
力
の
向
上
」
や
公
共
財
を
提
供
す
る
よ

う
な
「
受
入
環
境
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組

み
に
使
途
を
充
て
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

等
に
も
広
く
使
え
て
し
ま
う
。
本
当
に
何
に

使
う
べ
き
か
、
と
い
う
の
は
地
域
ご
と
に
異

な
る
が
、
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
は
、
場

当
た
り
的
に
使
う
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
戦
略
を

持
っ
て
税
収
を
用
い
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
地
域

に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、
実
現

す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
官

民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　こ

こ
で
言
う「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
、

そ
の
考
え
を
観
光
計
画
に
転
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手
続
的
正
当

性
」
を
有
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
紐
づ
い

た
、都
市
計
画
税
と
い
う「
財
源
」を
有
す
る
。

手
続
的
正
当
性
が
あ
り
、
財
源
も
（
都
市
計

画
税
だ
け
で
は
潤
沢
と
言
え
な
い
も
の
の
）

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
定
の
私
権
制
限

や
公
共
事
業
を
実
施
で
き
、
人
々
の
生
活
に

も
密
接
に
関
わ
る
ほ
か
影
響
範
囲
も
広
く
、

そ
の
実
効
性
が
高
い
。
観
光
の
分
野
に
お
い

て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
紐
づ
く
立

て
付
け
の
計
画
は
な
い
が
、
こ
れ
に
近
づ
け

る
べ
く
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る
条
例
の
中
で
観

光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
手
続
的
正
当
性
を
持
た
せ
、
土
地
利
用

ル
ー
ル（
誘
導
や
私
権
の
制
限
含
む
）や
ハ
ー

ド
整
備
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
基
づ
く

こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
た
い
（
条
例

の
中
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
特
集
4
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
は
総
花
的
な
計
画

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た（
表
1
）。
基
本

的
に
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
く
、
観
光
振
興

の
た
め
の
資
金
は
国
の
交
付
金
等
を
頼
り
に

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
例
え
ば
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
関
す
る
取
り
組
み
で
国
の
交
付
金

等
を
獲
得
す
る
際「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

に
関
す
る
記
載
の
あ
る
計
画
が
地
域
に
あ
る

こ
と
」と
い
っ
た
よ
う
な
要
件
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
資
金
を

獲
得
す
る
際
に
は
、
国
の
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

に
該
当
す
る
分
野
が
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
観
光
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
っ
た
。

　一
方
、
仮
に
宿
泊
税
の
よ
う
な
独
自
の
資

金
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
、
こ
れ

を
何
に
使
う
か
は
地
域
の
自
由
で
あ
り
、
自

身
の
競
争
力
を
高
め
る
独
自
事
業
の
展
開
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
自
己
資
金
を
用
い
た

取
り
組
み
の
結
果
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
高

ま
り
、
宿
泊
の
総
量
等
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
に
税
収
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
然
、

税
収
が
増
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
増
え
て

い
く
。ど
う
い
う
部
分
に
投
資
を
し
て
い
き
、

地
域
を
強
化
し
て
い
く
か
、
中
長
期
的
に
地

域
が
旅
行
者
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
何
を
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
。
地
域
内
で
し
っ
か
り

議
論
を
重
ね
、「
戦
略
」
を
描
き
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
ま
と
め
、展
開
し
て
い
け
る
か
。

単
に
宿
泊
税
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
よ
う
な
展
開
が
で
き
る
か
否
か
で
、

今
後
は
観
光
地
間
で
さ
ら
に
差
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」
論

　こ
こ
で
、
観
光
振
興
に
お
け
る
「
戦
略
」

に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。特
集
1
で
は
、

戦
略
的
に
観
光
振
興
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
可
能
と
す
る

経
営
資
源
で
あ
る
、「
人
材
」「
設
備
（
観
光

資
源
）」「
資
金
」
を
集
め
、
適
切
に
配
分
、

循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
「
資
源
」
は

有
限
で
あ
り
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ

る
。
資
源
は
使
っ
て
し
ま
え
ば
減
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
時
間
が
経
て
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
資
金
を
人
材
に
投
下
す
れ
ば
、

人
材
が
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
が
、
短
期
的

に
は
そ
の
資
金
を
使
っ
て
で
き
る
こ
と
は
減

る
。
結
果
と
し
て
、
過
剰
な
人
材
投
資
で
赤

字
と
な
っ
て
破
綻
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
人

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
に
よ
る
観
光
振
興

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
財
源
確
保

の
手
段
に
お
い
て
は
、
特
集
1
で
示
し
た
通

り
、
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
む
し
ろ
現
時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の

は
導
入
し
た
あ
と
に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
有
効
に
「
活
用
」
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
「
実
効
性
の
あ
る
使
途
を

ど
の
よ
う
に
地
域
内
で
合
意
形
成
し
て
、
地

域
の
意
思
と
し
て
決
定
し
て
い
く
か
」
と
い

う
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　観
光
文
化
2
4
5
号
で
そ
の
概
要
を
整
理

し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
、
地
域
関
係
者
間
の
「
意
思
決
定
」
や
「
合

意
形
成
」
の
あ
り
方
を
捉
え
る
概
念
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振
興
財
源
に
つ
い
て

は
そ
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
記
の
認
識
に
立
て
ば
、
観
光
振
興
財
源
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
何
に
、
誰
が

使
い
、
ど
の
よ
う
に
持
続
的
な
制
御
を
行
う

か
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
す
る
こ
と
は
、
観
光

振
興
財
源
導
入
済
み
の
地
域
や
今
後
導
入
を

予
定
す
る
地
域
に
お
け
る
、
戦
略
的
な
観
光

振
興
の
実
施
に
あ
た
り
意
義
が
あ
る
も
の
と

捉
え
、
こ
れ
を
本
特
集
の
目
的
と
す
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税
が
古
く
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
宿
泊
税
が

一
般
財
源
化
（
観
光
振
興
以
外
の
、
自
治
体

の
一
般
的
な
業
務
の
財
源
と
し
て
充
当
）
さ

れ
、
観
光
振
興
と
は
言
え
な
い
用
途
に
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
当
初
、
宿
泊
税
を
「
観
光

振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
し
て
導
入
を
主
導

し
た
首
長
や
議
員
が
代
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
、
税
収
と
し
て
行
政
の
会
計
に
組
み
入
れ

ら
れ
た
宿
泊
税
が
、
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

「
観
光
振
興
の
た
め
の
予
算
」
と
い
う
位
置

づ
け
を
拡
大
解
釈
さ
れ
、
公
共
工
事
等
に
用

い
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
宿
泊
税
と
D
M
O
の
先
進
事
例

と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ワ
イ
州
で

は
、
1
9
8
7
年
に
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

が
、
1
9
9
8
年
に
は
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
日
本
の
景
気
悪
化
を
引
き
金
に
来
訪
客

数
が
減
少
し
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
宿

泊
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
原
資
に
州
の

D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（
H
T
A
）
を
設
立
し
、
以
降
、
宿
泊
税
は

H
T
A
の
活
動
予
算
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
H
T
A
は
、
自
身
の
活
動
の
成

果
が
自
身
の
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
な
財
務
構
造
を
有
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
観
光
振
興
が
進
む
と
（
＝
宿

泊
税
が
増
大
す
る
と
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
行
も
影
響
し
、
H
T
A
の
予
算
に
は

キ
ャ
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
定
額
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
昨
今
さ
ら
に
悪
化
し
、

H
T
A
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
る
独
自
予

算
を
喪
失
し
、
毎
年
度
、
州
政
府
に
事
業
申

請
を
行
い
資
金
調
達
す
る
と
い
う
立
て
付
け

に
な
っ
て
し
ま
い
、
ハ
ワ
イ
州
の
宿
泊
税
は

一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
国
内
で
宿
泊
税
の
議
論
が
行
わ
れ
る

際
も
「
本
当
に
地
域
や
観
光
産
業
が
良
く
な

る
形
で
使
わ
れ
る
の
か
」「
宿
泊
客（
納
税
者
）

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
使
い
方
に
な
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
業
者
や
住
民
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
に
事
業
者
目
線
に
よ

る
不
安
や
不
信
感
か
ら
く
る
意
見
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
誠
実
に
事
業
者
と

対
話
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
は

あ
る
が
、
先
の
一
般
財
源
化
さ
れ
て
い
る
例

を
鑑
み
る
と
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
使
途
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
欧
米
で
見
ら
れ
る
対
応
策
と

し
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
州
法
等

で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と
い
っ
た

よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、
州
内
の

地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O
等
に
預

け
、D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
、

そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
使
途
を
決

定
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
で
あ
る
た
め
、

「
観
光
の
た
め
に
使
う
」
と
い
う
の
は
前
提

で
は
あ
る
が
、「
観
光
の
た
め
」
と
い
う
の

は
拡
大
解
釈
が
可
能
で
、
例
え
ば
公
共
工
事

※本特集は、公益財団法人日本交通公社が主宰する「観光財源研究会」の中での、
TMI総合法律事務所の池知貴大弁護士の講演内容を参考に執筆した。この場を借
りて深く御礼申し上げたい。
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#1

#2
#3

#4
#5

#6
#7

#8

レッヒ・ツュルス観光局
「観光ミッションステートメント2030」

レッヒ「ブランドプロフィール」

宿泊税
の

使途決定体制の一例

オーストリア・
レッヒ

　レ
ッ
ヒ
・
ツ
ュ
ル
ス
観
光
局
に
お

け
る
、
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た
施
策

の
実
行
体
制
に
つ
い
て
、
特
集
2
の

コ
ラ
ム
同
様
、
本
号
の
巻
頭
言
を
い

た
だ
い
た
同
観
光
局
長
の

H
erm
an
n
 F
erch

er

氏
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
整
理
し
た
。

観
光
局
の
実
行
体
制

　レ
ッ
ヒ
で
は
、Lech

 Z
ü
rs 

T
ou
rism

u
s

（
レ
ッ
ヒ
・
ツ
ュ
ル
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）と
い
う
名
称
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
ボ
ー
ド（
委
員
会
）が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

は
役
場
の
職
員
な
ら
び
に
観
光
業
の

代
表
者（
16
人
／
5
年
ご
と
の
選
挙

で
選
出
）で
構
成
さ
れ
、
こ
の
中
か
ら

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
業
務

執
行
理
事
）が
指
名
さ
れ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

　観
光
局
で
は
、
レ
ッ
ヒ
村
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
あ
り
方

を
示
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
」
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

を
も
と
に
、
観
光
局
の
核
と
な
る
目

標
や
価
値
観
を
述
べ
た
宣
言
で
あ
る

「
観
光
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
2
0
3
0
」が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
販
売
活
動
の
中
期
計
画
を
作
成

し
、
各
種
施
策
を
実
行
す
る
。

計
画
と
管
理
体
制
に
よ
る

使
途
の
決
定

　観
光
局
の
予
算
は
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
宿
泊
税
や
地
域
内
の
全
事

業
者
か
ら
徴
収
す
る
観
光
振
興
税
、

会
費
収
入
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
と
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
前
述
の

中
期
計
画
を
も
と
に
、
観
光
局
の
年

間
予
算
（
約
6
0
0
万
ユ
ー
ロ
）
を
用

い
、
冬
季
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
夏
季

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
公
共
関
係
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
プ
レ
ス
対
応
、

宿
泊
施
設
関
係
者
向
け
の
販
売
支

援
、
ゲ
ス
ト
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、

様
々
な
活
動
内
容
を
決
定
す
る
。

　つ
ま
り
、
宿
泊
税
を
含
む
観
光
局

の
財
源
の
使
途
は
、
観
光
局
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
基
軸
と

し
た
「
中
期
計
画
」
に
も
と
づ
き
、

地
元
事
業
者
を
含
め
た
「
ツ
ー
リ
ズ

ム
ボ
ー
ド
」
に
よ
り
使
途
が
決
定
、

管
理
さ
れ
て
い
る
。

透
明
性
の
確
保

　観
光
局
で
は
、
年
間
の
活
動
に
つ

い
て
ま
と
め
た
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー

ト
を
毎
年
発
行
し
、
す
べ
て
の
利
害

関
係
者
に
配
布
し
て
い
る
。
同
レ

ポ
ー
ト
に
は
、
年
間
の
収
益
お
よ
び

支
出
項
目
の
ほ
か
、
各
活
動
の
実
績

と
成
果
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

生命エネルギーパフォーマンス
プログラムを開発すること
専門知識を実装すること
魅力的な居住地であり、
年間を通じたデスティネーションに
なること
次世代につなげること
熱意ある従業員を惹きつけて
維持すること
自然と調和した観光振興とすること
すべてのステークホルダーを巻き込むこと
（主要プレイヤー、地元住民、従業員）
持続可能なビジネスのための最適な
条件を作ること

#1

#2
#3

#4
#5

#6
#7

#8

レッヒ・ツュルス観光局「アニュアルレポート2022/23」

公益財団法人日本交通公社
観光研究部副主任研究員

江﨑貴昭

宿泊税「活用」のプロセス論3
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表 1 各地域の宿泊税に関する条例について

第
1
条
に「
国
際
都
市
東
京
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て

る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
大
阪
が
世
界
有
数
の
国
際
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、都
市
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、及
び
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
金
沢
の
歴
史
、伝
統
、文
化
な
ど
固
有
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、地
域
の
魅
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
県
は
、観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、旅
行
者
の
受
入
環
境
の
充
実
そ
の
他
の
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

福
岡
市
観
光
振
興
条
例
の
第
11
条
に「
市
長
は
、こ
の
条
例
に
基
づ
く
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、地

方
税
法（
昭
和
25
年
法
律
第
2
2
6
号
）第
5
条
第
7
項
の
規
定
に
基
づ
き
、宿
泊
税
を
課
す
る
。」と
い
う
記
載

が
あ
り
、同
条
例
に
は
以
下
が
施
策
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

○
観
光
産
業
の
振
興
：
観
光
に
関
す
る
産
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
に
必

要
な
施
策
の
実
施
そ
の
他
の
観
光
に
関
す
る
産
業
の
振
興
に
必
要
な
施
策

○
受
入
環
境
の
整
備
：
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が
安
心
し
て
、安
全
か
つ
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
受
入
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

○
観
光
資
源
の
魅
力
の
増
進
等
：
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
の
来
訪
の
促
進
を
図
る
た
め
、地
域
の
食
、歴
史
、文

化
、自
然
そ
の
他
の
観
光
資
源
の
魅
力
の
増
進
及
び
新
た
な
観
光
資
源
の
発
見
、国
内
外
に
向
け
た
魅
力
の
発
信

そ
の
他
の
必
要
な
施
策

○
M
I
C
E
の
振
興
：
M
I
C
E（
国
際
会
議
そ
の
他
の
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
受
入
環
境
の
整
備
、誘
致
体
制
の
強
化
そ
の
他
の
M
I
C
E
の
振
興
に
必
要
な
施
策

○
持
続
可
能
な
観
光
の
振
興
：
宿
泊
施
設
に
関
す
る
法
令
の
適
切
な
運
用
の
確
保
、良
質
な
宿
泊
施
設
に
係
る

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
市
民
生
活
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
必
要
な
施
策

第
1
条
に「
市
は
、観
光
資
源
の
魅
力
向
上
及
び
情
報
発
信
、旅
行
者
の
受
入
環
境
の
充
実
そ
の
他
の
観
光
の
振

興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
本
市
は
、都
市
の
魅
力
を
高
め
、国
内
外
の
人
々
の
来
訪
及
び
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
ニ
セ
コ
町
の
優
れ
た
景
観
と
環
境
を
保
全
し
、安
全
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
癒
し
の
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、町
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の
振
興
を
図
る
施

策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

東
京
都

宿
泊
税
条
例 

2
0
0
2
年
10
月
1
日

東
京
都

※
1

大
阪
府

宿
泊
税
条
例

2
0
1
7
年
1
月
1
日

大
阪
府

※
2

京
都
市

宿
泊
税
条
例

2
0
1
8
年
10
月
1
日

京
都
市

※
3

金
沢
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
1
9
年
4
月
1
日

金
沢
市

※
4

倶
知
安
町

宿
泊
税
条
例

2
0
1
9
年
11
月
1
日

倶
知
安
町

※
5

福
岡
県

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

福
岡
県

※
6

①
福
岡
市

宿
泊
税
条
例 

②
福
岡
市

観
光
振
興
条
例

 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

福
岡
市

※
7

※
8

北
九
州
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

北
九
州
市

※
9

長
崎
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
3
年
4
月
1
日

長
崎
市

※
10

ニ
セ
コ
町

宿
泊
税
条
例

2
0
2
4
年
11
月
1
日

に
施
行
予
定

ニ
セ
コ
町

※
11

使
途
に
関
す
る
定
め

条
例

施
行
開
始
日

4

T
M
I
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士
。東
京

大
学
法
学
部
卒
業
、ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
修
了
。

2
0
1
7
年
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
入
社
、観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
。観
光
財
源（
宿
泊
税
）の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
。2
0
2
3
年
よ
り
現
職
。現
在
は
、

弁
護
士
の
立
場
か
ら
観
光
地
の
振
興
、財

源
強
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
手
が
け
る
。

池
知
貴
大（
い
け
ぢ
・
た
か
ひ
ろ
）

実
効
的
な「
使
途
条
例
」の
作
り
方

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

2
．各
地
域
の
宿
泊
税
に

関
す
る
条
例

3
．「
使
途
条
例
」（
広
義
）

に
関
す
る
考
察

1
．は
じ
め
に

実効的な「使途条例」の作り方4
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表 1 各地域の宿泊税に関する条例について

第
1
条
に「
国
際
都
市
東
京
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て

る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
大
阪
が
世
界
有
数
の
国
際
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、都
市
の
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、及
び
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
金
沢
の
歴
史
、伝
統
、文
化
な
ど
固
有
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、市
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続

可
能
な
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、地
域
の
魅
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
県
は
、観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、旅
行
者
の
受
入
環
境
の
充
実
そ
の
他
の
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

福
岡
市
観
光
振
興
条
例
の
第
11
条
に「
市
長
は
、こ
の
条
例
に
基
づ
く
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、地

方
税
法（
昭
和
25
年
法
律
第
2
2
6
号
）第
5
条
第
7
項
の
規
定
に
基
づ
き
、宿
泊
税
を
課
す
る
。」と
い
う
記
載

が
あ
り
、同
条
例
に
は
以
下
が
施
策
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

○
観
光
産
業
の
振
興
：
観
光
に
関
す
る
産
業
の
生
産
性
の
向
上
及
び
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
に
必

要
な
施
策
の
実
施
そ
の
他
の
観
光
に
関
す
る
産
業
の
振
興
に
必
要
な
施
策

○
受
入
環
境
の
整
備
：
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が
安
心
し
て
、安
全
か
つ
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

観
光
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
受
入
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

○
観
光
資
源
の
魅
力
の
増
進
等
：
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
の
来
訪
の
促
進
を
図
る
た
め
、地
域
の
食
、歴
史
、文

化
、自
然
そ
の
他
の
観
光
資
源
の
魅
力
の
増
進
及
び
新
た
な
観
光
資
源
の
発
見
、国
内
外
に
向
け
た
魅
力
の
発
信

そ
の
他
の
必
要
な
施
策

○
M
I
C
E
の
振
興
：
M
I
C
E（
国
際
会
議
そ
の
他
の
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
受
入
環
境
の
整
備
、誘
致
体
制
の
強
化
そ
の
他
の
M
I
C
E
の
振
興
に
必
要
な
施
策

○
持
続
可
能
な
観
光
の
振
興
：
宿
泊
施
設
に
関
す
る
法
令
の
適
切
な
運
用
の
確
保
、良
質
な
宿
泊
施
設
に
係
る

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
市
民
生
活
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
必
要
な
施
策

第
1
条
に「
市
は
、観
光
資
源
の
魅
力
向
上
及
び
情
報
発
信
、旅
行
者
の
受
入
環
境
の
充
実
そ
の
他
の
観
光
の
振

興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
本
市
は
、都
市
の
魅
力
を
高
め
、国
内
外
の
人
々
の
来
訪
及
び
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

第
1
条
に「
ニ
セ
コ
町
の
優
れ
た
景
観
と
環
境
を
保
全
し
、安
全
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
癒
し
の
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、町
民
生
活
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の
振
興
を
図
る
施

策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
」と
い
う
目
的
の
記
載
が
あ
る
。

東
京
都

宿
泊
税
条
例 

2
0
0
2
年
10
月
1
日

東
京
都

※
1

大
阪
府

宿
泊
税
条
例

2
0
1
7
年
1
月
1
日

大
阪
府

※
2

京
都
市

宿
泊
税
条
例

2
0
1
8
年
10
月
1
日

京
都
市

※
3

金
沢
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
1
9
年
4
月
1
日

金
沢
市

※
4

倶
知
安
町

宿
泊
税
条
例

2
0
1
9
年
11
月
1
日

倶
知
安
町

※
5

福
岡
県

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

福
岡
県

※
6

①
福
岡
市

宿
泊
税
条
例 

②
福
岡
市

観
光
振
興
条
例

 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

福
岡
市

※
7

※
8

北
九
州
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
0
年
4
月
1
日

北
九
州
市

※
9

長
崎
市

宿
泊
税
条
例 

2
0
2
3
年
4
月
1
日

長
崎
市

※
10

ニ
セ
コ
町

宿
泊
税
条
例

2
0
2
4
年
11
月
1
日

に
施
行
予
定

ニ
セ
コ
町

※
11

使
途
に
関
す
る
定
め

条
例

施
行
開
始
日

4

T
M
I
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士
。東
京

大
学
法
学
部
卒
業
、ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
修
了
。

2
0
1
7
年
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通

公
社
入
社
、観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
。観
光
財
源（
宿
泊
税
）の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
。2
0
2
3
年
よ
り
現
職
。現
在
は
、

弁
護
士
の
立
場
か
ら
観
光
地
の
振
興
、財

源
強
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
手
が
け
る
。

池
知
貴
大（
い
け
ぢ
・
た
か
ひ
ろ
）

実
効
的
な「
使
途
条
例
」の
作
り
方

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

2
．各
地
域
の
宿
泊
税
に

関
す
る
条
例

3
．「
使
途
条
例
」（
広
義
）

に
関
す
る
考
察

1
．は
じ
め
に

実効的な「使途条例」の作り方4
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表 2 実効的な「使途条例」（狭義）の基本構造案

　
○○を実現するため、○○基金（以下「基金」という。）
を設置する。
　
基金として積み立てる額は、次の各号に掲げる額とし、
一般会計歳入歳出予算(以下「予算」という。)で定める。

（1）○○宿泊税条例第○○条の規定により課する宿泊税の
全額に相当する額

（2）○○
　
基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確
実かつ有利な方法により保管しなければならない。

2 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利
な有価証券に代えることができる。
　
基金の運用から生じる収益は、予算に計上して、この
基金に編入するものとする。
　
基金の使途の透明性の確保及び運用の適正化を通じて、
○○【注：第1条で規定した目的】を図るため、○○委
員会（以下「委員会」という。）を置く。

2 委員会の会議は、原則として公開する。ただし、○○の
場合には、委員長はその部分を非公開とすることがで
きる。

3 委員会の議事概要は、遅滞なく○○市／町／村のホー
ムページにおいて公開する。ただし、前項により非公
開とした内容は除く。

4 その他委員会の組織、任務その他必要な事項につい
ては、規則で定める。
　
市／町／村長は、第1条に定める設置の目的を達成す
るために実施する次の各号に掲げる事項の財源に充て
る場合に限り、その全部又は一部を処分することができる。

（1）観光地マスタープランに記載された事業
（2）○○組織の○○費
2 前項に定める処分を行う場合は、あらかじめ委員会に

おいて、その内容について意見を聞き、当該意見を尊
重しなければならない。
　
この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要
な事項は、規則で定める。
　
この条例は、〇年〇月〇日から施行する。

（設置）
第 1 条 …

（積立て）
第 2 条 …

（管理）
第 3 条 …

（運用益金の処理）
第 4 条 …

（○○委員会の設置）
第 5 条 …

（処分）
第 6 条 …

（委任）
第 7 条 …

附則

○○基金条例

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

4
．実
効
的
な

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）の

勧
め

実効的な「使途条例」の作り方4

※
12

※
13

※
14
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表 2 実効的な「使途条例」（狭義）の基本構造案

　
○○を実現するため、○○基金（以下「基金」という。）
を設置する。
　
基金として積み立てる額は、次の各号に掲げる額とし、
一般会計歳入歳出予算(以下「予算」という。)で定める。

（1）○○宿泊税条例第○○条の規定により課する宿泊税の
全額に相当する額

（2）○○
　
基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確
実かつ有利な方法により保管しなければならない。

2 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利
な有価証券に代えることができる。
　
基金の運用から生じる収益は、予算に計上して、この
基金に編入するものとする。
　
基金の使途の透明性の確保及び運用の適正化を通じて、
○○【注：第1条で規定した目的】を図るため、○○委
員会（以下「委員会」という。）を置く。

2 委員会の会議は、原則として公開する。ただし、○○の
場合には、委員長はその部分を非公開とすることがで
きる。

3 委員会の議事概要は、遅滞なく○○市／町／村のホー
ムページにおいて公開する。ただし、前項により非公
開とした内容は除く。

4 その他委員会の組織、任務その他必要な事項につい
ては、規則で定める。
　
市／町／村長は、第1条に定める設置の目的を達成す
るために実施する次の各号に掲げる事項の財源に充て
る場合に限り、その全部又は一部を処分することができる。

（1）観光地マスタープランに記載された事業
（2）○○組織の○○費
2 前項に定める処分を行う場合は、あらかじめ委員会に

おいて、その内容について意見を聞き、当該意見を尊
重しなければならない。
　
この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要
な事項は、規則で定める。
　
この条例は、〇年〇月〇日から施行する。

（設置）
第 1 条 …

（積立て）
第 2 条 …

（管理）
第 3 条 …

（運用益金の処理）
第 4 条 …

（○○委員会の設置）
第 5 条 …

（処分）
第 6 条 …

（委任）
第 7 条 …

附則

○○基金条例

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

4
．実
効
的
な

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）の

勧
め

実効的な「使途条例」の作り方4

※
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※
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※
14
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図 1 実効的な「使途条例」（狭義）の基本構造案

①マスタープランの策定・改訂

②マスタープランに基づく取り組み

負の外部性を発生させる
開発の防止

（条例等による景観規制、
地域価値を損なう開発事業者の排除、

域内税等の導入）

正の外部性を発生させる
開発の推奨

（地域価値を高める事業者や
投資の誘導/インセンティブの付与）

公財への投資
（例：域内交通の整備）

観光地マスタープラン

行政・民間

誘導
行政・民間

事業
行政・民間

民間事業 公的事業

規制
行政・民間

補助金
等

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

東京都宿泊税条例（https://www.reiki.metro.tokyo.lg.jp/reiki/reiki_honbun/g101RG00002635.html）
大阪府宿泊税条例（https://www.pref.osaka.lg.jp/houbun/reiki/reiki_honbun/k201RG00001962.html）
京都市宿泊税条例（https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/cmsfiles/contents/0000236/236942/
shukuhakuzeijyourei.pdf）
金沢市宿泊税条例（https://www.city.kanazawa.ishikawa.jp/reiki/reiki_honbun/a400RG00001719.html）
倶知安町宿泊税条例（https://www1.g-reiki.net/kutchan/reiki_honbun/a075RG00000726.html）
福岡県宿泊税条例（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/194600.pdf）
福岡市宿泊税条例（https://www.city.fukuoka.lg.jp/d1w_reiki/reiki_honbun/q003RG00001407.html）
福岡市観光振興条例（https://www.city.fukuoka.lg.jp/d1w_reiki/reiki_honbun/q003RG00001377.html）
北九州市宿泊税条例（https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000861199.pdf）
長崎市宿泊税条例（https://www1.g-reiki.net/nagasaki/reiki_honbun/q302RG00002669.html）
ニセコ町宿泊税条例（https://www.town.niseko.lg.jp/resources/output/contents/file/release/10654/49474/
jourei_syukuhakuzei.pdf）
立岡健二郎（2019）、「地方自治体の基金はなぜ積み上がるのか : 求められる地方財政制度の改革」、JRIレビュー、p.77
長門市長門湯本温泉みらい振興基金条例（https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/reiki/act/frame
/frame110002519.htm）
長門湯本温泉みらい振興評価委員会規則（https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/reiki/act/frame
/frame110002525.htm）
礒崎初仁（2018）、「自治体政策法務講義 改訂版」、第一法規株式会社
菅野正洋（2020）、「デスティネーション・ガバナンス」 の研究動向、「観光文化 第245号」、44（2）、4-9
齋藤貴弘（2019）、「ルールメイキング: ナイトタイムエコノミーで実践した社会を変える方法論」、学芸出版社

※1……
※2……
※3……

※4……
※5……
※6……
※7……
※8……
※9……
※10…
※11…

※12…
※13…

※14…

※15…
※16…
※17…

6
．観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
装
を
考
え
る

7
．お
わ
り
に

5
．実
効
的
な

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）の

立
法
プ
ロ
セ
ス

実効的な「使途条例」の作り方4

※
15

※
16

※
17

38



図 1 実効的な「使途条例」（狭義）の基本構造案

①マスタープランの策定・改訂

②マスタープランに基づく取り組み

負の外部性を発生させる
開発の防止

（条例等による景観規制、
地域価値を損なう開発事業者の排除、

域内税等の導入）

正の外部性を発生させる
開発の推奨

（地域価値を高める事業者や
投資の誘導/インセンティブの付与）

公財への投資
（例：域内交通の整備）

観光地マスタープラン

行政・民間

誘導
行政・民間

事業
行政・民間

民間事業 公的事業

規制
行政・民間

補助金
等

義
）
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
「
観
光

地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
実
装
す
る
も
の
と
し
て
、

観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手

続
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

た
。　戦

略
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
は
、
か
な
り

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
当
然
に
関
係
す
る
人
や
事
業
者
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
。「
条
例
」
は
そ
の
策
定
に
は
一
定
の
労

力
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本

特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

に
お
い
て
実
装
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

非
常
に
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　地
域
に
お
い
て
、「
条
例
」
は
国
の
法
律

と
変
わ
ら
な
い
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
制
約

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、「
条
例
」
は
国
の
法
律
よ
り
も

い
っ
そ
う
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
と
い
う

側
面
が
強
い
。「
法
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
と
す
る

「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
考
え
方

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、「
条
例
」
は
ま

さ
に
「
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ

り
良
い
地
域
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

お
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
文
言
も
考

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

文
言
は
実
質
的
に
委
員
会
自
体
に
宿
泊
税
収

の
使
途
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
予
算
案
や
予
算
を
伴
う
提
案
が
首
長

の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す

る
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
。

　「使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
そ
の
内
容
だ

け
で
な
く
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
に
も
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
予
算
案
や
予

算
を
伴
う
提
案
が
首
長
の
専
権
事
項
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
本
来
の
首
長
の
権
限
を
一
定
程
度
制

約
す
る
内
容
に
な
る
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
行

動
を
制
約
す
る
こ
の
よ
う
な
条
例
に
つ
い

て
、
行
政
が
主
導
し
て
導
入
し
て
い
く
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。

　つ
ま
り
、
条
例
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
の
初
期

段
階（
課
題
設
定
段
階
）は
、大
き
く
分
け
て
、

①
行
政
（
首
長
）
か
ら
の
発
案
、②
議
員
か
ら

の
発
案
、③
住
民
・
事
業
者
か
ら
の
発
案
が

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
行
政
以
外
（
②
③
）

か
ら
積
極
的
に
使
途
条
例
（
狭
義
）
の
必
要

性
を
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生

的
に
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
が
発
案
さ
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　な
お
、
行
政
か
ら
の
発
案
は
通
常
は
考
え

に
く
い
と
記
載
し
た
が
、
行
政
に
と
っ
て
も

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
規
定
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
財
源
の
導
入
に
際

す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
は
、（
観
光
財
源
の

導
入
へ
の
必
要
性
に
は
理
解
を
示
し
つ
つ

も
）
行
政
に
対
す
る
信
頼
感
が
薄
い
た
め
、

宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
事
業
者
等
の
存
在

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
反
対
意
見
に

は
合
理
的
な
内
容
も
多
く
、
行
政
に
対
す
る

信
頼
感
も
短
期
間
で
回
復
で
き
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
な
か
な
か
賛
成
意
見
へ
と
転
じ

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
使
途
条
例
」（
狭

義
）
は
そ
う
し
た
事
業
者
の
懸
念
に
対
応
し

た
も
の
と
し
て
、
宿
泊
税
導
入
へ
の
説
得
材

料
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　観
光
財
源
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
で
い

え
ば
、「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
あ
り
方

に
も
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
た
め
、
本

特
集
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
最
後
に

「
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
実
装
す
る
た
め

の
条
例
と
い
う
視
点
で
、簡
単
に
考
察
す
る
。

「
観
光
地
経
営
」や「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」で
は
、「
何
に
取
り
組
む
か
」

と
い
う
点
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実

践
は
単
体
の
実
施
主
体
に
限
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
意
思
決
定
構
造
も
、
単
純
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」「
な
ぜ
」
取
り
組
む
か
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
側
面
が
重
要
と
な
り
、「
観
光
地
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
に
注
目

し
た
概
念
と
な
る
。

　観
光
財
源
は
、「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実

施
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
も

そ
も
「
観
光
地
経
営
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
観
光
地
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
そ
こ
に
ひ
も
付
く
規

制
・
誘
導
・
事
業
（
民
間
事
業
・
公
的
事
業
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
整
理
で
き
る
（
図

1
参
照
）。
そ
し
て
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
と

同
程
度
以
上
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ど
の
よ
う
に
策
定
・
改
訂
さ
れ
る
か
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
側
面
も
重
要
と
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
規
制
は
、個
人
や
事
業
者
の
権
利
・

自
由
を
制
約
し
得
る
も
の
で
あ
り
（
例
：
各

事
業
者
は
、
地
域
の
景
観
に
沿
っ
た
建
築
物

で
な
い
と
建
築
で
き
な
い
）、誘
導
・
事
業
は
、

公
的
財
源
で
あ
る
税
収
を
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
（
例
：
宿
泊
税
収
を
活
用
し
て
、

域
内
循
環
バ
ス
を
整
備
す
る
）、
そ
う
し
た

規
制
や
施
策
は
、
民
間
が
自
己
の
資
金
を
活

用
し
て
行
う
事
業
と
は
性
質
を
異
に
し
、
正

当
性
の
担
保
が
求
め
ら
れ
る
。
多
様
な
価
値

観
の
反
映
も
求
め
ら
れ
る
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
手
続
的
正
統
性
を
確

保
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち
、観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
・
改
訂
手
続
を
定
め
た
条
例

（
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
条
例
）
を
作
成

す
る
こ
と
が
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
一

つ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
な

お
、
当
然
の
前
提
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め

れ
ば
良
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
手
続
的
正

統
性
を
確
保
で
き
た
と
見
な
せ
る
よ
う
な
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

　本
特
集
で
は
、
観
光
財
源
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
使
途
条
例
」（
狭

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
大

半
で
あ
り
、
財
源
の
活
用
に
あ
た
っ
て
も
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
機
動
的
な
支
出
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
自
治
体
と
し
て
求
め
ら
れ
る

単
年
度
主
義
に
対
し
て
、
例
外
的
な
取
扱
い

を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
源
の
基
金
化
が
必

要
と
な
る
。

　ま
た
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関

す
る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す

る
そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す

る
た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な

い
場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化

は
そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　な
お
、
基
金
化
に
は
、
そ
の
管
理
や
使
途

な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に
く
く
な
る
恐
れ

を
伴
う
と
い
う
欠
点
も
あ
る
と
こ
ろ
、
長
期

的
に
は
そ
う
し
た
欠
点
が
顕
在
化
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
設
計
段
階
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
る
（
第
5
条
参
照
）。

積
立
て
（
第
2
条
）

　基
金
に
対
し
て
、
何
を
積
み
立
て
る
の
か

と
い
う
点
を
定
め
る
条
項
と
な
る
。
本
案
で

は
、
宿
泊
税
収
全
額
を
積
み
立
て
る
と
い
う

立
て
付
け
と
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
全
額

を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
決

ま
り
は
な
い
。
ま
た
、
宿
泊
税
収
だ
け
で
な

く
、
他
の
財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
等
）
を
併
せ
て
積
み
立
て
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

委
員
会
（
第
5
条
）

　「処
分
（
第
6
条
）」
と
も
関
連
す
る
が
、

特
集
3
に
お
け
る
「
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ

き
か
」
と
い
う
点
と
リ
ン
ク
す
る
条
項
と
な

る
。
本
条
項
は
、
観
光
地
経
営
会
議
的
な
役

割
を
持
つ
委
員
会
等
を
置
く
こ
と
で
、
積
み

立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち
で
利

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。

　委
員
会
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
点
は
透

明
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
委
員
会

自
体
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
委
員
会
で

の
議
論
の
様
子
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
、
観
光

事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
は
納
得
せ
ず
、
委
員
会
に
求
め
ら
れ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
そ
の
も
の
が
意
味
を
な

さ
な
い
状
況
も
あ
り
得
る
。「
基
金
の
活
用

（
全
体
）」
で
言
及
し
た
と
お
り
、
基
金
化
に

は
管
理
や
使
途
な
ど
の
面
で
規
律
が
働
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
そ
の

点
が
弱
点
と
な
り
得
る
。
そ
う
し
た
欠
点
が

理
由
で
、
基
金
化
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対
す
る

批
判
が
高
ま
り
、
や
が
て
基
金
化
そ
の
も
の

も
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。

　そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
委

員
会
と
い
う
第
三
者
的
な
機
関
を
設
定
し
た

う
え
で
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
し
、
基
金
に

対
す
る
一
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
仕

組
み
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ

と
が
、
長
期
的
に
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
長
門
湯
本
温
泉
に
お
い
て
は
、
入

湯
税
の
超
過
課
税
に
関
す
る
基
金
条
例
に
て

評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
規
則
に
お
い

て
、
評
価
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
実
際
に
会
議
の

様
子
はY

o
u
T
u
b
e

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　な
お
、
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
も
、
恣
意
的
な
人
員
と
な
ら
ず
、
か
つ
恣

意
的
な
人
員
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
か
じ
め
選
定
基

準
等
を
定
め
て
い
く
こ
と
等
も
検
討
す
る
べ

き
で
あ
る
。

処
分
（
第
6
条
）

　「委
員
会
（
第
5
条
）」
と
併
せ
て
重
要
な

の
が
、
本
条
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
議
論
し
た

と
お
り
、
使
途
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的
に

規
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
条
第
1
項
第

1
号
の
「
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
た
事
業
」
と
い
う
記
載
も
、「
観
光
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
性
質
次
第
で
は
か
な

り
幅
広
な
使
途
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
が
（
同
項
第
2
号
の
記
載
は

D
M
O
の
人
件
費
等
を
想
定
し
て
い
る
）、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
委
員
会
に
事
前
に
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
規
定

を
設
け
る
こ
と
で
、
基
金
が
無
制
限
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
本
特
集
の
最
後
で
記
載
す
る
よ

う
に
、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
そ
の
も
の

の
位
置
づ
け
や
策
定
・
改
訂
手
続
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
の
実

効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　本
条
第
2
項
の
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

お
い
て
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

当
該
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
文
言
は
、
あ
く
ま
で
行
政
に
尊
重
義

務
を
課
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
最
終
的
に

行
政
と
し
て
は
意
見
に
従
わ
な
い
と
い
う
選

択
を
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
条
例
の
文

言
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、

実
際
に
条
例
に
よ
る
尊
重
義
務
を
課
す
こ
と

で
、
仮
に
行
政
が
委
員
会
の
意
見
に
従
わ
な

い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
時
に
は
、
行
政
に

は
そ
の
結
論
に
対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
さ
ら
に
「
あ
ら
か
じ
め
委
員
会
に

使
途
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
首
長

が
交
代
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
、

こ
う
し
た
広
範
な
解
釈
が
で
き
る
条
例
の
記

載
を
も
っ
て
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　一
方
で
、
条
例
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
使
途
を
規
定
す
る
こ
と
も
、
現
実
的
で
は

な
い
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
宿
泊
税
収
を

永
続
的
に
M
I
C
E
施
設
の
建
設
・
運
営
に

充
て
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
使
途
を
想
定
で

き
、
か
つ
そ
の
使
途
を
具
体
的
な
文
言
に
落

と
し
込
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
そ
の
点

を
定
め
ら
れ
れ
ば
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
お
け
る
宿
泊
税
収
の
使
途
は
、
様
々
な

対
象
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、

ま
た
、
持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
条
例
に
お
い
て
よ
り
具
体
的
な
使
途
を

規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
度
に
将
来
を

縛
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に
お
い
て
、
条
例
制
定

時
に
定
め
た
使
途
が
、
3
年
後
に
も
適
切
で

あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実

的
な
使
途
の
記
載
に
つ
い
て
は
、「
福
岡
市

観
光
振
興
条
例
」
に
お
け
る
記
載
の
仕
方
が

限
界
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
特
集
で
提
案
し

た
い
「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
は
、
単
に
使
途

を
規
定
し
た
「
使
途
条
例
」（
広
義
）
で
は
な

く
、特
集
3
で
記
載
し
た「
何
に
」「
誰
が
」「
ど

の
よ
う
に
」
使
う
べ
き
か
等
の
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の

「
使
途
条
例
」（
狭
義
）
で
あ
る
。

　表
2
に
記
載
し
た
案
は
あ
く
ま
で
も
一
例

で
あ
り
、各
地
域
の
事
情
に
適
合
さ
せ
た「
使

途
条
例
」（
狭
義
）
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
役
立
つ
よ
う
、
以

下
「
実
効
的
な
『
使
途
条
例
』（
狭
義
）
の
基

本
構
造
案
」
の
根
幹
の
構
造
に
つ
い
て
、
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
く
。

基
金
の
活
用
（
全
体
）

　さ
て
、
そ
も
そ
も
各
条
項
の
解
説
の
前
提

と
な
る
が
、
表
2
に
記
載
し
た
案
は
、
基
金

条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治

法
第
2
4
1
条
1
項
に
お
い
て
「
普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
基

金
を
定
め
た
条
例
と
い
う
か
た
ち
で
あ
る
。

　自
治
体
は
単
年
度
主
義
、
す
な
わ
ち
、
会

計
年
度
ご
と
に
予
算
を
編
成
し
、
当
年
度
の

支
出
は
当
年
度
の
収
入
で
賄
う
べ
き
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
基

金
化
の
目
的
の
一
つ
は
、
単
年
度
主
義
に
縛

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宿
泊
税
は
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
の

第
1
条
に
お
い
て
「
目
的
」
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
「
目

的
」
で
使
途
を
制
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
宿
泊
税
の
徴
収
条
例
自
体
が
、
あ
る
意

味
で
は
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
福
岡
市
に
お

け
る
「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
は
、
徴
収

条
例
と
は
別
途
制
定
さ
れ
た
う
え
で
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に

宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条
例
と
い

え
る
。

　し
か
し
、
単
に
「
使
途
」
を
規
定
す
る
条

例
で
あ
る
だ
け
で
は
、
特
集
3
で
検
討
さ
れ

た
「
活
用
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
に
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
使
途
と
し
て「
観

光
の
振
興
」「
受
入
環
境
の
整
備
」
と
い
っ
た

記
載
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
記
載
か
ら
解
釈
で
き
る
使
途
の
範
囲
は

非
常
に
広
範
で
あ
る
。
宿
泊
税
導
入
後
に
一

般
財
源
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
宿
泊

税
収
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

条
例
制
定
時
の
首
長
や
行
政
職
員
が
多
く

残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
宿
泊
税
導
入

の
議
論
を
踏
ま
え
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た

　宿
泊
税
等
の
法
定
外
税
を
活
用
し
た
観
光

財
源
の
確
保
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
。
地
域
内
の
合
意
形
成

や
都
道
府
県
と
市
町
村
間
で
の
協
議
等
は
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、

導
入
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
る
程
度

事
例
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
導
入
を

検
討
す
る
地
域
に
と
っ
て
、
導
入
ま
で
の
障

壁
は
以
前
よ
り
は
低
下
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
こ
こ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
、
宿
泊
税
等
の
導
入
は
あ
く
ま
で

手
段
で
し
か
な
く
、
そ
の
目
的
は
持
続
的
か

つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
導
入
後
を
見
据
え
た
制
度
設
計
が
、
当

該
目
的
に
資
す
る
か
否
か
の
決
定
的
な
役
割

を
担
う
。宿
泊
税
等
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、

他
の
税
収
と
同
様
に
捉
え
て
し
ま
う
場
合
、

持
続
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
と
は
無
関
係
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
得
る
。

　特
集
3
に
て
、「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ

う
に
」
使
う
べ
き
か
に
関
す
る
「
活
用
」
の

プ
ロ
セ
ス
論
が
展
開
さ
れ
た
。本
特
集
で
は
、

そ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る

た
め
の
「
使
途
条
例
」
の
策
定
方
法
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
宿
泊
税
収
等
を
持
続
的
か
つ

競
争
力
の
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
賢
く
活

用
す
る
た
め
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

「
使
途
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
前
に
、

既
に
宿
泊
税
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域

（
及
び
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域
）
の
条

例
に
関
す
る
現
状
を
、表
1
に
て
概
観
す
る
。

　地
方
税
法
第
3
条
1
項
に
お
い
て
「
地
方

団
体
は
、
そ
の
地
方
税
の
税
目
、
課
税
客
体
、

課
税
標
準
、
税
率
そ
の
他
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
定
を
す
る
に
は
、
当
該
地
方
団
体
の
条
例

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、

必
ず
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
定
外
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
条
例
を
、
本
特
集
で
は

「
徴
収
条
例
」
と
呼
ぶ
。

　表
1
の
と
お
り
、
既
存
の
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
（
第
1
条
）

に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入
目
的
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
当
該
目
的
規
定

が
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
使
途
を
制
約
す

る
も
の
と
な
る
。
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
は
、
他

の
自
治
体
と
は
異
な
り
、
徴
収
条
例
と
は
別

に
、「
福
岡
市
観
光
振
興
条
例
」
と
い
う
条

例
を
制
定
し
、
当
該
条
例
に
お
い
て
宿
泊
税

収
を
充
当
さ
せ
る
観
光
関
連
施
策
を
具
体
的

に
規
定
し
て
い
る
。

　法
定
外
目
的
税
と
し
て
導
入
す
る
場
合
、

税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」（
地
方
税
法

第
7
3
1
条
1
項
）
を
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
徴
収
条
例
の
目
的
規
定
で
各

宿
泊
税
の
導
入
目
的
を
規
定
す
る
と
い
う
福

岡
市
以
外
の
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
最

も
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
福

岡
市
は
、
そ
う
し
た
ミ
ニ
マ
ム
な
規
定
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
別
途
「
福
岡
市
観
光
振

興
条
例
」
を
制
定
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体

的
な
税
収
を
充
て
る
「
特
定
の
費
用
」
に
つ

い
て
記
載
を
し
て
い
る
。

　広
義
に
お
け
る
「
使
途
条
例
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
、
宿
泊
税
の
「
使
途
」
を
規
定
す

る
条
例
を
指
す
が
、
そ
れ
以
上
の
決
ま
り
は

東京都宿泊税条例（https://www.reiki.metro.tokyo.lg.jp/reiki/reiki_honbun/g101RG00002635.html）
大阪府宿泊税条例（https://www.pref.osaka.lg.jp/houbun/reiki/reiki_honbun/k201RG00001962.html）
京都市宿泊税条例（https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/cmsfiles/contents/0000236/236942/
shukuhakuzeijyourei.pdf）
金沢市宿泊税条例（https://www.city.kanazawa.ishikawa.jp/reiki/reiki_honbun/a400RG00001719.html）
倶知安町宿泊税条例（https://www1.g-reiki.net/kutchan/reiki_honbun/a075RG00000726.html）
福岡県宿泊税条例（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/194600.pdf）
福岡市宿泊税条例（https://www.city.fukuoka.lg.jp/d1w_reiki/reiki_honbun/q003RG00001407.html）
福岡市観光振興条例（https://www.city.fukuoka.lg.jp/d1w_reiki/reiki_honbun/q003RG00001377.html）
北九州市宿泊税条例（https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000861199.pdf）
長崎市宿泊税条例（https://www1.g-reiki.net/nagasaki/reiki_honbun/q302RG00002669.html）
ニセコ町宿泊税条例（https://www.town.niseko.lg.jp/resources/output/contents/file/release/10654/49474/
jourei_syukuhakuzei.pdf）
立岡健二郎（2019）、「地方自治体の基金はなぜ積み上がるのか : 求められる地方財政制度の改革」、JRIレビュー、p.77
長門市長門湯本温泉みらい振興基金条例（https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/reiki/act/frame
/frame110002519.htm）
長門湯本温泉みらい振興評価委員会規則（https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/reiki/act/frame
/frame110002525.htm）
礒崎初仁（2018）、「自治体政策法務講義 改訂版」、第一法規株式会社
菅野正洋（2020）、「デスティネーション・ガバナンス」 の研究動向、「観光文化 第245号」、44（2）、4-9
齋藤貴弘（2019）、「ルールメイキング: ナイトタイムエコノミーで実践した社会を変える方法論」、学芸出版社
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宿泊税

定額制と
定率制に
ついて

　日
本
で
既
に
導
入
事
例
（
倶
知
安

町
）
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宿

泊
税
の
定
率
制
に
つ
い
て
許
さ
れ
な

い
と
い
う
指
摘
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
る
。
私
見
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
指

摘
は
以
下
の
と
お
り
理
由
が
な
く
、

定
率
制
は
当
然
に
許
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

① 
応
益
・
応
能
の
考
え
方

　「応
益
税
は
一
律
定
額
と
す
る
の

が
基
本
」
と
い
う
見
解
か
ら
、
応
益

税
で
あ
る
地
方
税
と
し
て
導
入
さ
れ

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
、
定
率
制
は
許

さ
れ
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
当
該
見
解
に
は
、「
行
政
が
提

供
す
る
便
益
は
宿
泊
料
金
の
額
に
応

じ
て
変
化
し
な
い
」
と
い
う
考
え
が

前
提
に
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、「
行
政
が
提
供

す
る
便
益
は
宿
泊
料
金
の
額
に
応
じ

て
変
化
し
な
い
」
と
い
う
前
提
は
不

正
確
で
あ
り
、「
応
益
税
は
一
律
定
額

と
す
る
の
が
基
本
」
と
言
い
切
る
の

は
難
し
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

高
額
な
宿
泊
料
金
を
支
払
っ
て
い
る

人
ほ
ど
、
行
政
が
提
供
す
る
公
共
財

（
宿
泊
税
の
使
途
と
し
て
想
定
さ
れ

る
公
共
財
等
）
を
高
く
評
価
す
る
傾

向
に
あ
れ
ば
（
そ
し
て
実
際
に
そ
の

よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
）、

行
政
が
提
供
す
る
便
益
は
宿
泊
料
金

の
額
に
応
じ
て
変
化
す
る
と
い
う
評

価
も
あ
り
得
、
応
益
原
則
か
ら
も
定

率
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

② 

地
方
税
法
7
3
3
条
違
反
？

　特
に
具
体
的
な
判
断
理
由
を
示
さ

ず
に
、
定
率
制
は
総
務
大
臣
の
同
意

に
つ
い
て
定
め
た
地
方
税
法
7
3
3

条
違
反
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
倶

知
安
町
で
導
入
さ
れ
た
宿
泊
税
に
対

し
て
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由

に
該
当
し
な
い
と
い
う
総
務
大
臣
の

判
断
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
反
論
を
し
た
と
し
て
も
、
総
務

大
臣
の
同
意
自
体
が
、
裁
判
所
の
判

断
を
拘
束
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
再
反
論
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
以

下
、
同
条
1
号
に
つ
い
て
実
質
的
に

検
討
す
る
（
同
条
2
号
、
3
号
に
抵

触
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
得
る

が
、
同
条
1
号
以
上
に
指
摘
の
理
由

が
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
コ
ラ

ム
で
は
反
論
を
省
略
す
る
）。

　ま
ず
、
同
条
1
号
の
「
国
税
又
は

他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く

し
」（
①
）
と
「
住
民
の
負
担
が
著
し

※1 … 応益原則は「行政が提供する便益に応じてその費用提供に要する費用を負担するべき」という考えである。
※2 … なお、定額制を採用している宿泊税の導入地域では、複数税率を採用しているところ、「応益税は一律定額とするのが基本」という見解からは、

これらすべての地域の宿泊税が許されないという結論になってしまう。
※3 … 公共財に対する支払い意思額は所得と共に大きくなることを示す実証的な研究は多い。

例えば、Tyllianakis, E., & Skuras, D. （2016）. The income elasticity of Willingness-To-Pay （WTP） revisited: 
A meta-analysis of studies for restoring Good Ecological Status （GES） of water bodies under the Water Framework Directive 
（WFD）. Journal of environmental management, 182, 531-541. 参照。

く
過
重
と
な
る
こ
と
」（
②
）
は
、「
か

つ
」
で
接
続
さ
れ
て
い
る
た
め
、①

が
当
て
は
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、②
も
当
て
は
ま
っ
て
い
て
は
じ

め
て
、
同
号
に
引
っ
か
か
る
と
い
う

判
断
に
な
る
。

　定
率
と
し
た
場
合
、
宿
泊
税
の
課

税
標
準
は
宿
泊
料
金
に
な
り
、
課
税

資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
の
額
が
課
税

標
準
と
な
る
消
費
税
と
課
税
標
準
を

同
じ
く
す
る
た
め
（
①
に
該
当
）、

消
費
税
に
よ
る
負
担
と
併
せ
て
納
税

者
の
負
担
が
「
著
し
く
過
重
」
と
言

え
る
か
ど
う
か
、
同
号
該
当
性
を
決

定
す
る
。

　そ
の
②
納
税
者
の
負
担
が
「
著
し

く
過
重
」
か
否
か
は
、
納
税
者
の
担

税
力
・
受
益
の
頻
度
・
課
税
を
行
う

期
間
等
か
ら
判
断
さ
れ
、
実
際
の
税

率
等
に
よ
っ
て
変
わ
る
。「
著
し
く

荷
重
」
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
に
際

し
て
、
総
務
大
臣
は
具
体
的
な
宿
泊

料
金
に
占
め
る
宿
泊
税
の
割
合
や
、

海
外
に
お
け
る
事
例
を
踏
ま
え
て

「
著
し
く
過
重
と
ま
で
は
言
え
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
と
お

り
と
し
か
言
え
な
い
判
断
で
あ
り
、

適
法
性
を
疑
わ
せ
る
事
情
は
見
当
た

ら
な
い
。

※
1

※
2

※
3

TMI総合法律事務所 弁護士
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

観
光
振
興
財
源
を

前
提
と
し
た

新
た
な「
観
光
計
画
論
」の

確
立
に
向
け
て

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

菅
野
正
洋

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
erb
sfä
h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
 A
u
fgab

en
teilu

n
g im

 B
ü
n
d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

① 「
徴
収
条
例
」
と

「
使
途
条
例
」
に
よ
る
使
途
の
規
定

2
． 観
光
振
興
財
源
の

「
使
途
」

「
充
当
さ
れ
る
主
体
」

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」に

関
す
る
要
点

1
．は
じ
め
に
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
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h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
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u
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en
teilu

n
g im
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d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

ひらふ地区で導入されているロードヒーティングの様子（倶知安町）

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

② 「
公
的
な
計
画
（
行
政
計
画
等
）」

に
よ
る
使
途
の
規
定

② 

市
町
村
（
県
レ
ベ
ル
で
徴
収
し
た

宿
泊
税
の
再
配
分
先
と
し
て
）

① 

毎
年
の
予
算
編
成
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
扱
い

観光振興財源を前提とした新たな「観光計画論」の確立に向けて視座
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 
誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
erb
sfä
h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
 A
u
fgab

en
teilu

n
g im

 B
ü
n
d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

ひらふ地区で導入されているロードヒーティングの様子（倶知安町）

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

② 「
公
的
な
計
画
（
行
政
計
画
等
）」

に
よ
る
使
途
の
規
定

② 
市
町
村
（
県
レ
ベ
ル
で
徴
収
し
た

宿
泊
税
の
再
配
分
先
と
し
て
）

① 

毎
年
の
予
算
編
成
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
扱
い
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
erb
sfä
h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
 A
u
fgab

en
teilu

n
g im

 B
ü
n
d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

福岡空港への到着客に宿泊税について周知するための広告（福岡市）

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

② 
宿
泊
税
充
当
対
象
主
体
と
し
て
の

D
M
O
の
「
法
定
組
織
化
」

⑤ 

使
途
に
関
す
る
透
明
性
の
確
保
と

説
明
責
任
の
徹
底

3
．観
光
振
興
財
源
を

前
提
と
し
た

「
観
光
計
画
論
」の

確
立
に
向
け
て

観光振興財源を前提とした新たな「観光計画論」の確立に向けて視座
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
erb
sfä
h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
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u
fgab

en
teilu

n
g im
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ü
n
d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

福岡空港への到着客に宿泊税について周知するための広告（福岡市）

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

② 

宿
泊
税
充
当
対
象
主
体
と
し
て
の

D
M
O
の
「
法
定
組
織
化
」

⑤ 

使
途
に
関
す
る
透
明
性
の
確
保
と

説
明
責
任
の
徹
底

3
．観
光
振
興
財
源
を

前
提
と
し
た

「
観
光
計
画
論
」の

確
立
に
向
け
て

観光振興財源を前提とした新たな「観光計画論」の確立に向けて視座
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　当
財
団
で
は
、
2
0
1
7
年
度
に
「
観
光

財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
観
光
振
興
財
源

と
し
て
の
宿
泊
税
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
に
か
か
る
技
術
的
、
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
整
理
を
行
い
、
そ
の
一
連
の
活
動
成
果
を

本
誌
2
3
8
号
（
2
0
1
8
年
7
月
）
に
お

い
て
特
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　そ
の
後
、
研
究
会
に
参
加
し
た
自
治
体
の

う
ち
の
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の

自
治
体
で
も
実
際
に
観
光
振
興
財
源
の
導
入

や
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
今
号
の
特
集
1
で

言
及
が
あ
る
通
り
、「
現
状
に
お
い
て
、
観

光
振
興
財
源
と
し
て
代
表
的
な
宿
泊
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
『
導
入
』
に
か
か
る
行
政
手

現
時
点
で
は
、
福
岡
市
の
ケ
ー
ス
の
み
他
の

自
治
体
と
は
異
な
り
、「
徴
収
条
例
」
と
は

別
に
、
よ
り
具
体
的
な
税
収
を
充
て
る
「
特

定
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
特
集
2
、
特
集

4
）。
た
だ
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
条

文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
釈
で
き
る
使

途
の
範
囲
は
非
常
に
広
範
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
宿
泊
税
導
入
後
に

一
般
財
源
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が

全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
か
な
り
幅

広
い
範
囲
で
宿
泊
税
収

を
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
と
、
特
集
4
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
方
で
、
条
例
に
お

い
て
、
よ
り
具
体
的
な

使
途
を
規
定
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
場

合
が
多
く
、
環
境
変
化

が
激
し
い
今
の
時
代
に

お
い
て
、
条
例
制
定
時

に
定
め
た
使
途
が
、
3

年
後
に
も
適
切
で
あ
る

か
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
も
特
集
4
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ

る
。　前

述
の
よ
う
に
、「
徴
収
条
例
」に
し
て
も
、

（
福
岡
市
の
事
例
の
よ
う
に
）
そ
れ
と
は
別

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
に
し
て
も
、
よ
り

具
体
的
な
使
途
を
規
定
し
き
れ
な
い
現
状
に

お
い
て
、
取
り
得
る
次
の
方
策
が
、
行
政
等

の
公
的
主
体
が
計
画
期
間
を
設
定
し
て
策
定

す
る
「
計
画
」
や
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
使
途
を

規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　こ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
が
策
定
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
特
集
3
で
「
ど
の
よ
う
な

地
域
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
将
来
像
や
、

実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
『
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

を
官
民
が
協
働
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
等
の
公
的
性
格
を
帯

び
た
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
民
主

導
で
）
作
成
さ
れ
る
も
の
も
含
む
。

　例
え
ば
、
倶
知
安
町
で
は
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の

振
興
を
図
る
施
策
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
D
M
O
が
主
体
と
な
っ
て

策
定
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
町
の
総
合
計
画
の
個

別
施
策
と
連
動
し
た
6
分
野
の
使
途
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
福
岡
県
で
は
「
徴
収
条
例
」
と
な

る
「
観
光
王
国
九
州
と
と
も
に
輝
く
福
岡
県

観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
根
拠
と
し
て
「
観
光
振
興
指
針
」
を
策

定
し
て
い
る
。
同
指
針
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
策
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
新
た
な
税
制
を
含
め
た
財
源
に

関
す
る
検
討
を
進
め
、
そ
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　福
岡
市
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
特
定
の
費

用
」
に
つ
い
て
記
載
す
る
条
例
で
あ
る
「
福

岡
市
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
市

が
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
5
分
野
を
記

載
し
て
い
る
。
同
市
で
は
、
そ
の
う
え
で
、

観
光
振
興
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
5
つ
の

取
り
組
み
を
基
に
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
「
観
光
・
M
I
C
E
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
て
い
る
。
宿
泊
税
を

充
当
す
る
条
件
は
、観
光
振
興
条
例
や
観
光
・

M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
と
合

致
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
単

な
る
既
存
事
業
の
付
け
替
え
で
は
な
く
て
、

新
規
事
業
や
既
存
事
業
に
お
け
る
拡
充
部
分

な
ど
に
対
し
て
宿
泊
税
を
充
て
る
か
た
ち
を

取
っ
て
い
る
点
は
福
岡
県
と
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
短
期
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
中
長
期
的
な
視
点
で
策
定
さ
れ
た
観

光
・
M
I
C
E
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
特
集
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

誰
が
使
う
の
か

（
充
当
さ
れ
る
主
体
）

① 

D
M
O

　倶
知
安
町
で
は
、
令
和
5
年
度
の
宿
泊
税

収
の
約
半
分
を
事
業
費
に
充
て
て
い
る
う
ち
、

地
域
D
M
O
へ
の
補
助
金
と
し
て
1
・
6
億

円
程
度
、
全
体
で
は
2
億
円
弱
を
D
M
O
へ

の
補
助
金
と
し
て
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
県
に
お
い
て
も
、
広
域
D
M
O
へ
の
補

助
事
業
と
し
て
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
に
関
し
て
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
導
入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
町
の
観
光

振
興
計
画
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
述
の
通
り
D
M
O
が
主
体
と
な
っ

た
「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
。
同
時
に
観
光
協
会
の

D
M
O
化
を
実
現
し
た
こ
と
で
、
宿
泊
税
と

い
う
「
財
源
」、
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

い
う
「
計
画
」、
D
M
O
と
い
う
「
組
織
」
の
各

ピ
ー
ス
が
そ
ろ
い
、
民
主
導
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
観
光
振
興
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　特
集
3
で
は
、
安
定
し
た
観
光
自
主
財
源

に
よ
っ
て
、
行
政
か
ら
独
立
し
た
組
織

（
D
M
O
等
）
の
強
化
（
特
に
人
件
費
）
を
行

う
こ
と
で
、
状
況
変
化
に
応
じ
た
機
動
的
な

対
応
や
、
行
政
・
政
治
都
合
等
に
左
右
さ
れ

な
い
自
律
的
な
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　実
際
、
定
数
条
例
に
よ
っ
て
行
政
職
員
の

数
に
実
質
的
な
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
中

で
、
D
M
O
に
宿
泊
税
か
ら
補
助
金
を
拠
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
遂
行
し
得
る
人
材

を
民
間
と
し
て
柔
軟
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
っ
た
点
は
、環
境
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
昨
今
に
お
い
て
は
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　福
岡
県
で
は
県
全
体
の
観
光
振
興
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
に

対
し
て
宿
泊
税
交
付
金
を
交
付
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
事
業
効
果
を
早
期
に
発
揮
す
る
観

点
か
ら
、
単
年
度
で
の
実
施
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
宿
泊
税
収
と
必
要
な
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
の
中
で
、
あ
る
程
度
大
規
模
な
事
業
を

実
施
し
た
い
と
い
う
と
き
に
、
基
金
に
積
み

立
て
る
か
た
ち
で
3
年
以
内
に
使
え
ば
よ
い

と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
で
、
特
に
財
政
規
模
が
小
さ
い

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
財
源
が
限
ら
れ
る
中

で
新
た
な
事
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
3
） 

ど
の
よ
う
に
使
途
を
決
め
て

統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊
税
導
入
以
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
事
業
に
対
し
て
、
宿
泊
税
導

入
後
も
一
般
財
源
を
そ
の
ま
ま
充
て
て
い
る

も
の
も
あ
る
中
で
、
毎
年
、
翌
年
度
の
予
算

要
求
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
各
担
当

課
向
け
に
、
要
求
し
た
予
算
の
中
で
ど
の
事

業
に
宿
泊
税
を
充
当
し
た
い
か
照
会
を
行

い
、
挙
げ
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、
課
長
級
が

集
ま
る
庁
議
に
お
い
て
、
宿
泊
税
の
目
的
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
精
査
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
宿
泊
税
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
は
観
光
商
工
課
の
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ（
建
設
課
）、

新
幹
線
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
づ

く
り
新
幹
線
課
）、
域
内
交
通
網
の
整
備
（
総

合
政
策
課
）、
観
光
客
向
け
の
防
災
物
品
（
防

災
担
当
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
幅
広
い
部
局

に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

　福
岡
県
で
も
、
通
常
の
予
算
編
成
と
同
じ

く
、
庁
内
で
の
議
論
を
経
て
、
宿
泊
税
を
充

当
す
る
事
業
は
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
年
度
ご
と
に
そ
の
充
当
可
否
に

つ
い
て
観
光
振
興
を
目
的
と
す
る
か
と
い
う

観
点
で
判
断
さ
れ
、
ま
た
宿
泊
税
は

2
0
2
0
年
度
以
降
の
事
業
に
し
か
充
当
で

き
な
い
と
い
う
制
限
を
か
け
て
い
る
。
宿
泊

税
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
や
れ
る
の
で
は
と
か
、
今
ま
で
は
財
源

が
な
く
て
諦
め
て
い
た
施
策
も
実
施
で
き
る

の
で
は
、
と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　福
岡
市
で
も
、
倶
知
安
町
と
同
様
、
翌
年

度
の
予
算
要
求
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

宿
泊
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
全
庁
的
に
照
会
し
た
う
え

で
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
・
M
I
C
E
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
合
う
か
を
、
所

管
部
署
と
対
面
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
精

査
し
、
事
業
の
必
要
性
や
予
算
額
の
妥
当
性

な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
、
通
常
の
予
算
編

成
と
同
じ
流
れ
に
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
際
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
宿
泊
事
業
者
に
対

し
て
は
、
市
と
し
て
取
り
組
む
方
向
性
や
次

年
度
事
業
の
概
要
、
決
算
の
状
況
な
ど
、
対

面
で
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
い
、
声
を

聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

② 

使
途
の
見
直
し

　福
岡
県
の
「
観
光
振
興
指
針
」
は
県
の
観

光
振
興
に
か
か
る
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
、
宿
泊
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は

別
途
「
宿
泊
税
検
討
委
員
会
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
現
状
で
は
県
が
講
じ
て
い
る
施
策
に
つ

い
て
一
定
の
効
果
が
創
出
で
き
て
い
る
と
い

う
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
使
途
決
定
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　福
岡
市
に
お
い
て
も
、
観
光
振
興
条
例
の

施
行
状
況
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
宿
泊
税
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
が

適
当
と
い
う
意
見
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　観
光
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
や
地

域
計
画
の
フ
レ
ー
ム
を
導
入
・
応
用
す
る
こ

と
で
展
開
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
い

わ
ゆ
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
と
も
接
近
・
交
差
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
（
菅
野
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　一
方
で
、
2
0
1
0
年
代
ご
ろ
か
ら
海
外

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
発
展
の
潮
流
を
受
け
て
、
我
が
国
で
も
経

営
学
を
念
頭
に
「
観
光
地
経
営
」
が
提
唱
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
い
わ
ゆ
る
S
T
P
）
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
概
念
が
観
光
計
画
に
も
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
、
経
営
的
視
点
に
立
て
ば
、
特
集
3

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
略
を
検
討
す
る

際
に
は
制
約
条
件
と
し
て「
時
間
」と「
財
源
」

を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
計
画
で
は
、
特
に
財

源
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
見
通
し
が
立
て
に

く
い
中
で
、
実
効
的
な
役
割
を
果
た
し
得
て

い
な
か
っ
た
状
況
も
一
部
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　上
記
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光

振
興
財
源
を
前
提
と
し
た
よ
り
実
効
性
の
高

い
「
観
光
計
画
論
」
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
る
必
要
な
対
応
と

し
て
、以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

観
光
計
画
の「
法
定
計
画
化
」

　特
集
3
で
は
、
法
に
基
づ
く
と
い
う
「
手

続
的
正
当
性
」
に
着
目
し
、
観
光
の
分
野
に

お
い
て
は
、
手
続
的
正
当
性
と
財
源
が
ひ
も

付
く
立
て
付
け
の
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
宿
泊
税
の
使
途
を
規
定
す
る

条
例
の
中
で
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
よ

う
な
公
的
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
そ

こ
で
規
定
さ
れ
る
観
光
計
画
を
い
わ
ば
「
法

定
計
画
」（
こ
こ
で
の
「
法
」
は
「
法
律
」
の

こ
と
で
は
な
く
、
条
例
の
よ
う
な
「
議
会
の

議
決
を
経
て
制
定
さ
れ
る
も
の
」
の
意
。
以

下
同
じ
）
と
す
る
こ
と
で
手
続
的
正
当
性
を

持
た
せ
、
加
え
て
宿
泊
税
と
い
う
財
源
に
立

脚
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。　観

光
が
地
域
間
競
争
の
側
面
を
持
つ
以

上
、
国
が
一
律
の
基
準
を
定
め
て
対
応
す
る

の
は
、
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
レ
ベ
ル
で
観
光

振
興
を
法
定
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
由
度
を
持
ち

つ
つ
推
進
力
も
生
ま
れ
、
例
え
ば
観
光
分
野

は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
特
区
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
中

で
、
派
生
的
に
柔
軟
な
展
開
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
特
集
4
で
は
、
前
項
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
「
何
に
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
決

め
て
」
使
う
べ
き
か
と
い
う
「
活
用
」
の
プ

ロ
セ
ス
論
を
地
域
で
実
装
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　例
え
ば
、
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高
級
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
で
あ
る
レ
ッ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
各

地
に
お
い
て
は
、
宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て

州
法
等
で
「
観
光
振
興
に
用
い
る
べ
き
」
と

い
っ
た
よ
う
な
大
枠
の
ル
ー
ル
で
規
定
し
、

州
内
の
地
域
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
収
を
D
M
O

等
に
預
け
、
D
M
O
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
、
そ
の
中
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て

使
途
を
決
定
し
て
い
く
仕
組
み
が
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　同
様
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
「
使
途
条
例
」

の
中
で
、「
誰
が
」
使
う
か
と
い
う
部
分
で

D
M
O
を
規
定
す
れ
ば
、
条
例
の
範
囲
内
で

い
わ
ば
「
法
定
組
織
」
に
な
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
事
業
の
推
進
力
は
よ
り
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
我
が
国
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
D
M
O
は
、
そ

の
活
動
対
象
と
す
る
区
域
の
大
き
さ
に
応
じ

て
「
広
域
連
携
D
M
O
」、「
地
域
連
携

D
M
O
」、「
地
域
D
M
O
」
の
3
つ
に
区
分

さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た

重
層
的
な
仕
組
み
の
た
め
、
一
部
地
域
で
は
、

各
区
分
の
D
M
O
が
対
象
と
す
る
区
域
が
重

複
し
て
お
り
、
実
施
事
業
の
重
複
な
ど
の
非

続
き
等
の
技
術
的
な
問
題
点
は
す
で
に
ク
リ

ア
に
な
っ
て
お
り
、
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

る
こ
と
で
導
入
可
能
」
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
今
号
の
特
集
3
に
お
い
て
、「
む
し
ろ
現

時
点
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
導
入
し
た
あ
と

に
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に『
活
用
』

す
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
、換
言
す
れ
ば『
実

効
性
の
あ
る
使
途
を
ど
の
よ
う
に
地
域
内
で

合
意
形
成
し
て
、
地
域
の
意
思
と
し
て
決
定

し
て
い
く
か
』
と
い
う
点
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
観
光
文
化
2
4
5
号
で

そ
の
概
要
を
整
理
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
地
域
関
係
者
間
の『
意

思
決
定
』
や
『
合
意
形
成
』
の
あ
り
方
を
捉

え
る
概
念
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
今
、
観
光
振

興
財
源
に
つ
い
て
は
そ
の
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ズ
に
入
っ
て

い
る
」
状
況
で
も
あ
る
。

　今
回
の
一
連
の
特
集
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
各
地
で
代
表
的
な
観
光
振
興

財
源
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
が
進
み
、
今
後

は
一
般
的
な
財
源
確
保
手
段
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
そ
れ
を

「
何
に
使
う
の
か
（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の

か
（
充
当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に

使
途
を
決
め
て
統
御
す
る
の
か
（
ガ
バ
ナ
ン

ス
）」
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
が
認
識
す
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も

の
で
あ
る
。

　本
稿
で
は
、
企
画
趣
旨
に
鑑
み
、
特
集
1

〜
4
の
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー
し
つ
つ
、
若
干
の

考
察
を
試
み
た
い
。

　ま
ず
、
特
集
1
〜
4
か
ら
、
宿
泊
税
を「
何

に
使
う
の
か（
使
途
）」、「
誰
が
使
う
の
か（
充

当
さ
れ
る
主
体
）」、「
ど
の
よ
う
に
使
途
を
決

め
て
統
御
す
る
の
か（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」と
い
っ

た
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
整
理
す

る
。

（
1
） 

何
に
使
う
の
か（
使
途
）

　地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
法
定
外
税

た
る
宿
泊
税
の
導
入
に
際
し
て
は
、
必
ず
賦

課
徴
収
（
＝
使
途
）
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
特
集
4
）。
こ
こ
で

は
特
集
4
に
な
ら
い
、
こ
の
条
例
を
「
徴
収

条
例
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　そ
の
際
、
特
集
3
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

宿
泊
税
導
入
後
に
「
観
光
振
興
」
が
拡
大
解

釈
さ
れ
、
当
初
の
意
図
と
違
う
か
た
ち
、
す

な
わ
ち
一
般
財
源
化
さ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
使
途
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
（
一
般
財
源
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
の
観
点
に
立
ち
、
現
在
我
が
国
で
導
入

済
み
の
宿
泊
税
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
で
徴
収
条
例
の
冒
頭
、
目
的
規
定
に

関
す
る
条
文
に
お
い
て
、
各
宿
泊
税
の
導
入

目
的
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
の
使
途

を
一
定
程
度
制
約
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
特
集
4
）。

　「そ
の
ほ
と
ん
ど
」
と
述
べ
た
理
由
は
、

効
率
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う

に
今
後
の
D
M
O
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
・
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
「
競
争
構
造
と
任
務
分
担

（W
ettb

ew
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sfä
h
ige S

tru
ktu
ren
 

u
n
d
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u
fgab

en
teilu

n
g im
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ü
n
d
n
er 

T
ou
rism

u
s

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
そ
の
活
動
の
た
め
の
財
源
確

保
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
、
全
体
を
見
据
え

た
最
適
化
の
観
点
も
併
せ
て
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

宿
泊
税
の
基
金
化

　特
集
3
に
お
い
て
、
多
く
の
場
面
で
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
観
光
振
興
に

お
い
て
は
単
年
度
主
義
で
は
限
界
が
あ
り
、

年
度
の
繰
り
越
し
を
可
能
と
す
る
「
基
金
化
」

が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、

特
集
4
で
も
提
案
さ
れ
て
い
る（
狭
義
の
）「
使

途
条
例
」
は
基
金
条
例
と
し
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
観
光
需
要
に
対
応
す
る
観
光
に
関
す

る
支
出
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
す
る

そ
の
他
の
行
政
需
要
と
は
性
質
を
異
に
す
る

た
め
に
、
単
一
の
会
計
で
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
多
く
、
使
途
の
限
定
及
び
基
金
化
は

そ
の
意
味
で
も
観
光
財
源
の
活
用
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
要
素
と
な
る
と
の
説
明
が
あ

る
。

④ 

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　特
集
3
で
は
、
公
的
な
観
光
財
源
は
税
金

で
あ
る
た
め
、オ
ー
ナ
ー
を
特
定
し
に
く
く
、

成
果
指
標
の
設
定
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
か

ら
、「
自
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
」
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。こ
の
際
、

「
専
門
家
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
「
事
業

者
・
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
種

類
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
「
専
門
知

の
導
入
」
と
「
多
様
な
利
害
の
調
整
や
反
映
」

で
あ
る
と
も
し
て
い
る
。ま
た
特
集
4
で
も
、

そ
の
（
狭
義
の
）「
使
途
条
例
」
案
に
お
い
て
、

積
み
立
て
ら
れ
た
財
源
が
、
適
切
な
か
た
ち

で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
せ
る
機
能
を
担
保
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、
宿
泊
税
が
「
旅
行
者

自
身
が
楽
し
み
を
享
受
す
る
観
光
地
へ
の
支

援
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観
光

開
発
を
促
進
す
る
」
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
納
税
者
た
る
宿
泊
客
自

身
に
そ
の
使
途
に
つ
い
て
十
分
周
知
す
る
必

スイス・サンモリッツの風景

要
が
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
宿
泊

税
を
活
用
し
て
い
る
事
業
で
は
そ
の
こ
と
を

明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　ま
た
、
特
集
3
で
は
、「
宿
泊
税
収
に
よ

る
多
額
の
金
額
を
受
け
取
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
成
果
は

何
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
く
と

い
っ
た
性
質
を
持
た

せ
る
べ
き
」
と
も
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　欧
米
で
は
宿
泊
税

の
徴
収
は
一
般
的
で

あ
り
、
倶
知
安
町
で

多
数
を
占
め
る
外
国

人
の
宿
泊
者
は
宿
泊

税
の
使
途
に
つ
い
て

あ
ま
り
細
か
い
関
心

は
持
た
な
い
一
方
、

興
味
関
心
が
強
い
の

は
、
D
M
O
を
構
成

し
て
い
る
宿
泊
事
業

者
や
観
光
事
業
者
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。こ
の
こ
と
に
は
、

D
M
O
を
構
成
し
て

い
る
会
員
に
は
多
く
の
宿
泊
事
業
者
が
お

り
、
彼
ら
は
特
別
徴
収
義
務
者
で
も
あ
る
の

で
、
理
解
を
得
な
い
と
、
宿
泊
税
の
制
度
を

う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
背

景
と
し
て
あ
る
。
同
様
に
、
福
岡
県
で
も
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
宿
泊
事
業
者
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
宿
泊
税
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

は
、
福
岡
市
で
、
観
光
客
や
宿
泊
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
関
連
事
業
者
に
理
解
と

認
知
を
得
て
い
く
と
い
う
点
が
重
要
と
の
認

識
の
も
と
、
宿
泊
税
を
何
に
使
っ
た
か
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
、
各
事
業
者
に
配
布
し
て
い
る
取
り

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑥ 

観
光
振
興
財
源
の
複
線
化

　宿
泊
税
は
宿
泊
者
数
に
連
動
し
て
税
収
が

変
動
す
る
性
質
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

社
会
環
境
や
経
済
環
境
に
そ
の
税
収
額
が
大

き
く
影
響
を
受
け
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
倶
知
安
町
で
は
、
導

入
当
初
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
で
き
た
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
た
が
、
導
入
後
に
コ

ロ
ナ
禍
が
到
来
し
た
こ
と
で
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
、
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、倶
知
安
町
が
指
向
す
る
よ
う
に
、

季
節
的
な
繁
閑
差
を
解
消
し
通
年
で
需
要
の

底
上
げ
を
図
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
化
を
目

指
す
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
旅
先
納

税
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
宿
泊
税
以
外
の
財
源
の
検
討
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

　巻
頭
言
に
お
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
宿
泊
税
の
賦
課
は
、
公
平
性
、
平
等
性
、

観
光
に
関
連
し
た
経
済
的
結
束
の
原
則
を
守

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
の
言
及

が
あ
る
。
ま
た
宿
泊
税
は
「
す
べ
て
の
観
光

関
連
事
業
者
が
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
観
光

社
会
の
幸
福
に
利
害
関
係
を
持
つ
と
い
う
考

え
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
集
団
責
任
と
利
益

共
有
の
基
盤
を
確
立
す
る
も
の
」
と
も
説
明

さ
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
本
誌
2
6
0
号
に
お
い
て
、
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
海
外
視
察
を
通
じ

て
得
た
所
感
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
各
種
の
取
り
組
み
の
背
景
に
あ
る
社

会
的
な
特
性
と
し
て
「
高
い
レ
ベ
ル
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
要
求
し
、
自
ら
実
現
し
て
い
こ
う

と
す
る
自
治
意
識
の
高
さ
」を
指
摘
し
た
が
、

上
記
の
説
明
か
ら
も
同
様
の
意
識
が
感
じ
取

れ
る
だ
ろ
う
。

　我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
後
各
地
で
宿
泊

税
の
導
入
が
進
む
で
あ
ろ
う
中
で
、
そ
の
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
内
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、

高
い
自
治
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
契

機
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　具
体
的
に
は
、「
地
域
と
し
て
ど
う
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
」、
そ
の
た
め
に
「
ど
の

よ
う
に
宿
泊
税
の
徴
収
を
し
て
」「
徴
収
し

た
宿
泊
税
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運
用
す
る

か
」
を
関
係
者
間
で
議
論
し
、
そ
の
結
果
を

条
例
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
落
と
し
込
む
こ
と
、
ま

た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
独
自

の
あ
り
方
を
共
有
し
て
、
制
度
設
計
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

4
．最
後
に

（参考）
1）菅野正洋,吉谷地裕 & 山田雄一.（2018）. 日本の 「観光地経営」 に関連する概念の変遷および
海外における類似概念との比較. 日本国際観光学会論文集,25, 25-35.

2）菅野正洋. （2024）. スイス・オーストリア方面への視察を終えて. 
観光文化= Tourism culture: 機関誌, 48（1）, 31-33.

3）菅野正洋, 研究員コラムvol.503.　スイスにおけるDMOの構造改革の取り組み
https://www.jtb.or.jp/researchers/column/column-switzerland-dmo-structure-reform-kanno/
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と
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
伝
い
と
提
案
で
す
。

武
蔵
野
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
的
資
源

の
豊
富
さ
に
魅
了
さ
れ
た
個
人
の
想
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
2
0
2
3
年
で
20
回
を
数
え
、
市
民
活
動

的
な
広
が
り
を
見
せ
な
が
ら
、
最
近
で
は
Ｊ

Ｒ
や
京
王
電
鉄
な
ど
も
協
力
団
体
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
主
催
の
実
行
委
員
会
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
武
蔵
野
の
公

園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
一
般
社
団
法
人
武
蔵
野

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
集
め
を

き
っ
か
け
と
し
た
訪
問
機
会
創
出
や
滞
在
時

間
の
伸
長
、
消
費
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
各
地
で
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
親
子
や
シ
ニ
ア
層
が

多
く
、
20
歳
前
後
の
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
は
当

初
全
く
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
期
間
中
の
休
日
に
公
園
で

実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
出
か

け
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
緑
や
ラ
リ
ー
参
加

者
と
接
し
た
こ
と
で
、
有
名
観
光
地
へ
の
旅

行
と
は
趣
の
違
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
若
者
の
参
加
を
促
す
方
法
は
？
」
と
い
う

課
題
を
提
示
し
、
彼
ら
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
も
ら
い
、
京
都
旅
行
と
は
対
照
的

な
経
験
か
ら
考
え
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
短
い
期
間
で
の
取
り
組
み
で
、
成

果
と
呼
べ
る
も
の
が
大
き
い
と
は
言
い
難
い

の
で
す
が
、
学
生
達
の
感
想
や
さ
さ
や
か
な

提
案
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
届
け

し
、喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
、
1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
課
題
）に
取
り
組
み
、
解

決
策
ま
で
を
丁
寧
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
テ
ー
マ
は
首
都
圏
か
ら
離
れ
た

地
域
の
観
光
振
興
で
、
さ
ら
に
こ
の
数
年
は

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム（
以
下
Ｕ
Ｔ
）

と
は
、
観
光
庁

が「
す
べ
て
の

人
が
楽
し
め
る

よ
う
創
ら
れ
た

旅
行
で
あ
り
、

○
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産
業
、

観
光
地
活
性
化
に
関
す
る
基
礎
的
・
専
門
的

な
知
識
と
考
え
方

○
事
例
研
究
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
課

題
解
決
力
、
提
案
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
へ
の
関

心
が
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
は

他
者
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
積
極
的
で
、
大
学
内

で
募
集
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
率
も
高
く
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
の
例
か
ら
具
体
的
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
2
年
生
は
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
す
の

で
、
以
降
3
年
間
を
と
も
に
活
動
す
る
チ
ー

ム
づ
く
り
を
重
視
し
、
観
光
の
広
が
り
や
課

題
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

広
が
り
や
、
地
域
や
社
会
と
の
関
係
の
中
で

旅
行
・
観
光
を
と
ら
え
る
視
野

を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず
は
情
報

源
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
、
業

界
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
読
み
込
み
や
発
表
を

繰
り
返
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
は
2
つ
の
学

外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
1

つ
目
は
、
夏
休
み
の
京
都
視
察

旅
行
の
企
画
・
実
践
で
す
。
多

く
の
報
道
に
よ
り
「
最
近
の
観

光
の
課
題
と
い
え
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
京
都
が
た
い

へ
ん
ら
し
い
」
と
認
識
し
て
い

る
学
生
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
場
へ
行
っ
て
自
分
で
確

か
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
京
都
へ
の
旅
行
」

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、

「
京
都
市
内
に
１
泊
す
る
こ
と
」
と
「
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
学
ん
で
く
る
こ
と
」
と

し
て
、
訪
問
先
、
宿
泊
先
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
な
ど
を
企
画
す
る
ゼ
ミ
内
コ
ン
ペ
を
開

催
。
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
た
め

　
亜
細
亜
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
は
、
2
0
0
9
年
に
開
設
さ
れ
た

１
学
年
約
1
5
0
人
の
学
科
で
す
。
学
科
設

置
に
先
ん
じ
て
2
0
0
4
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
専
攻
と
い
う
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
以
来
約
20
年
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

界
へ
の
人
材
輩
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
学
科
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の

実
務
家
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
2
年
間
と
す

る
大
学
が
多
い
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
2
年

生
か
ら
卒
業
ま
で
の
3
年
間
設
置
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
ゼ
ミ
は
必
修
で
、
全
員
ど
こ

か
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
実
務
経
験
に
紐
づ
く
6
領
域
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
11

の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
入
学
当
初
か
ら
ど
の
分
野

に
進
み
た
い
か
を
意
識
し
て
き
た
1
年
生

が
、2
年
生
に
進
級
す
る
際
に
ゼ
ミ
を
選
択
、

選
考
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
、
私
は
、
旅
行

会
社
（
株
式
会
社
J
T
B
）
と
観
光
を
専
門

と
す
る
調
査
研
究
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
で
の
職
務
経
験
か
ら
、
通
称

「
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
ゼ
ミ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
学
年
ご
と
に
15
〜

20
人
で
す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
学

科
設
立
以
来
の
も
の
で
、
主
に
旅
行
会
社
や

宿
泊
業
界
へ
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が

多
く
集
ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
進
路
に
つ

い
て
は
迷
い
つ
つ
も
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
当
ゼ
ミ
を
希
望
し
、
卒
業
時
に

は
一
般
企
業
へ
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
日
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
ぼ
う
と
も
、
旅
行
の
魅
力
や
観
光
と
地
域

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が
役
立
つ
こ

と
は
多
く
、
旅
行
・
観
光
を
通
じ
て
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き

る
旅
行
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。Ｕ
Ｔ
の
進
展

策
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」と
い
っ
た
定

義
の
追
究
と
、
特
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

に
触
発
さ
れ
る
観
光
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も

の
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
を
学
生

達
と
共
有
し
た
い
と
試
み
て
き
ま
し
た
。「
観

光
は
五
感
で
」と
は
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、
実
際
に
は
視
覚
に
頼
る
、
あ
る
い
は
視
覚

偏
重
の
観
光
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
ゼ
ミ
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
す
る

「
ト
ラ
ベ
ル
研
修
」
と
い
う
担
当
科
目
に
て
、

2
年
次
に「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

（
東
京
都
港
区
）（
以
下
D
I
D
）
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
に
て
『
目

の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』（
伊
藤
亜
紗
著
、
光
文
社
、
2
0
1
5
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
輪
読
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
D
I
D
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
博
士
ア
ン
ド

レ
ア
ス
・
ハ
イ
ネ
ッ
ケ
の
発
案
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
世
界
47
カ
国
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
日
本
で
は

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
、
普
段
か
ら
目
を

使
わ
な
い
視
覚
障
害
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

経
て
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で

あ
る
暗
闇
へ
と
導
き
、
視
覚
以
外
の
様
々
な

感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ

る
体
験
施
設
で
す
。
私
は
、
通
常
は
助
け
ら

れ
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
障
害
者
（
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
）
と
健

常
者
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
点

に
注
目
し
、こ
こ
に「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
研
究
活
動
を
縁
に
知
り
合
っ
た
富

山
国
際
大
学
の
一
井
崇
准
教
授
の
ゼ
ミ
と
合

同
で
、
富
山
県
立
山
町
に
て
3
泊
4
日
の
夏

休
み
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
立
山
町
は
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
い
う
超
有
名
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
通
過
型
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知

る
人
ぞ
知
る
伝
統
的
な
越
中
瀬
戸
焼
の
存
在

や
立
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
大
繁
栄
し
た
歴

史
な
ど
、
五
感
と
の
か
か
わ
り
や
目
に
は
見

え
な
い
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
点
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え

る
素
材
が
豊
富
で
す
。
合
宿
に
は
、
全
盲
の

文
化
人
類
学
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
広
瀬
浩
二
郎
教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
京
と
富
山
と
い
う
異
な
る
環
境
下
で
観

光
を
学
ぶ
学
生
ど
う
し
の
交
流
も
大
い
に
意

義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
数
日
の
合
同
合
宿

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
両
ゼ
ミ
生
が
混
在
す

る
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
立
山
町
の
観
光
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
学
生
に
対
し
て
複

層
的
な
狙
い
を
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、「
難
し
す
ぎ
る
」
と
抵
抗
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
は
3
つ
の
プ
ラ
ン
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
同
町
で
酒
を
造
り
10
年
後

に
リ
ピ
ー
ト
し
て
完
成
品
を
飲
ん
で
も
ら
う

プ
ラ
ン
、
五
感
を
使
っ
て
江
戸
時
代
を
体
験

す
る
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
信
仰
・
親
交
・

新
興
・
振
興
の
4
つ
の
S
H
I
N
K
O
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
2
0
2
4
年
2
月
、

東
京
富
山
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
東
京

在
住
の
富
山
県
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会（
合

同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会
『
Z
世

代
が
考
え
る
五
感
の
観
光
in
T
A
T
E
Y
A-

M
A 

2
0
2
3
』）
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
北

日
本
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
提
案
内
容
は
重
要
で
す
が
、
毎

年
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
る
苦
労
か
ら
の
学

び
で
す
。
最
初
は
た
い
て

い
、
巷
の
観
光
情
報
を
集

め
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た

ツ
ギ
ハ
ギ
プ
ラ
ン
が
出
て

き
ま
す
。
徐
々
に
自
分
た

ち
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と

を
活
か
す
よ
う
に
な
り
、

最
終
的
に
は
音
や
に
お

い
、
手
触
り
や
味
な
ど
の

感
覚
に
も
こ
だ
わ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
難
し
さ
に
悩
み
、
発
表

会
の
緊
張
を
乗
り
越
え
た

達
成
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自

　
テ
ー
マ
は
、
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
連

し
て
い
れ
ば
な
ん
で
も
自
由
に
設
定
し
て
よ

い
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ゼ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ニ
メ
、
音
楽
（
フ
ェ
ス
）、
フ
ァ
ン
（
ア
イ
ド

ル
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
深
め
た
い
と
い

う
ゼ
ミ
生
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
墟

や
ゴ
ー
ス
ト
、
平
和
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら

観
光
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
着
想
や
ま

と
め
が
面
白
く
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
自
分
が
選

ん
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
と
課
題
に
つ
い
て
時
間

を
か
け
て
調
べ
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を
考

え
出
す
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。
最
後
に
は
「
や
っ
て
み

た
ら
、
で
き
ま
し
た
」
と
す
が
す
が
し
い
表

情
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
空
港
や
運

輸
機
関
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
8
人

の
ゼ
ミ
生
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞ら
し
さ
を
呈
し
ま
し
た

が
、
D
I
D
体
験
や
U
T
を
意
識
し
た
活
動

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
の
職
業
に
関
心
を

持
っ
て
卒
論
を
ま
と
め
た
学
生
は
、
障
害
者

の
雇
用
支
援
事
業
を
行
う
企
業
へ
就
職
し
ま

し
た
。
私
に
提
供
で
き
る
知
見
や
機
会
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
に
関
わ
る
学
び

が
持
っ
て
い
る
広
が
り
と
可
能
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
の
趣
旨
は
、
ゼ
ミ
と
い
う
窓
を
通

じ
て
観
光
を
学
ぶ
学
生
の
姿
を
知
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
稿
執
筆
を
通
じ
、
私
に
と
っ

て
は
ゼ
ミ
生
が
未
知
や
未
来
へ
の
窓
と
な
っ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

信
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
様
を
見
る
こ
と
は
、

私
の
密
か
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
は
就
職
活
動
と
並
行
し
、
各
自
が

卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
卒
論
は
必
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
全
員
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
力
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
、
文
章
作
成
に
は
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
多
い
の
で
、
着
手
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
点
は
苦
労
し
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
生
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
例

と
し
て
2
0
2
3
年
度
の
論
文
タ
イ
ト
ル
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

亜
細
亜
大
学 

経
営
学
部 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

久
保
田
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

21
回

第

久
保
田
美
穂
子（
く
ぼ
た・み
ほ
こ
）

亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
准
教
授
。長
野
県
長
野
市
出
身
。東
京

外
国
語
大
学
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
業
後（
株
）日
本
交

通
公
社
入
社
、（
財
）日
本
交
通
公
社
へ
移
籍
後
研
究

員
と
し
て
旅
行
者
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
調
査
、旅
館・温
泉
地
活
性
化
調
査

等
に
従
事
。「
旅
の
図
書
館
」館
長
も
兼
務
し
た
。2
0
1
7
年
よ
り
現

職
。2
0
1
9
年
３
月
法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
修
了
。地

域
の
観
光
振
興
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
観
光
庁
委
員

会
等
に
参
画

ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
ぼ
う
と
も
、

旅
行
の
魅
力
や
観
光
と

地
域
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が

役
立
つ
こ
と
は
多
い

の
予
約
・
手
配
と
現
地
で
の
案
内
を
全
員
で

役
割
分
担
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の
活
動
は
、
大
学
の
所
在
す
る
東

京
都
武
蔵
野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
対
象
と
す

る「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」へ
の
参
加

1
．ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞

第261号 May 202447



写真2）「森の地図スタンプラリー」主催者を教室へお招きしてレクチャーを受ける（亜細亜大学）

と
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
伝
い
と
提
案
で
す
。

武
蔵
野
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
的
資
源

の
豊
富
さ
に
魅
了
さ
れ
た
個
人
の
想
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
2
0
2
3
年
で
20
回
を
数
え
、
市
民
活
動

的
な
広
が
り
を
見
せ
な
が
ら
、
最
近
で
は
Ｊ

Ｒ
や
京
王
電
鉄
な
ど
も
協
力
団
体
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
主
催
の
実
行
委
員
会
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
武
蔵
野
の
公

園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
一
般
社
団
法
人
武
蔵
野

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
集
め
を

き
っ
か
け
と
し
た
訪
問
機
会
創
出
や
滞
在
時

間
の
伸
長
、
消
費
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
各
地
で
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
親
子
や
シ
ニ
ア
層
が

多
く
、
20
歳
前
後
の
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
は
当

初
全
く
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
期
間
中
の
休
日
に
公
園
で

実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
出
か

け
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
緑
や
ラ
リ
ー
参
加

者
と
接
し
た
こ
と
で
、
有
名
観
光
地
へ
の
旅

行
と
は
趣
の
違
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
若
者
の
参
加
を
促
す
方
法
は
？
」
と
い
う

課
題
を
提
示
し
、
彼
ら
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
も
ら
い
、
京
都
旅
行
と
は
対
照
的

な
経
験
か
ら
考
え
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
短
い
期
間
で
の
取
り
組
み
で
、
成

果
と
呼
べ
る
も
の
が
大
き
い
と
は
言
い
難
い

の
で
す
が
、
学
生
達
の
感
想
や
さ
さ
や
か
な

提
案
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
届
け

し
、喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
、
1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
課
題
）に
取
り
組
み
、
解

決
策
ま
で
を
丁
寧
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
テ
ー
マ
は
首
都
圏
か
ら
離
れ
た

地
域
の
観
光
振
興
で
、
さ
ら
に
こ
の
数
年
は

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム（
以
下
Ｕ
Ｔ
）

と
は
、
観
光
庁

が「
す
べ
て
の

人
が
楽
し
め
る

よ
う
創
ら
れ
た

旅
行
で
あ
り
、

○
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産
業
、

観
光
地
活
性
化
に
関
す
る
基
礎
的
・
専
門
的

な
知
識
と
考
え
方

○
事
例
研
究
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
課

題
解
決
力
、
提
案
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
へ
の
関

心
が
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
は

他
者
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
積
極
的
で
、
大
学
内

で
募
集
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
率
も
高
く
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
の
例
か
ら
具
体
的
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
2
年
生
は
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
す
の

で
、
以
降
3
年
間
を
と
も
に
活
動
す
る
チ
ー

ム
づ
く
り
を
重
視
し
、
観
光
の
広
が
り
や
課

題
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

広
が
り
や
、
地
域
や
社
会
と
の
関
係
の
中
で

旅
行
・
観
光
を
と
ら
え
る
視
野

を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず
は
情
報

源
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
、
業

界
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
読
み
込
み
や
発
表
を

繰
り
返
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
は
2
つ
の
学

外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
1

つ
目
は
、
夏
休
み
の
京
都
視
察

旅
行
の
企
画
・
実
践
で
す
。
多

く
の
報
道
に
よ
り
「
最
近
の
観

光
の
課
題
と
い
え
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
京
都
が
た
い

へ
ん
ら
し
い
」
と
認
識
し
て
い

る
学
生
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
場
へ
行
っ
て
自
分
で
確

か
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
京
都
へ
の
旅
行
」

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、

「
京
都
市
内
に
１
泊
す
る
こ
と
」
と
「
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
学
ん
で
く
る
こ
と
」
と

し
て
、
訪
問
先
、
宿
泊
先
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
な
ど
を
企
画
す
る
ゼ
ミ
内
コ
ン
ペ
を
開

催
。
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
た
め

　
亜
細
亜
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
は
、
2
0
0
9
年
に
開
設
さ
れ
た

１
学
年
約
1
5
0
人
の
学
科
で
す
。
学
科
設

置
に
先
ん
じ
て
2
0
0
4
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
専
攻
と
い
う
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
以
来
約
20
年
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

界
へ
の
人
材
輩
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
学
科
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の

実
務
家
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
2
年
間
と
す

る
大
学
が
多
い
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
2
年

生
か
ら
卒
業
ま
で
の
3
年
間
設
置
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
ゼ
ミ
は
必
修
で
、
全
員
ど
こ

か
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
実
務
経
験
に
紐
づ
く
6
領
域
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
11

の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
入
学
当
初
か
ら
ど
の
分
野

に
進
み
た
い
か
を
意
識
し
て
き
た
1
年
生

が
、2
年
生
に
進
級
す
る
際
に
ゼ
ミ
を
選
択
、

選
考
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
、
私
は
、
旅
行

会
社
（
株
式
会
社
J
T
B
）
と
観
光
を
専
門

と
す
る
調
査
研
究
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
で
の
職
務
経
験
か
ら
、
通
称

「
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
ゼ
ミ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
学
年
ご
と
に
15
〜

20
人
で
す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
学

科
設
立
以
来
の
も
の
で
、
主
に
旅
行
会
社
や

宿
泊
業
界
へ
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が

多
く
集
ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
進
路
に
つ

い
て
は
迷
い
つ
つ
も
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
当
ゼ
ミ
を
希
望
し
、
卒
業
時
に

は
一
般
企
業
へ
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
日
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
ぼ
う
と
も
、
旅
行
の
魅
力
や
観
光
と
地
域

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が
役
立
つ
こ

と
は
多
く
、
旅
行
・
観
光
を
通
じ
て
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き

る
旅
行
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。Ｕ
Ｔ
の
進
展

策
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」と
い
っ
た
定

義
の
追
究
と
、
特
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

に
触
発
さ
れ
る
観
光
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も

の
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
を
学
生

達
と
共
有
し
た
い
と
試
み
て
き
ま
し
た
。「
観

光
は
五
感
で
」と
は
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、
実
際
に
は
視
覚
に
頼
る
、
あ
る
い
は
視
覚

偏
重
の
観
光
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
ゼ
ミ
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
す
る

「
ト
ラ
ベ
ル
研
修
」
と
い
う
担
当
科
目
に
て
、

2
年
次
に「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

（
東
京
都
港
区
）（
以
下
D
I
D
）
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
に
て
『
目

の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』（
伊
藤
亜
紗
著
、
光
文
社
、
2
0
1
5
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
輪
読
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
D
I
D
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
博
士
ア
ン
ド

レ
ア
ス
・
ハ
イ
ネ
ッ
ケ
の
発
案
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
世
界
47
カ
国
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
日
本
で
は

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
、
普
段
か
ら
目
を

使
わ
な
い
視
覚
障
害
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

経
て
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で

あ
る
暗
闇
へ
と
導
き
、
視
覚
以
外
の
様
々
な

感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ

る
体
験
施
設
で
す
。
私
は
、
通
常
は
助
け
ら

れ
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
障
害
者
（
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
）
と
健

常
者
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
点

に
注
目
し
、こ
こ
に「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
研
究
活
動
を
縁
に
知
り
合
っ
た
富

山
国
際
大
学
の
一
井
崇
准
教
授
の
ゼ
ミ
と
合

同
で
、
富
山
県
立
山
町
に
て
3
泊
4
日
の
夏

休
み
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
立
山
町
は
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
い
う
超
有
名
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
通
過
型
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知

る
人
ぞ
知
る
伝
統
的
な
越
中
瀬
戸
焼
の
存
在

や
立
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
大
繁
栄
し
た
歴

史
な
ど
、
五
感
と
の
か
か
わ
り
や
目
に
は
見

え
な
い
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
点
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え

る
素
材
が
豊
富
で
す
。
合
宿
に
は
、
全
盲
の

文
化
人
類
学
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
広
瀬
浩
二
郎
教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
京
と
富
山
と
い
う
異
な
る
環
境
下
で
観

光
を
学
ぶ
学
生
ど
う
し
の
交
流
も
大
い
に
意

義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
数
日
の
合
同
合
宿

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
両
ゼ
ミ
生
が
混
在
す

る
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
立
山
町
の
観
光
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
学
生
に
対
し
て
複

層
的
な
狙
い
を
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、「
難
し
す
ぎ
る
」
と
抵
抗
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
は
3
つ
の
プ
ラ
ン
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
同
町
で
酒
を
造
り
10
年
後

に
リ
ピ
ー
ト
し
て
完
成
品
を
飲
ん
で
も
ら
う

プ
ラ
ン
、
五
感
を
使
っ
て
江
戸
時
代
を
体
験

す
る
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
信
仰
・
親
交
・

新
興
・
振
興
の
4
つ
の
S
H
I
N
K
O
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
2
0
2
4
年
2
月
、

東
京
富
山
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
東
京

在
住
の
富
山
県
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会（
合

同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会
『
Z
世

代
が
考
え
る
五
感
の
観
光
in
T
A
T
E
Y
A-

M
A 

2
0
2
3
』）
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
北

日
本
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
提
案
内
容
は
重
要
で
す
が
、
毎

年
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
る
苦
労
か
ら
の
学

び
で
す
。
最
初
は
た
い
て

い
、
巷
の
観
光
情
報
を
集

め
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た

ツ
ギ
ハ
ギ
プ
ラ
ン
が
出
て

き
ま
す
。
徐
々
に
自
分
た

ち
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と

を
活
か
す
よ
う
に
な
り
、

最
終
的
に
は
音
や
に
お

い
、
手
触
り
や
味
な
ど
の

感
覚
に
も
こ
だ
わ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
難
し
さ
に
悩
み
、
発
表

会
の
緊
張
を
乗
り
越
え
た

達
成
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自

　
テ
ー
マ
は
、
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
連

し
て
い
れ
ば
な
ん
で
も
自
由
に
設
定
し
て
よ

い
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ゼ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ニ
メ
、
音
楽
（
フ
ェ
ス
）、
フ
ァ
ン
（
ア
イ
ド

ル
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
深
め
た
い
と
い

う
ゼ
ミ
生
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
墟

や
ゴ
ー
ス
ト
、
平
和
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら

観
光
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
着
想
や
ま

と
め
が
面
白
く
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
自
分
が
選

ん
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
と
課
題
に
つ
い
て
時
間

を
か
け
て
調
べ
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を
考

え
出
す
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。
最
後
に
は
「
や
っ
て
み

た
ら
、
で
き
ま
し
た
」
と
す
が
す
が
し
い
表

情
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
空
港
や
運

輸
機
関
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
8
人

の
ゼ
ミ
生
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞ら
し
さ
を
呈
し
ま
し
た

が
、
D
I
D
体
験
や
U
T
を
意
識
し
た
活
動

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
の
職
業
に
関
心
を

持
っ
て
卒
論
を
ま
と
め
た
学
生
は
、
障
害
者

の
雇
用
支
援
事
業
を
行
う
企
業
へ
就
職
し
ま

し
た
。
私
に
提
供
で
き
る
知
見
や
機
会
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
に
関
わ
る
学
び

が
持
っ
て
い
る
広
が
り
と
可
能
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
の
趣
旨
は
、
ゼ
ミ
と
い
う
窓
を
通

じ
て
観
光
を
学
ぶ
学
生
の
姿
を
知
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
稿
執
筆
を
通
じ
、
私
に
と
っ

て
は
ゼ
ミ
生
が
未
知
や
未
来
へ
の
窓
と
な
っ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

信
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
様
を
見
る
こ
と
は
、

私
の
密
か
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
は
就
職
活
動
と
並
行
し
、
各
自
が

卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
卒
論
は
必
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
全
員
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
力
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
、
文
章
作
成
に
は
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
多
い
の
で
、
着
手
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
点
は
苦
労
し
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
生
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
例

と
し
て
2
0
2
3
年
度
の
論
文
タ
イ
ト
ル
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

2
．現
場
で
感
じ
て

考
え
る
ゼ
ミ
活
動

の
予
約
・
手
配
と
現
地
で
の
案
内
を
全
員
で

役
割
分
担
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の
活
動
は
、
大
学
の
所
在
す
る
東

京
都
武
蔵
野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
対
象
と
す

る「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」へ
の
参
加

写真3）視覚障害者の案内方法を学ぶと同時に、
五感で植物園を楽しむ研修も実施（神代植物公園）

② 

3
年
生（
応
用
演
習
）…

　 

「
経
験
が
な
い
で
す
、難
し
い
で
す
、

　 

も
う
一
度
考
え
ま
す
」

① 

2
年
生（
基
礎
演
習
）…

　 

「
T
h
e
観
光
？
」「
え
？
観
光
？
」

※
1

写真1）ゼミ生が選んだ訪問先の一つはSNSで人気を集める
永観堂禅林寺の曲線の階段「臥龍廊」（京都市左京区）
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写真2）「森の地図スタンプラリー」主催者を教室へお招きしてレクチャーを受ける（亜細亜大学）

と
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
伝
い
と
提
案
で
す
。

武
蔵
野
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
的
資
源

の
豊
富
さ
に
魅
了
さ
れ
た
個
人
の
想
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
2
0
2
3
年
で
20
回
を
数
え
、
市
民
活
動

的
な
広
が
り
を
見
せ
な
が
ら
、
最
近
で
は
Ｊ

Ｒ
や
京
王
電
鉄
な
ど
も
協
力
団
体
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
主
催
の
実
行
委
員
会
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
武
蔵
野
の
公

園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
一
般
社
団
法
人
武
蔵
野

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
集
め
を

き
っ
か
け
と
し
た
訪
問
機
会
創
出
や
滞
在
時

間
の
伸
長
、
消
費
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
各
地
で
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
親
子
や
シ
ニ
ア
層
が

多
く
、
20
歳
前
後
の
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
は
当

初
全
く
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
期
間
中
の
休
日
に
公
園
で

実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
出
か

け
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
緑
や
ラ
リ
ー
参
加

者
と
接
し
た
こ
と
で
、
有
名
観
光
地
へ
の
旅

行
と
は
趣
の
違
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
若
者
の
参
加
を
促
す
方
法
は
？
」
と
い
う

課
題
を
提
示
し
、
彼
ら
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
も
ら
い
、
京
都
旅
行
と
は
対
照
的

な
経
験
か
ら
考
え
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
短
い
期
間
で
の
取
り
組
み
で
、
成

果
と
呼
べ
る
も
の
が
大
き
い
と
は
言
い
難
い

の
で
す
が
、
学
生
達
の
感
想
や
さ
さ
や
か
な

提
案
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
届
け

し
、喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
、
1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
課
題
）に
取
り
組
み
、
解

決
策
ま
で
を
丁
寧
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
テ
ー
マ
は
首
都
圏
か
ら
離
れ
た

地
域
の
観
光
振
興
で
、
さ
ら
に
こ
の
数
年
は

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム（
以
下
Ｕ
Ｔ
）

と
は
、
観
光
庁

が「
す
べ
て
の

人
が
楽
し
め
る

よ
う
創
ら
れ
た

旅
行
で
あ
り
、

○
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産
業
、

観
光
地
活
性
化
に
関
す
る
基
礎
的
・
専
門
的

な
知
識
と
考
え
方

○
事
例
研
究
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
課

題
解
決
力
、
提
案
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
へ
の
関

心
が
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
は

他
者
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
積
極
的
で
、
大
学
内

で
募
集
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
率
も
高
く
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
の
例
か
ら
具
体
的
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
2
年
生
は
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
す
の

で
、
以
降
3
年
間
を
と
も
に
活
動
す
る
チ
ー

ム
づ
く
り
を
重
視
し
、
観
光
の
広
が
り
や
課

題
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

広
が
り
や
、
地
域
や
社
会
と
の
関
係
の
中
で

旅
行
・
観
光
を
と
ら
え
る
視
野

を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず
は
情
報

源
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
、
業

界
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
読
み
込
み
や
発
表
を

繰
り
返
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
は
2
つ
の
学

外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
1

つ
目
は
、
夏
休
み
の
京
都
視
察

旅
行
の
企
画
・
実
践
で
す
。
多

く
の
報
道
に
よ
り
「
最
近
の
観

光
の
課
題
と
い
え
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
京
都
が
た
い

へ
ん
ら
し
い
」
と
認
識
し
て
い

る
学
生
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
場
へ
行
っ
て
自
分
で
確

か
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
京
都
へ
の
旅
行
」

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、

「
京
都
市
内
に
１
泊
す
る
こ
と
」
と
「
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
学
ん
で
く
る
こ
と
」
と

し
て
、
訪
問
先
、
宿
泊
先
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
な
ど
を
企
画
す
る
ゼ
ミ
内
コ
ン
ペ
を
開

催
。
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
た
め

　
亜
細
亜
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
は
、
2
0
0
9
年
に
開
設
さ
れ
た

１
学
年
約
1
5
0
人
の
学
科
で
す
。
学
科
設

置
に
先
ん
じ
て
2
0
0
4
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
専
攻
と
い
う
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
以
来
約
20
年
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

界
へ
の
人
材
輩
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
学
科
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の

実
務
家
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
2
年
間
と
す

る
大
学
が
多
い
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
2
年

生
か
ら
卒
業
ま
で
の
3
年
間
設
置
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
ゼ
ミ
は
必
修
で
、
全
員
ど
こ

か
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
実
務
経
験
に
紐
づ
く
6
領
域
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
11

の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
入
学
当
初
か
ら
ど
の
分
野

に
進
み
た
い
か
を
意
識
し
て
き
た
1
年
生

が
、2
年
生
に
進
級
す
る
際
に
ゼ
ミ
を
選
択
、

選
考
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
、
私
は
、
旅
行

会
社
（
株
式
会
社
J
T
B
）
と
観
光
を
専
門

と
す
る
調
査
研
究
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
で
の
職
務
経
験
か
ら
、
通
称

「
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
ゼ
ミ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
学
年
ご
と
に
15
〜

20
人
で
す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
学

科
設
立
以
来
の
も
の
で
、
主
に
旅
行
会
社
や

宿
泊
業
界
へ
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が

多
く
集
ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
進
路
に
つ

い
て
は
迷
い
つ
つ
も
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
当
ゼ
ミ
を
希
望
し
、
卒
業
時
に

は
一
般
企
業
へ
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
日
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
ぼ
う
と
も
、
旅
行
の
魅
力
や
観
光
と
地
域

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が
役
立
つ
こ

と
は
多
く
、
旅
行
・
観
光
を
通
じ
て
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き

る
旅
行
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。Ｕ
Ｔ
の
進
展

策
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」と
い
っ
た
定

義
の
追
究
と
、
特
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

に
触
発
さ
れ
る
観
光
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も

の
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
を
学
生

達
と
共
有
し
た
い
と
試
み
て
き
ま
し
た
。「
観

光
は
五
感
で
」と
は
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、
実
際
に
は
視
覚
に
頼
る
、
あ
る
い
は
視
覚

偏
重
の
観
光
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
ゼ
ミ
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
す
る

「
ト
ラ
ベ
ル
研
修
」
と
い
う
担
当
科
目
に
て
、

2
年
次
に「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

（
東
京
都
港
区
）（
以
下
D
I
D
）
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
に
て
『
目

の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』（
伊
藤
亜
紗
著
、
光
文
社
、
2
0
1
5
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
輪
読
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
D
I
D
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
博
士
ア
ン
ド

レ
ア
ス
・
ハ
イ
ネ
ッ
ケ
の
発
案
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
世
界
47
カ
国
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
日
本
で
は

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
、
普
段
か
ら
目
を

使
わ
な
い
視
覚
障
害
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

経
て
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で

あ
る
暗
闇
へ
と
導
き
、
視
覚
以
外
の
様
々
な

感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ

る
体
験
施
設
で
す
。
私
は
、
通
常
は
助
け
ら

れ
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
障
害
者
（
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
）
と
健

常
者
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
点

に
注
目
し
、こ
こ
に「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
研
究
活
動
を
縁
に
知
り
合
っ
た
富

山
国
際
大
学
の
一
井
崇
准
教
授
の
ゼ
ミ
と
合

同
で
、
富
山
県
立
山
町
に
て
3
泊
4
日
の
夏

休
み
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
立
山
町
は
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
い
う
超
有
名
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
通
過
型
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知

る
人
ぞ
知
る
伝
統
的
な
越
中
瀬
戸
焼
の
存
在

や
立
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
大
繁
栄
し
た
歴

史
な
ど
、
五
感
と
の
か
か
わ
り
や
目
に
は
見

え
な
い
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
点
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え

る
素
材
が
豊
富
で
す
。
合
宿
に
は
、
全
盲
の

文
化
人
類
学
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
広
瀬
浩
二
郎
教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
京
と
富
山
と
い
う
異
な
る
環
境
下
で
観

光
を
学
ぶ
学
生
ど
う
し
の
交
流
も
大
い
に
意

義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
数
日
の
合
同
合
宿

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
両
ゼ
ミ
生
が
混
在
す

る
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
立
山
町
の
観
光
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
学
生
に
対
し
て
複

層
的
な
狙
い
を
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、「
難
し
す
ぎ
る
」
と
抵
抗
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
は
3
つ
の
プ
ラ
ン
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
同
町
で
酒
を
造
り
10
年
後

に
リ
ピ
ー
ト
し
て
完
成
品
を
飲
ん
で
も
ら
う

プ
ラ
ン
、
五
感
を
使
っ
て
江
戸
時
代
を
体
験

す
る
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
信
仰
・
親
交
・

新
興
・
振
興
の
4
つ
の
S
H
I
N
K
O
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
2
0
2
4
年
2
月
、

東
京
富
山
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
東
京

在
住
の
富
山
県
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会（
合

同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会
『
Z
世

代
が
考
え
る
五
感
の
観
光
in
T
A
T
E
Y
A-

M
A 

2
0
2
3
』）
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
北

日
本
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
提
案
内
容
は
重
要
で
す
が
、
毎

年
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
る
苦
労
か
ら
の
学

び
で
す
。
最
初
は
た
い
て

い
、
巷
の
観
光
情
報
を
集

め
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た

ツ
ギ
ハ
ギ
プ
ラ
ン
が
出
て

き
ま
す
。
徐
々
に
自
分
た

ち
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と

を
活
か
す
よ
う
に
な
り
、

最
終
的
に
は
音
や
に
お

い
、
手
触
り
や
味
な
ど
の

感
覚
に
も
こ
だ
わ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
難
し
さ
に
悩
み
、
発
表

会
の
緊
張
を
乗
り
越
え
た

達
成
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自

　
テ
ー
マ
は
、
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
連

し
て
い
れ
ば
な
ん
で
も
自
由
に
設
定
し
て
よ

い
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ゼ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ニ
メ
、
音
楽
（
フ
ェ
ス
）、
フ
ァ
ン
（
ア
イ
ド

ル
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
深
め
た
い
と
い

う
ゼ
ミ
生
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
墟

や
ゴ
ー
ス
ト
、
平
和
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら

観
光
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
着
想
や
ま

と
め
が
面
白
く
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
自
分
が
選

ん
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
と
課
題
に
つ
い
て
時
間

を
か
け
て
調
べ
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を
考

え
出
す
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。
最
後
に
は
「
や
っ
て
み

た
ら
、
で
き
ま
し
た
」
と
す
が
す
が
し
い
表

情
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
空
港
や
運

輸
機
関
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
8
人

の
ゼ
ミ
生
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞ら
し
さ
を
呈
し
ま
し
た

が
、
D
I
D
体
験
や
U
T
を
意
識
し
た
活
動

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
の
職
業
に
関
心
を

持
っ
て
卒
論
を
ま
と
め
た
学
生
は
、
障
害
者

の
雇
用
支
援
事
業
を
行
う
企
業
へ
就
職
し
ま

し
た
。
私
に
提
供
で
き
る
知
見
や
機
会
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
に
関
わ
る
学
び

が
持
っ
て
い
る
広
が
り
と
可
能
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
の
趣
旨
は
、
ゼ
ミ
と
い
う
窓
を
通

じ
て
観
光
を
学
ぶ
学
生
の
姿
を
知
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
稿
執
筆
を
通
じ
、
私
に
と
っ

て
は
ゼ
ミ
生
が
未
知
や
未
来
へ
の
窓
と
な
っ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

信
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
様
を
見
る
こ
と
は
、

私
の
密
か
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
は
就
職
活
動
と
並
行
し
、
各
自
が

卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
卒
論
は
必
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
全
員
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
力
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
、
文
章
作
成
に
は
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
多
い
の
で
、
着
手
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
点
は
苦
労
し
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
生
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
例

と
し
て
2
0
2
3
年
度
の
論
文
タ
イ
ト
ル
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

2
．現
場
で
感
じ
て

考
え
る
ゼ
ミ
活
動

の
予
約
・
手
配
と
現
地
で
の
案
内
を
全
員
で

役
割
分
担
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の
活
動
は
、
大
学
の
所
在
す
る
東

京
都
武
蔵
野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
対
象
と
す

る「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」へ
の
参
加

写真3）視覚障害者の案内方法を学ぶと同時に、
五感で植物園を楽しむ研修も実施（神代植物公園）

② 

3
年
生（
応
用
演
習
）…

　 

「
経
験
が
な
い
で
す
、難
し
い
で
す
、

　 

も
う
一
度
考
え
ま
す
」

① 

2
年
生（
基
礎
演
習
）…

　 

「
T
h
e
観
光
？
」「
え
？
観
光
？
」

※
1

写真1）ゼミ生が選んだ訪問先の一つはSNSで人気を集める
永観堂禅林寺の曲線の階段「臥龍廊」（京都市左京区）
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と
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
伝
い
と
提
案
で
す
。

武
蔵
野
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
的
資
源

の
豊
富
さ
に
魅
了
さ
れ
た
個
人
の
想
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
2
0
2
3
年
で
20
回
を
数
え
、
市
民
活
動

的
な
広
が
り
を
見
せ
な
が
ら
、
最
近
で
は
Ｊ

Ｒ
や
京
王
電
鉄
な
ど
も
協
力
団
体
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
主
催
の
実
行
委
員
会
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
武
蔵
野
の
公

園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
一
般
社
団
法
人
武
蔵
野

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
集
め
を

き
っ
か
け
と
し
た
訪
問
機
会
創
出
や
滞
在
時

間
の
伸
長
、
消
費
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
各
地
で
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
親
子
や
シ
ニ
ア
層
が

多
く
、
20
歳
前
後
の
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
は
当

初
全
く
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
期
間
中
の
休
日
に
公
園
で

実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
出
か

け
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
緑
や
ラ
リ
ー
参
加

者
と
接
し
た
こ
と
で
、
有
名
観
光
地
へ
の
旅

行
と
は
趣
の
違
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
若
者
の
参
加
を
促
す
方
法
は
？
」
と
い
う

課
題
を
提
示
し
、
彼
ら
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
も
ら
い
、
京
都
旅
行
と
は
対
照
的

な
経
験
か
ら
考
え
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
短
い
期
間
で
の
取
り
組
み
で
、
成

果
と
呼
べ
る
も
の
が
大
き
い
と
は
言
い
難
い

の
で
す
が
、
学
生
達
の
感
想
や
さ
さ
や
か
な

提
案
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
届
け

し
、喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
、
1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
課
題
）に
取
り
組
み
、
解

決
策
ま
で
を
丁
寧
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
テ
ー
マ
は
首
都
圏
か
ら
離
れ
た

地
域
の
観
光
振
興
で
、
さ
ら
に
こ
の
数
年
は

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム（
以
下
Ｕ
Ｔ
）

と
は
、
観
光
庁

が「
す
べ
て
の

人
が
楽
し
め
る

よ
う
創
ら
れ
た

旅
行
で
あ
り
、

○
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産
業
、

観
光
地
活
性
化
に
関
す
る
基
礎
的
・
専
門
的

な
知
識
と
考
え
方

○
事
例
研
究
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
課

題
解
決
力
、
提
案
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
へ
の
関

心
が
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
は

他
者
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
積
極
的
で
、
大
学
内

で
募
集
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
率
も
高
く
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
の
例
か
ら
具
体
的
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
2
年
生
は
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
す
の

で
、
以
降
3
年
間
を
と
も
に
活
動
す
る
チ
ー

ム
づ
く
り
を
重
視
し
、
観
光
の
広
が
り
や
課

題
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

広
が
り
や
、
地
域
や
社
会
と
の
関
係
の
中
で

旅
行
・
観
光
を
と
ら
え
る
視
野

を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず
は
情
報

源
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
、
業

界
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
読
み
込
み
や
発
表
を

繰
り
返
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
は
2
つ
の
学

外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
1

つ
目
は
、
夏
休
み
の
京
都
視
察

旅
行
の
企
画
・
実
践
で
す
。
多

く
の
報
道
に
よ
り
「
最
近
の
観

光
の
課
題
と
い
え
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
京
都
が
た
い

へ
ん
ら
し
い
」
と
認
識
し
て
い

る
学
生
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
場
へ
行
っ
て
自
分
で
確

か
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
京
都
へ
の
旅
行
」

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、

「
京
都
市
内
に
１
泊
す
る
こ
と
」
と
「
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
学
ん
で
く
る
こ
と
」
と

し
て
、
訪
問
先
、
宿
泊
先
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
な
ど
を
企
画
す
る
ゼ
ミ
内
コ
ン
ペ
を
開

催
。
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
た
め

　
亜
細
亜
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
は
、
2
0
0
9
年
に
開
設
さ
れ
た

１
学
年
約
1
5
0
人
の
学
科
で
す
。
学
科
設

置
に
先
ん
じ
て
2
0
0
4
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
専
攻
と
い
う
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
以
来
約
20
年
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

界
へ
の
人
材
輩
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
学
科
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の

実
務
家
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
2
年
間
と
す

る
大
学
が
多
い
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
2
年

生
か
ら
卒
業
ま
で
の
3
年
間
設
置
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
ゼ
ミ
は
必
修
で
、
全
員
ど
こ

か
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
実
務
経
験
に
紐
づ
く
6
領
域
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
11

の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
入
学
当
初
か
ら
ど
の
分
野

に
進
み
た
い
か
を
意
識
し
て
き
た
1
年
生

が
、2
年
生
に
進
級
す
る
際
に
ゼ
ミ
を
選
択
、

選
考
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
、
私
は
、
旅
行

会
社
（
株
式
会
社
J
T
B
）
と
観
光
を
専
門

と
す
る
調
査
研
究
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
で
の
職
務
経
験
か
ら
、
通
称

「
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
ゼ
ミ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
学
年
ご
と
に
15
〜

20
人
で
す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
学

科
設
立
以
来
の
も
の
で
、
主
に
旅
行
会
社
や

宿
泊
業
界
へ
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が

多
く
集
ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
進
路
に
つ

い
て
は
迷
い
つ
つ
も
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
当
ゼ
ミ
を
希
望
し
、
卒
業
時
に

は
一
般
企
業
へ
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
日
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
ぼ
う
と
も
、
旅
行
の
魅
力
や
観
光
と
地
域

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が
役
立
つ
こ

と
は
多
く
、
旅
行
・
観
光
を
通
じ
て
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き

る
旅
行
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。Ｕ
Ｔ
の
進
展

策
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」と
い
っ
た
定

義
の
追
究
と
、
特
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

に
触
発
さ
れ
る
観
光
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も

の
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
を
学
生

達
と
共
有
し
た
い
と
試
み
て
き
ま
し
た
。「
観

光
は
五
感
で
」と
は
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、
実
際
に
は
視
覚
に
頼
る
、
あ
る
い
は
視
覚

偏
重
の
観
光
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
ゼ
ミ
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
す
る

「
ト
ラ
ベ
ル
研
修
」
と
い
う
担
当
科
目
に
て
、

2
年
次
に「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

（
東
京
都
港
区
）（
以
下
D
I
D
）
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
に
て
『
目

の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』（
伊
藤
亜
紗
著
、
光
文
社
、
2
0
1
5
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
輪
読
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
D
I
D
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
博
士
ア
ン
ド

レ
ア
ス
・
ハ
イ
ネ
ッ
ケ
の
発
案
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
世
界
47
カ
国
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
日
本
で
は

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
、
普
段
か
ら
目
を

使
わ
な
い
視
覚
障
害
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

経
て
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で

あ
る
暗
闇
へ
と
導
き
、
視
覚
以
外
の
様
々
な

感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ

る
体
験
施
設
で
す
。
私
は
、
通
常
は
助
け
ら

れ
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
障
害
者
（
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
）
と
健

常
者
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
点

に
注
目
し
、こ
こ
に「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
研
究
活
動
を
縁
に
知
り
合
っ
た
富

山
国
際
大
学
の
一
井
崇
准
教
授
の
ゼ
ミ
と
合

同
で
、
富
山
県
立
山
町
に
て
3
泊
4
日
の
夏

休
み
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
立
山
町
は
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
い
う
超
有
名
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
通
過
型
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知

る
人
ぞ
知
る
伝
統
的
な
越
中
瀬
戸
焼
の
存
在

や
立
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
大
繁
栄
し
た
歴

史
な
ど
、
五
感
と
の
か
か
わ
り
や
目
に
は
見

え
な
い
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
点
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え

る
素
材
が
豊
富
で
す
。
合
宿
に
は
、
全
盲
の

文
化
人
類
学
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
広
瀬
浩
二
郎
教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
京
と
富
山
と
い
う
異
な
る
環
境
下
で
観

光
を
学
ぶ
学
生
ど
う
し
の
交
流
も
大
い
に
意

義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
数
日
の
合
同
合
宿

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
両
ゼ
ミ
生
が
混
在
す

る
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
立
山
町
の
観
光
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
学
生
に
対
し
て
複

層
的
な
狙
い
を
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、「
難
し
す
ぎ
る
」
と
抵
抗
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
は
3
つ
の
プ
ラ
ン
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
同
町
で
酒
を
造
り
10
年
後

に
リ
ピ
ー
ト
し
て
完
成
品
を
飲
ん
で
も
ら
う

プ
ラ
ン
、
五
感
を
使
っ
て
江
戸
時
代
を
体
験

す
る
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
信
仰
・
親
交
・

新
興
・
振
興
の
4
つ
の
S
H
I
N
K
O
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
2
0
2
4
年
2
月
、

東
京
富
山
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
東
京

在
住
の
富
山
県
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会（
合

同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会
『
Z
世

代
が
考
え
る
五
感
の
観
光
in
T
A
T
E
Y
A-

M
A 

2
0
2
3
』）
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
北

日
本
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
提
案
内
容
は
重
要
で
す
が
、
毎

年
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
る
苦
労
か
ら
の
学

び
で
す
。
最
初
は
た
い
て

い
、
巷
の
観
光
情
報
を
集

め
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た

ツ
ギ
ハ
ギ
プ
ラ
ン
が
出
て

き
ま
す
。
徐
々
に
自
分
た

ち
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と

を
活
か
す
よ
う
に
な
り
、

最
終
的
に
は
音
や
に
お

い
、
手
触
り
や
味
な
ど
の

感
覚
に
も
こ
だ
わ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
難
し
さ
に
悩
み
、
発
表

会
の
緊
張
を
乗
り
越
え
た

達
成
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自

※1… スタンプラリーの効果
 https://fun.shachihata.co.jp/rally/about/effect.php
※2… ユニバーサルツーリズムの定義に関する拡張的分析視角の

検討―富山県立山町における観光素材探究フィールドワー
ク実践を通じて―（久保田美穂子、2023、第38回日本観光
研究学会全国大会学術論文集）

　
テ
ー
マ
は
、
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
連

し
て
い
れ
ば
な
ん
で
も
自
由
に
設
定
し
て
よ

い
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ゼ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ニ
メ
、
音
楽
（
フ
ェ
ス
）、
フ
ァ
ン
（
ア
イ
ド

ル
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
深
め
た
い
と
い

う
ゼ
ミ
生
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
墟

や
ゴ
ー
ス
ト
、
平
和
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら

観
光
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
着
想
や
ま

と
め
が
面
白
く
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
自
分
が
選

ん
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
と
課
題
に
つ
い
て
時
間

を
か
け
て
調
べ
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を
考

え
出
す
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。
最
後
に
は
「
や
っ
て
み

た
ら
、
で
き
ま
し
た
」
と
す
が
す
が
し
い
表

情
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
空
港
や
運

輸
機
関
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
8
人

の
ゼ
ミ
生
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞ら
し
さ
を
呈
し
ま
し
た

が
、
D
I
D
体
験
や
U
T
を
意
識
し
た
活
動

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
の
職
業
に
関
心
を

持
っ
て
卒
論
を
ま
と
め
た
学
生
は
、
障
害
者

の
雇
用
支
援
事
業
を
行
う
企
業
へ
就
職
し
ま

3
．お
わ
り
に

し
た
。
私
に
提
供
で
き
る
知
見
や
機
会
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
に
関
わ
る
学
び

が
持
っ
て
い
る
広
が
り
と
可
能
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
の
趣
旨
は
、
ゼ
ミ
と
い
う
窓
を
通

じ
て
観
光
を
学
ぶ
学
生
の
姿
を
知
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
稿
執
筆
を
通
じ
、
私
に
と
っ

て
は
ゼ
ミ
生
が
未
知
や
未
来
へ
の
窓
と
な
っ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

信
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
様
を
見
る
こ
と
は
、

私
の
密
か
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
は
就
職
活
動
と
並
行
し
、
各
自
が

卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
卒
論
は
必
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
全
員
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
力
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
、
文
章
作
成
に
は
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
多
い
の
で
、
着
手
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
点
は
苦
労
し
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
生
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
例

と
し
て
2
0
2
3
年
度
の
論
文
タ
イ
ト
ル
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

1
人
旅
行
の
現
状
と
目
的
に
つ
い
て
　

○ 

フ
ェ
ス
に
お
け
る
観
光
効
果
と
地
方
活
性
化
　

○ 

人
は
な
ぜ
旅
行
を
す
る
の
か 

〜
旅
行
と
幸
福
感
の
関
係
に
つ
い
て
〜
　

○ 

地
方
観
光
地
に
お
け
る
青
春
18
き
っ
ぷ
の
活
用
に
よ
る
観
光
需
要
増
加
の
可
能
性

　 

〜
中
国・四
国
地
方
を
例
に
　

○ 

廃
墟
観
光
の
魅
力
と
そ
の
実
態 

〜
廃
墟
は
観
光
地
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
〜
　

○  

若
者
に
と
っ
て
の
聖
地
巡
礼
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
聖
地
巡
礼
の
共
通
点
に
つ
い
て
　

○ 

住
む
街
草
加
を
人
が
訪
れ
る
街
に
〜
最
高
の〝
と
と
の
い
〞
&
絶
品
グ
ル
メ
で
人
を
呼
べ
〜
　

○ 

箱
根
駅
伝
の
人
気
と
観
光
　

○ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
意
義
と
可
能
性
　

○ 

宮
城
県
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性 

〜
県
沿
岸
部
を
事
例
に
〜
　
　

○ 

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
と
そ
れ
が
作
り
上
げ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い
て

○ 

草
津
温
泉
が
人
気
観
光
地
に
な
っ
た
背
景
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
　

○ 

本
当
に
疲
労
を
回
復
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
　

○ 

日
本
最
大
の
観
光
都
市「
京
都
」の
成
り
立
ち
と
今
後
の
在
り
方
　

○ 

自
動
車
の
電
動
化
に
よ
る
可
能
性 

〜
生
活
と
観
光
か
ら
見
た
自
動
車
の
未
来
〜
　

○ 

平
和
の
構
築
に
観
光
が
で
き
る
こ
と 

〜
東
京
大
空
襲
の
記
憶
継
承
か
ら
考
え
る
〜
　

○ 

泡
盛
業
界
の
現
状
と
解
決
策 

〜
若
者
に
も
っ
と
泡
盛
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に
は
　

○ 

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
が
与
え
る
観
光
へ
の
影
響
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
加
に
向
け
て
　

○ 

日
本
に
お
け
る
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て
　

○ 

ア
イ
ド
ル
の
起
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
　

　 

〜
フ
ァ
ン
に
よ
る「
応
援
」、「
貢
献
」の
意
識
に
着
目
し
て
　

○ 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
　

の
予
約
・
手
配
と
現
地
で
の
案
内
を
全
員
で

役
割
分
担
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の
活
動
は
、
大
学
の
所
在
す
る
東

京
都
武
蔵
野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
対
象
と
す

る「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」へ
の
参
加

写真4）立山信仰の拠点エリア調査はe-bikeで（立山町芦峅寺）

写真5）430年の歴史を誇る越中瀬戸焼の窯元「千寿窯」の吉野香岳氏と
2日間の作品づくりと交流（富山県立山町）

写真6）五感をキーワードとする立山町の観光振興プランを作成、発表
（東京富山会館）

③ 

４
年
生（
総
合
演
習
）…

　 

「
や
っ
て
み
た
ら
、で
き
ま
し
た
」

※
2
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と
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
伝
い
と
提
案
で
す
。

武
蔵
野
地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
的
資
源

の
豊
富
さ
に
魅
了
さ
れ
た
個
人
の
想
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
2
0
2
3
年
で
20
回
を
数
え
、
市
民
活
動

的
な
広
が
り
を
見
せ
な
が
ら
、
最
近
で
は
Ｊ

Ｒ
や
京
王
電
鉄
な
ど
も
協
力
団
体
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
主
催
の
実
行
委
員
会
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
、
武
蔵
野
の
公

園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
一
般
社
団
法
人
武
蔵
野

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
ス
タ
ン
プ
集
め
を

き
っ
か
け
と
し
た
訪
問
機
会
創
出
や
滞
在
時

間
の
伸
長
、
消
費
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
各
地
で
多
数
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
親
子
や
シ
ニ
ア
層
が

多
く
、
20
歳
前
後
の
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
は
当

初
全
く
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
ラ
リ
ー
期
間
中
の
休
日
に
公
園
で

実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
出
か

け
、
身
近
に
あ
る
豊
か
な
緑
や
ラ
リ
ー
参
加

者
と
接
し
た
こ
と
で
、
有
名
観
光
地
へ
の
旅

行
と
は
趣
の
違
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
若
者
の
参
加
を
促
す
方
法
は
？
」
と
い
う

課
題
を
提
示
し
、
彼
ら
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
も
ら
い
、
京
都
旅
行
と
は
対
照
的

な
経
験
か
ら
考
え
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
短
い
期
間
で
の
取
り
組
み
で
、
成

果
と
呼
べ
る
も
の
が
大
き
い
と
は
言
い
難
い

の
で
す
が
、
学
生
達
の
感
想
や
さ
さ
や
か
な

提
案
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
お
届
け

し
、喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
、
1
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
一
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
課
題
）に
取
り
組
み
、
解

決
策
ま
で
を
丁
寧
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
テ
ー
マ
は
首
都
圏
か
ら
離
れ
た

地
域
の
観
光
振
興
で
、
さ
ら
に
こ
の
数
年
は

私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム（
以
下
Ｕ
Ｔ
）

と
は
、
観
光
庁

が「
す
べ
て
の

人
が
楽
し
め
る

よ
う
創
ら
れ
た

旅
行
で
あ
り
、

○
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産
業
、

観
光
地
活
性
化
に
関
す
る
基
礎
的
・
専
門
的

な
知
識
と
考
え
方

○
事
例
研
究
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
課

題
解
決
力
、
提
案
力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
へ
の
関

心
が
高
い
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
は

他
者
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
積
極
的
で
、
大
学
内

で
募
集
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
率
も
高
く
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
の
例
か
ら
具
体
的
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　
2
年
生
は
ゼ
ミ
と
し
て
は
初
年
度
で
す
の

で
、
以
降
3
年
間
を
と
も
に
活
動
す
る
チ
ー

ム
づ
く
り
を
重
視
し
、
観
光
の
広
が
り
や
課

題
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

広
が
り
や
、
地
域
や
社
会
と
の
関
係
の
中
で

旅
行
・
観
光
を
と
ら
え
る
視
野

を
広
げ
る
た
め
、
ま
ず
は
情
報

源
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
、
業

界
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
読
み
込
み
や
発
表
を

繰
り
返
し
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
は
2
つ
の
学

外
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
1

つ
目
は
、
夏
休
み
の
京
都
視
察

旅
行
の
企
画
・
実
践
で
す
。
多

く
の
報
道
に
よ
り
「
最
近
の
観

光
の
課
題
と
い
え
ば
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
京
都
が
た
い

へ
ん
ら
し
い
」
と
認
識
し
て
い

る
学
生
は
多
い
の
で
す
が
、
そ

こ
で
思
考
停
止
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
場
へ
行
っ
て
自
分
で
確

か
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
京
都
へ
の
旅
行
」

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
は
、

「
京
都
市
内
に
１
泊
す
る
こ
と
」
と
「
京
都
の

観
光
施
策
に
つ
い
て
学
ん
で
く
る
こ
と
」
と

し
て
、
訪
問
先
、
宿
泊
先
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
な
ど
を
企
画
す
る
ゼ
ミ
内
コ
ン
ペ
を
開

催
。
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
行
に
移
す
た
め

　
亜
細
亜
大
学
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
は
、
2
0
0
9
年
に
開
設
さ
れ
た

１
学
年
約
1
5
0
人
の
学
科
で
す
。
学
科
設

置
に
先
ん
じ
て
2
0
0
4
年
に
は
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
専
攻
と
い
う
コ
ー
ス
が
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
以
来
約
20
年
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

界
へ
の
人
材
輩
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
特
徴
は
、
学
科
の
専
任
教
員
の
ほ
と
ん
ど

が
ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の

実
務
家
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
2
年
間
と
す

る
大
学
が
多
い
演
習
科
目
（
ゼ
ミ
）
を
2
年

生
か
ら
卒
業
ま
で
の
3
年
間
設
置
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
ゼ
ミ
は
必
修
で
、
全
員
ど
こ

か
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
実
務
経
験
に
紐
づ
く
6
領
域
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
会
社
、

エ
ア
ラ
イ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
フ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
と
す
る
11

の
ゼ
ミ
が
あ
り
、
入
学
当
初
か
ら
ど
の
分
野

に
進
み
た
い
か
を
意
識
し
て
き
た
1
年
生

が
、2
年
生
に
進
級
す
る
際
に
ゼ
ミ
を
選
択
、

選
考
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
、
私
は
、
旅
行

会
社
（
株
式
会
社
J
T
B
）
と
観
光
を
専
門

と
す
る
調
査
研
究
機
関
（
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
）
で
の
職
務
経
験
か
ら
、
通
称

「
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
ゼ
ミ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
学
年
ご
と
に
15
〜

20
人
で
す
。

　
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
学

科
設
立
以
来
の
も
の
で
、
主
に
旅
行
会
社
や

宿
泊
業
界
へ
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が

多
く
集
ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
進
路
に
つ

い
て
は
迷
い
つ
つ
も
旅
行
が
好
き
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
当
ゼ
ミ
を
希
望
し
、
卒
業
時
に

は
一
般
企
業
へ
進
む
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
今
日
、
ど
の
よ
う
な
進
路
を

選
ぼ
う
と
も
、
旅
行
の
魅
力
や
観
光
と
地
域

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
学
び
が
役
立
つ
こ

と
は
多
く
、
旅
行
・
観
光
を
通
じ
て
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
、

年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
参
加
で
き

る
旅
行
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。Ｕ
Ｔ
の
進
展

策
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自

身
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」と
い
っ
た
定

義
の
追
究
と
、
特
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

に
触
発
さ
れ
る
観
光
の
面
白
さ
の
よ
う
な
も

の
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
を
学
生

達
と
共
有
し
た
い
と
試
み
て
き
ま
し
た
。「
観

光
は
五
感
で
」と
は
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す

が
、
実
際
に
は
視
覚
に
頼
る
、
あ
る
い
は
視
覚

偏
重
の
観
光
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
ゼ
ミ
生
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
す
る

「
ト
ラ
ベ
ル
研
修
」
と
い
う
担
当
科
目
に
て
、

2
年
次
に「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ダ
ー
ク
」

（
東
京
都
港
区
）（
以
下
D
I
D
）
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
に
て
『
目

の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
』（
伊
藤
亜
紗
著
、
光
文
社
、
2
0
1
5
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
輪
読
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
D
I
D
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
博
士
ア
ン
ド

レ
ア
ス
・
ハ
イ
ネ
ッ
ケ
の
発
案
に
よ
っ
て
生

ま
れ
、
世
界
47
カ
国
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。
日
本
で
は

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
、
普
段
か
ら
目
を

使
わ
な
い
視
覚
障
害
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

経
て
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で

あ
る
暗
闇
へ
と
導
き
、
視
覚
以
外
の
様
々
な

感
覚
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ

る
体
験
施
設
で
す
。
私
は
、
通
常
は
助
け
ら

れ
る
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
障
害
者
（
こ
こ
で
は
視
覚
障
害
者
）
と
健

常
者
の
関
係
が
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
点

に
注
目
し
、こ
こ
に「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
研
究
活
動
を
縁
に
知
り
合
っ
た
富

山
国
際
大
学
の
一
井
崇
准
教
授
の
ゼ
ミ
と
合

同
で
、
富
山
県
立
山
町
に
て
3
泊
4
日
の
夏

休
み
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
立
山
町
は
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
い
う
超
有
名
観
光

地
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
通
過
型
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
知

る
人
ぞ
知
る
伝
統
的
な
越
中
瀬
戸
焼
の
存
在

や
立
山
信
仰
の
拠
点
と
し
て
大
繁
栄
し
た
歴

史
な
ど
、
五
感
と
の
か
か
わ
り
や
目
に
は
見

え
な
い
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
点
で
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
？
」
に
つ
い
て
考
え

る
素
材
が
豊
富
で
す
。
合
宿
に
は
、
全
盲
の

文
化
人
類
学
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
広
瀬
浩
二
郎
教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
、
視
覚
以
外
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
京
と
富
山
と
い
う
異
な
る
環
境
下
で
観

光
を
学
ぶ
学
生
ど
う
し
の
交
流
も
大
い
に
意

義
が
あ
る
こ
と
と
考
え
、
数
日
の
合
同
合
宿

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
両
ゼ
ミ
生
が
混
在
す

る
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
立
山
町
の
観
光
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
経
験
の
浅
い
学
生
に
対
し
て
複

層
的
な
狙
い
を
入
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、「
難
し
す
ぎ
る
」
と
抵
抗
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
後
に
は
3
つ
の
プ
ラ
ン
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
同
町
で
酒
を
造
り
10
年
後

に
リ
ピ
ー
ト
し
て
完
成
品
を
飲
ん
で
も
ら
う

プ
ラ
ン
、
五
感
を
使
っ
て
江
戸
時
代
を
体
験

す
る
巡
礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
信
仰
・
親
交
・

新
興
・
振
興
の
4
つ
の
S
H
I
N
K
O
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
2
0
2
4
年
2
月
、

東
京
富
山
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
東
京

在
住
の
富
山
県
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会（
合

同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会
『
Z
世

代
が
考
え
る
五
感
の
観
光
in
T
A
T
E
Y
A-

M
A 

2
0
2
3
』）
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
北

日
本
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
提
案
内
容
は
重
要
で
す
が
、
毎

年
感
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
に
あ
る
苦
労
か
ら
の
学

び
で
す
。
最
初
は
た
い
て

い
、
巷
の
観
光
情
報
を
集

め
て
き
れ
い
に
ま
と
め
た

ツ
ギ
ハ
ギ
プ
ラ
ン
が
出
て

き
ま
す
。
徐
々
に
自
分
た

ち
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と

を
活
か
す
よ
う
に
な
り
、

最
終
的
に
は
音
や
に
お

い
、
手
触
り
や
味
な
ど
の

感
覚
に
も
こ
だ
わ
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
難
し
さ
に
悩
み
、
発
表

会
の
緊
張
を
乗
り
越
え
た

達
成
感
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自

※1… スタンプラリーの効果
 https://fun.shachihata.co.jp/rally/about/effect.php
※2… ユニバーサルツーリズムの定義に関する拡張的分析視角の

検討―富山県立山町における観光素材探究フィールドワー
ク実践を通じて―（久保田美穂子、2023、第38回日本観光
研究学会全国大会学術論文集）

　
テ
ー
マ
は
、
観
光
や
地
域
活
性
化
に
関
連

し
て
い
れ
ば
な
ん
で
も
自
由
に
設
定
し
て
よ

い
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ゼ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ニ
メ
、
音
楽
（
フ
ェ
ス
）、
フ
ァ
ン
（
ア
イ
ド

ル
）、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
深
め
た
い
と
い

う
ゼ
ミ
生
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
墟

や
ゴ
ー
ス
ト
、
平
和
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら

観
光
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
着
想
や
ま

と
め
が
面
白
く
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
自
分
が
選

ん
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
と
課
題
に
つ
い
て
時
間

を
か
け
て
調
べ
、
自
分
な
り
の
解
決
策
を
考

え
出
す
こ
と
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
。
最
後
に
は
「
や
っ
て
み

た
ら
、
で
き
ま
し
た
」
と
す
が
す
が
し
い
表

情
で
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
空
港
や
運

輸
機
関
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
界
へ
8
人

の
ゼ
ミ
生
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た〝
ト
ラ
ベ
ル
ゼ
ミ
〞ら
し
さ
を
呈
し
ま
し
た

が
、
D
I
D
体
験
や
U
T
を
意
識
し
た
活
動

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
の
職
業
に
関
心
を

持
っ
て
卒
論
を
ま
と
め
た
学
生
は
、
障
害
者

の
雇
用
支
援
事
業
を
行
う
企
業
へ
就
職
し
ま

3
．お
わ
り
に

し
た
。
私
に
提
供
で
き
る
知
見
や
機
会
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
に
関
わ
る
学
び

が
持
っ
て
い
る
広
が
り
と
可
能
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
本
連
載
の
趣
旨
は
、
ゼ
ミ
と
い
う
窓
を
通

じ
て
観
光
を
学
ぶ
学
生
の
姿
を
知
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
本
稿
執
筆
を
通
じ
、
私
に
と
っ

て
は
ゼ
ミ
生
が
未
知
や
未
来
へ
の
窓
と
な
っ

て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

信
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
様
を
見
る
こ
と
は
、

私
の
密
か
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
は
就
職
活
動
と
並
行
し
、
各
自
が

卒
業
論
文
を
書
き
あ
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
卒
論
は
必
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
久
保
田
ゼ
ミ
で
は
こ
れ
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
全
員
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
力
高
め
」

で
あ
り
な
が
ら
、
文
章
作
成
に
は
苦
手
意
識

の
あ
る
学
生
も
多
い
の
で
、
着
手
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
点
は
苦
労
し
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
生
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
例

と
し
て
2
0
2
3
年
度
の
論
文
タ
イ
ト
ル
を

紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

1
人
旅
行
の
現
状
と
目
的
に
つ
い
て
　

○ 

フ
ェ
ス
に
お
け
る
観
光
効
果
と
地
方
活
性
化
　

○ 

人
は
な
ぜ
旅
行
を
す
る
の
か 
〜
旅
行
と
幸
福
感
の
関
係
に
つ
い
て
〜
　

○ 

地
方
観
光
地
に
お
け
る
青
春
18
き
っ
ぷ
の
活
用
に
よ
る
観
光
需
要
増
加
の
可
能
性

　 

〜
中
国・四
国
地
方
を
例
に
　

○ 

廃
墟
観
光
の
魅
力
と
そ
の
実
態 

〜
廃
墟
は
観
光
地
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
〜
　

○  

若
者
に
と
っ
て
の
聖
地
巡
礼
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
聖
地
巡
礼
の
共
通
点
に
つ
い
て
　

○ 

住
む
街
草
加
を
人
が
訪
れ
る
街
に
〜
最
高
の〝
と
と
の
い
〞
&
絶
品
グ
ル
メ
で
人
を
呼
べ
〜
　

○ 

箱
根
駅
伝
の
人
気
と
観
光
　

○ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業
界
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
意
義
と
可
能
性
　

○ 

宮
城
県
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性 

〜
県
沿
岸
部
を
事
例
に
〜
　
　

○ 

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
要
と
そ
れ
が
作
り
上
げ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い
て

○ 

草
津
温
泉
が
人
気
観
光
地
に
な
っ
た
背
景
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
　

○ 

本
当
に
疲
労
を
回
復
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
　

○ 

日
本
最
大
の
観
光
都
市「
京
都
」の
成
り
立
ち
と
今
後
の
在
り
方
　

○ 

自
動
車
の
電
動
化
に
よ
る
可
能
性 

〜
生
活
と
観
光
か
ら
見
た
自
動
車
の
未
来
〜
　

○ 

平
和
の
構
築
に
観
光
が
で
き
る
こ
と 

〜
東
京
大
空
襲
の
記
憶
継
承
か
ら
考
え
る
〜
　

○ 

泡
盛
業
界
の
現
状
と
解
決
策 

〜
若
者
に
も
っ
と
泡
盛
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に
は
　

○ 

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
が
与
え
る
観
光
へ
の
影
響
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
加
に
向
け
て
　

○ 

日
本
に
お
け
る
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て
　

○ 

ア
イ
ド
ル
の
起
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
　

　 

〜
フ
ァ
ン
に
よ
る「
応
援
」、「
貢
献
」の
意
識
に
着
目
し
て
　

○ 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
　

の
予
約
・
手
配
と
現
地
で
の
案
内
を
全
員
で

役
割
分
担
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
つ
目
の
活
動
は
、
大
学
の
所
在
す
る
東

京
都
武
蔵
野
市
及
び
そ
の
周
辺
を
対
象
と
す

る「
森
の
地
図
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」へ
の
参
加

写真4）立山信仰の拠点エリア調査はe-bikeで（立山町芦峅寺）

写真5）430年の歴史を誇る越中瀬戸焼の窯元「千寿窯」の吉野香岳氏と
2日間の作品づくりと交流（富山県立山町）

写真6）五感をキーワードとする立山町の観光振興プランを作成、発表
（東京富山会館）

③ 

４
年
生（
総
合
演
習
）…

　 

「
や
っ
て
み
た
ら
、で
き
ま
し
た
」

※
2
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　日
本
の
近
代
資
本
主
義
の
父
と
さ

れ
る
渋
沢
栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』

は
発
刊
か
ら
1
0
0
年
以
上
経
っ
た

今
で
も
多
く
の
経
営
者
に
読
み
継
が

れ
て
い
る
名
著
で
あ
る
。
あ
ま
り
に

も
有
名
な
書
籍
な
の
で
、
す
で
に
多

く
の
方
々
は
ご
存
知
か
と
思
う
が
、

宿
泊
税
や
D
M
O
が
議
論
さ
れ
る
機

会
も
増
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光

地
域
づ
く
り
に
経
営
的
視
点
が
求
め

ら
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
経
営
の
原

点
に
立
ち
返
る
た
め
に
ぜ
ひ
見
直
し

て
欲
し
い
一
冊
で
あ
る
。

　こ
の
書
籍
に
は
2
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
1
つ
目
は

「
道
義
を
伴
っ
た
利
益
を
追
求
せ
よ
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、2
つ
目
は「
自

己
の
利
益
よ
り
、
他
人
の
利
益
を
優

先
し
、
公
益
を
第
一
に
せ
よ
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
多
く
の
経
営
者
に
よ
っ
て

引
用
さ
れ
、
ま
た
古
く
は
近
江
商
人

の
三
方
よ
し
の
精
神
に
も
通
じ
て
い

る
た
め
、
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
は

そ
れ
ほ
ど
目
新
し
さ
を
感
じ
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
行
動
し
て

み
る
と
言
葉
一
つ
一
つ
に
思
想
の
深

さ
を
感
じ
る
。 

　『論
語
と
算
盤
』
が
執
筆
さ
れ
た

こ
ろ
の
日
本
は
ま
だ
観
光
産
業
も
未

発
達
で
あ
っ
た
た
め
観
光
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
も
し
渋

沢
栄
一
が
今
の
観
光
地
域
づ
く
り
に

関
わ
る
人
々
に
対
し
て
、
論
語
と
算

盤
を
語
っ
た
ら
ど
う
い
う
話
を
す
る

だ
ろ
う
か
？

　「算
盤
の
な
い
論
語

な
ど
戯
言
」
で
あ
り
、「
公
益
を
第

一
義
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と

関
係
者
や
自
分
に
も
そ
の
利
益
は

戻
っ
て
く
る
」と
一
喝
さ
れ
そ
う
だ
。

多
く
の
D
M
O
の
事
業
計
画
に
は
地

域
の
未
来
を
指
し
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
や

道
義
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
利
益
を

出
し
て
い
く
た
め
の
算
盤
に
対
す
る

熱
量
は
一
般
企
業
の
事
業
計
画
と
比

べ
る
と
少
な
い
。
書
籍
に
は
「
論
語

（
道
徳
）
と
算
盤
（
経
営
）」
と
い
う

一
見
す
る
と
相
反
す
る
2
つ
の
価
値

観
を
一
体
化
さ
せ
る
重
要
性
に
つ
い

て
も
書
か
れ
て
い
る
。
観
光
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
は
価
値
観
が
異
な
る

わたしの１冊
32回第

『論語と算盤』
渋沢栄一・著
角川ソフィア文庫刊

井
口
智
裕（
い
ぐ
ち・と
も
ひ
ろ
）

旅
館
の
４
代
目
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
、
2
0
0
5
年「
越
後
湯
澤
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｏ
井
仙
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
2
0
0
8
年
に
周
辺
７
市
町
村
で
構
成
す
る「
雪

国
観
光
圏
」を
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
立
ち
上
げ
、
2
0
1
3
年
に
は
代
表
理
事

に
就
任
。
2
0
1
9
年
に
は
老
舗
温
泉
旅
館
の
経
営
を
引
き
受
け
、
雪
国
文

化
を
感
じ
る
古
民
家
ホ
テ
ル「ryugon

」へ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。「
宿
は
地
域
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
あ
る
」と
の
思
想
の
も
と
、
実
業
と
地
域
経
営
を
共
存
さ
せ
る
こ
と
で
国
際
競
争
力
を

も
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ディン
グ
の
構
築
に
取
り
組
む

も
の
同
士
の
間
で
衝
突
が
し
ば
し
ば

生
じ
る
。
ま
た
立
場
に
よ
っ
て
会
議

体
そ
の
も
の
を
事
業
者
側
ま
た
は
行

政
側
と
分
け
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
。
2
つ
の
異
な
る
価
値
観
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
が
新
た
な
考
え
や
仕
組

み
を
生
み
出
す
種
に
な
る
こ
と
は
渋

沢
栄
一
が
生
涯
で
約
6
0
0
近
い
事

業
に
携
わ
っ
て
き
た
実
績
が
証
明
し

て
い
る
。

　書
籍
の
中
で
一
体
化
し
て
い
る
経

営
を
「
良
い
金
儲
け
」
と
定
義
し
、

一
体
化
し
て
い
な
い
形
は
「
悪
い
金

儲
け
」
と
し
て
い
る
。
事
業
者
の
数

や
経
営
資
源
も
限
ら
れ
た
地
方
で
の

観
光
振
興
で
は
、
狭
い
範
囲
で
の
相

互
扶
助
に
よ
っ
て
成
り
立
た
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
一
部

の
人
達
が
「
悪
い
金
儲
け
」
を
行
え

ば
、
そ
れ
は
自
社
に
跳
ね
返
っ
て
く

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
。
だ
か
ら
こ
そ
観
光

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
人
た
ち
に
は

改
め
て
『
論
語
と
算
盤
』
を
読
み
返

し
て
欲
し
い
。
地
域
に
と
っ
て
必
要

な
論
語
と
は
何
な
の
か
、
優
先
す
べ

き
算
盤
は
ど
こ
を
意
識
す
る
べ
き
な

の
か
、
論
語
と
算
盤
を
通
じ
て
地
域

全
体
で
の
共
通
言
語
を
持
つ
こ
と
は

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

井
口
智
裕

株
式
会
社
い
せ
ん 

代
表
取
締
役
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【
特
集
】我
が
国
の
観
光
振
興
財
源
の
現
在
と
そ
の
ガバナ
ンス
の
展
望

M
ay 2024

号

機
関
誌

2
6
1

宿
泊
税
を
前
提
に
運
営
さ
れ
てい
る
オ
ース
ト
リ
ア
の
観
光
地
の
視
点

‐
 

レッヒ・ツュルス・ア
ールベル
ク
の
事
例 ‐

ヘルマン 

フェルヒャー（
レッヒ・ツュルス
観
光
局
）

巻
頭
言宿

泊
税

導
入
の
プロセス

江
﨑
貴
昭（
J
T
B
F
）

特
集
1

宿
泊
税

導
入
地
域
にお
け
る

使
途
決
定
の
ガバナンス

沼
田
尚
也（
倶
知
安
町
）・
古
澤 

輔（
福
岡
県
）

原
口
智
雄（
福
岡
市
）・
中
野
裕
也（
福
岡
市
）

特
集
2

宿
泊
税「
活
用
」の
プロセス
論

江
﨑
貴
昭（
J
T
B
F
）

特
集
3

実
効
的
な「
使
途
条
例
」の
作
り
方

池
知
貴
大（
T
M
I
総
合
法
律
事
務
所
）

特
集
4

視座

観光振興財源を
前提とした

新たな「観光計画論」の
確立に向けて
菅野正洋（JTBF）

観
光
を

学
ぶ
と
い
う
こ
と
…
第
21
回

亜
細
亜
大
学
経
営
学
部

ホスピ
タ
リ
ティ・マ
ネ
ジメン
ト
学
科 

久
保
田
ゼ
ミ 

久
保
田
美
穂
子（
亜
細
亜
大
学
）

わ
た
し
の
1
冊
…
第
32
回

『
論
語
と
算
盤
』

渋
沢
栄
一 

著 

角
川
ソ
フィ
ア
文
庫

井
口
智
裕（
株
式
会
社
いせ
ん
）

連載

現
在
と

そ
の
ガバナンスの

展
望

観
光
振
興
財
源
の

我
が
国
の

特
集

〜「
ど
う
導
入
す
る
か
」

か
ら
「
ど
う
活
用
す
る
か
」へ
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
〜

現
在
と

そ
の
ガバナンスの

展
望

観
光
振
興
財
源
の

我
が
国
の

〜「
ど
う
導
入
す
る
か
」

か
ら
「
ど
う
活
用
す
る
か
」へ
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
〜

Tourism Culture
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2024
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